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第 1 章 マシ ン 語 の 正体 を 知 ろう 





1. 1 マシ ン 語 な ん て へ っ ちゃ ら 気 分 


の みな さん は マシ ン 語 と いう と 、 ま つ 先 に マシ ン 語 ダン プリ スト や 
BASIC プロ プラ ム 中 の マシ ン 語 デー タ を 選 い 浮か べ る に 違い あり 
ませ ん 。 し が し 、 マシ ン 語 つて いう の は いつ だ い 何 な の で し よう ガ 。 
あの カル ファ ベッ ツ ト ま じ り の 数 字 が 、 整 然 と 並ん で いる よう す を 見 
て いる と 、 数字 きら い の 人 で な こと も 、 な ん だ ガ 身 体 が か ゆく な っ 
て ぐる と いう も の で す 。 し か も 、 こ れ が 意味 の ある 言葉 (言語 ) だ 
つて いう ん で すか が ら 、 英語 も ろく に わか ひら な い の に こん な の わか る 
は ず が な いと 思い こん で し まう の も 当然 で す 。 

先 に 結語 を 言 つて し まう と 、 マ シン 語 と いう の は ちよ っ と 複雑 な 
パズル の よう な も の で す 。 ち え の 輸 を は ず す よう な 気持 ち で 取り 組 
め ば 、 ふ と し だ こと で すべ て が 見 えて こる も の 。 も ちろ ん 英語 より 
も ズ ッ と 簡単 で ある と 断言 し まし よう 。 変 に で き な い で き な い と 選 
わ ず に 、 気楽 に や る こと が 大 切 で す 。 

マシ ン 語 に 取り か が る 前 に 、 い こつ が 知っ て お いて 欲し いこ と が 
あり ます 。 それ は 、 「 英 語 は アル フラ ベツ ト で で き て いる 」 と が 、 
"アル ファ ベッ ツ ト に は AZ が あ る 」 と いつ た だ ぐい の 、 ご く 初 歩 的 
な こと で すか ら 、 パ ラパラ と 見 て 知 つ て いる こと で あれ ば 読み 飛ば 
すなお なり し て ぐだ さい 。 

ご の 草 に 書か れ て いる こと が すべ て わか つて し まっ だら 、 すでに 
マシ ン 語 の 世界 の 3O % ぐ らい を 理解 で きた よう な も の で すか が ら 、 
ご の よう な 人 は 、 ど ん どん マシ ン 語 の プロ ブラ ム を 作 つ て みる べき 
で す 。 す ぐに 2 章 へ いき まし よう 。 

その 他 の 人 で も 「 マ シン 語 ダ ンプ リス ト と いう の は こん な も の で 、 
つい で に マシ ン 語 と いう の は 、 よ くわ か ら な いけ どこ ん な も の か ガ 」 と 
思 つ だ ら 、 2 童 へ いつ て し まい まし よう 。 

な ば ぜ ば な ら マシ ン 語 を 覚え る に は 、 や つ ぱ り じ か に 扱 れ て みる の が 
一 番 で すら ね 。 


























1 .2 2 進 難 と 、 つ いで の 1 6 進数 





1 の ら 進 数 と 、 つ いで の 16 進 数 


マシ ン 語 を 理解 する に は 、 一 般 8 的 に 2 進数 がら 入る の が 素直 な 万 
法 で す 。 そ れ は 、 マ シン 語 の プロ ブラ ム や 、 マ シン 語 で め あつかう デ 














ー タ が ガ 、 コ ンピュータ の 中 で は すべ て 2 進数 の 形 で あつ お われ て い 
る が ら で す 。 
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2 進数 は O" と 1” の の つの 文字 だ け で 数 を 表す 方 法 で す 。 
門 れ て し まつ だ 人 も いる も し れ ま せん の で 、 普段 使っ つて いる 10 
進数 と 比べ て み ま す 〈( 表 1 一 1)。 
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表 1-1 1O 進 歌 と 2 進数 の 対 表 
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2 進数 自体 は どう と いう こと も な い の で 、 この ぐら い に し て お き 
ます (まつ だ ぐ 2 進数 が わけ ら な いと き は 、 簡 単 で すか ら 算数 の 本 
な ど ご で 勉強 し まし よう )。 

BASIC を 使 つて 1 進数 を 2 進数 の 形 に する に は 次 の よう に レ 
ます 。 


@ 10 進 誤 を 2 進数 の 形 に し て 表示 
PRINT BINS (<1 0 進数 〉) 
例 ) PRINT BINS (12) 回 

2 進数 を 1O 進数 の 形 に し て 表示 


PRINT 〈2 進 数 〉 
例 ) PRINT &B110O 回 





1 ダン プリ スト の 正体 、] バ イト と ] ビ ッ ト 


マシ ン 語 は 2 進数 で 記憶 され て いる と 言い まし た が 、 だ だ の 2 信 
数 で は な ぐ 、 正 確 に 言う と 「8 ケタ の 2 進数 」 で 記憶 され て いま す 。 
で す お がら 、2 進数 で *1 1 101* と いう 数 を 表す 場合 も 、 マ シン 語 
で は “OOO1 1 101” と し な けれ ば いけ ませ ん 。 

それ で は 、 な ぜ 8 ケタ の 2 進数 に する 和 め 要 が ある の で し よう が 。 
コン ピ ユ ー タ の 中 で は 、 数 値 を スイ ッ チ の オン ノ オ フ て で 記 税 し て い 
ます 。 ス イッ ツチ と いつ て も 、 家 の 電気 を つけ だ りす る よう な 機械 的 
な も の で は な ぐ 、 ト ラン ジス タ や コン デン サ な ど を 使っ た を 、 こ っ て 
も 小さ い 電気 的 な スイ ツチ で す 。 そ し て 、 ス イツ チ ガ 入っ て いる と 
ご ころ ( 電 気 が 通 つて いる と ころ ) が 1 で 、 そ う で な いと ころ が O を 
表し ます 。2 進数 で 表現 する の は この た めで 、8 ケタ に さす る 理由 は 、 
要する に その スイ ツチ を 8 個 使 つて 1 つの 数 値 を 記憶 し て いる か ら 
で す ( 図 1-1 )。 


1 .3 ダン プリ スト の 正体 、1 バイ ト と 1 ビッ ト 


の CN 
HILL 
の / / 。 の / / の 】 の 


そし て 、 こ の と き 2 進数 の それ ぞ れ の ケタ を 「 1 ビッ ト (DItD」 、 
さら に 8 ケタ (ビット) を ひと まとめ で 「1 バイ ト (Dyt@)」 と 
いい ます ( 図 1-2 )。 
1 バイ ト で 表す こと が で きる 数 は OOOOOOOO” か ら 
ヾ 1 1 1 1 1 1 1 17 ま で で すか ら 、 ご れ を 1 進 衣 の 形 に ける と O 
ー255 に な り ま す 。 マ シン 語 で は 、 こ の 〇 255 まで の 数 値 が 基 
本 と な り ま す 。 
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図 1-2 1 バイ ト と 1 ビッ ト の 関係 
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と ころ で みな さん は 、 友達 に 「 1 バイト の デー タ 教 えて よ 」 と 言 
われ だ と き 、「OOO1 1 101 だ よ 」 な お ん て 答え る の は 大 変 だ と 思 
いま せん が 。 そ れ に 、 教 えて も ら つ た 万 だ つて 、 何 だ の よ ぐ 聞 き 取 
れ な いん じゃ な いで し よう が 。 そ こ で 、 ご の 1 バイ ト を 上 位 ビッ 
ト と 下位 オビ ピッ ト の 2 つ に 分 け て み ま す 。 


Oo0O 1 : 導 0 4 
上 位 オ ピット 下位 4 オビ ピッ ト 


の 進 避 4 ケタ で 表せ る 数 値 は 16 通り あり ます 。 そこ で 2 進数 
4 ケタ で 表せ る 数 値 を 表 1 - つ の よう に 16 進数 と 対 太 させ て み ま 
に 


oe 79 開放 の 2 准 吾 ビッ ト 。  @72 授 衣 
グ ダグ グ ク グ 
7 ググ タグ / 7 
2 ググ / の 2 
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て ダ / グ / と 
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の ダグ 7 / / ク 
5 /27 5 
/ ダ 7 グ / グ | 
2 222 8 
7 ゞ 2772 穫 
7 鐘 人 
7 す ん 7 が 2777 を / 


人 N 表 っ が 者 眉 便 >< い 37 の 導 角 yo、 わっ ケタ に が くす > っ 
9 理 邊 っ 名 年 を 人 役 >2 い ます 。 と に 3 が 76 三 表 々 は / っ っ ケ ク に 
/《 種 政 っ 搬 字 ぇ 困 者 3 必 寺 人 > くる ます 。 そこ > - 松 名 に 
ア L2 ァ ベット っ スチ を 集 。> 足り な い 、 教 守 ミ まな うく ん だ コ 。 


表 1-2 4 ケタ の 2 進数 と 1 6 進数 の 対応 表 


どう で すか が お ケタ の 2 進数 を つ ケタ の 16 進数 で 表す こと 
が で きま すね 。 ご これ が 、 アル ファ ベツ ト ま じ り の 数 字 の 正体 で す 。 


000 1 1 4491 
\ と 
1 D 


1 .3 ダン プリ スト の 正体 、1 バイ ト と 1 ピット 


一 般 的 に 2 進数 ら ケ タ (1 バイ ト ) は 1 6 進数 の ケタ の 数 値 で 
表 さ れ ま す が 、 こ れ は 何 も 16 進 到 で な こく て も 全然 お まい ませ ん ( 実 
際 に 8 進数 な ど を 使 つ て いる 場合 も ある )。 だ だ 、 2 進数 の ビッ ト 
の イメ ー ジ が つか みや すぐ 、 数値 と し て も あつ か いや すい の で 多用 
され て いる わけ で す 。 

英語 で 1O 進 到 の こと を 「 デ シマ ル (〈Deoim8D)」、2 進数 の こ ご 
と を 「 バ パイ ナリ CBinary)」、16 進数 の こと を 「 へ キサ デシ マル 
(HexaQdecCirma)」 と いい ます 。 で すか ら こ の 場合 も 「 ヘ キサ の 
1D だ よ 」 な ん て 人 に 言う と 、 ち よ つ と つこ いい で すね 。 

16 進数 の 数 字 を 書く 場合 FOH" の よう に 数 字 の 後に “HI” を 、 
2 進数 の 数 字 を 書く 場合 *1 1 1 1 101OB” の よう に “B” を 付け 
だ り し ます が 、 これ は "HexdeCimal” また は “Binary” の イ 
ニシ ャ ル を と っ だ も の で す (BASIC で の `&H" や “&B" も 同じ 
で す )。 

な お 、2 進数 や 16 進数 の 数 字 を 読む と き は 1 1 1 10101( イ 
チイ チイ チイ チ ゼ ロイ チ ゼ ロイ チ )"、^F9( エ フキ ユー)“ の よう に 、 
1 ケタ ご と に 区 切 つて 言い ます 。 

BASIO を 使っ て 1 進数 を 1 6 進数 、2 進数 を 1 6 進数 の 形 に 
する に は 次 の よう に し ます 。 


e 1O 進数 を 16 進 誤 の 形 に し て 表示 


PRINT HEX$ (〈1 0 進数 〉) 
例 ) PRINT HEX$ (12) 回 


e 16 進数 を 10 進数 に 形 に し て 表示 


PRINT 〈1 6 進数 
例 ) PRINT &HFF 回 


e 16 進 数 を 2 進数 の 形 に し て 表示 


PRINT BINS く 1 6 進数 〉) 
例 ) PRINT BIN$ (&HFF) 回 
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e 2 進数 を 16 進数 の 形 に し て 表示 


PRINT HEX$ (<2 進数 〉) 
例 ) PRINT HEX$ (&B11111111) 回 





1. 4 デー タ を 入れ る 引き 出し 、 
メモ リ こ と アド レス 

メモ リガ デー タ を 記 層 し て お こと ころ で ある こと は 知っ て いる と 
思い ます が 、 ど の よう な デー タ を どの こら い 覚 えら れる の か わか り 
ます が 

な ん と 、1 バイ ト に の デー タ を 最高 65536 個 も 記憶 する こと が 
で きま す 。 1 文字 は 1 バイ ト で 表す こと が で きる の で 、 ご これ は 40O 
づめ の 原稿 用 紙 約 1GO 枚 分 に あたり ます 。 

メモ リ は これ だ けた こさ ん あり ます が 、 そ の 中 の 1 バイ ト を 指定 
する 万 法 が な けれ ば 、 あ る ひと つの メモ リ に 対し て 、 デ ー タ を 読ん 
だ り 書 いたり で きま せん 。 そこ で 、 メ モリ に は OOOOHーFFFFH 

(O-G5535) まで の 番号 順番 に ふら れ て いて 、 ど の メモ リ で 
も その 番号 で 直接 指定 で きる よう に な っ て いま す ( 図 1-3 )。 こ の 
番号 の こと を 「 ア ドレ ス (まだ は 番地 )」 と いい ます 。 ア ドレ ス は 
OOOOH 番地 がら FFFFH 番地 まで 常に 存在 し 、 そ こ に は 1 バイ 
ト の 数 値 が 必ず 現れ て いま す 。 

アド レス と いう と 、BASIC の 行 番 号 と 同じ よう な も の だ と 思っ 
て いる 人 が いる よう で す が 、 ア ドレ ス と は その 名 の と お り 住所 」 。 
つま り 、 メ モリ と し て の 回 路 が 存在 する 実際 の 場所 を 示す も の で す 
がら 、 行 番号 の よう に コロ コロ と みえ る わけ に は いき ませ ん 。 だ と 
えば 、 み な さん が 「※ メ 市 ら 番 地 」 と いう 場所 に 住ん の で いた と き 、 
いく ぐら 「 こ こ を メメ X 市 2 番地 と いう 住所 に し た い 」 と 言っ つて も 、 そ 
ん な こと は で き な い の と 同じ こと で す 。 

な お 、 こ こ で は アド レス が ガ 4 ケタ の 16 進数 、 つ まり つ バ イト 
で 表す こと が で きる こと も 覚え て お いて こ だ さ い 。 























1 .4 デー タ を 入れ る 引き 出し 、 メ モリ と アド レス 





図 1-3 メモ リ と アド レス の 関係 


ここ で 、 も う 1 度 マシ ン 語 ダン プリ スト を 思い 出し て くだ さい 。 
1 番 圧 に ある の ガ ア ドレ ス で 、 右 に 8 つ 並ん で いる の ガメ モリ に 記 
簡 され て いる デー タ で す 。 ちよ つと 見 る と 、 1 つの アド レス に 8 つ 
の デー タ ガ 謙 され て いる よう な 気 ち も し ます が 、 そ う で は な ぐ 、 単 
に 右 の 7 ノ つの デー タ の アド レス が 省略 され て いる だ け な の で す 。 1 
度 に だ こさ ん の デー タ を 見 る こと が で き て 便利 で すね ( 図 1-4 )。 


や の の 向 地 っ 
る メモ 内 員 
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pe99 |) 四 | 陣 cr 























BE め の $ 3 必 ゆ 九 
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図 1-4 ダン プリ スト の 意味 
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第 1 章 マシ ン 語 の 正体 を 知 ろう 





+ ち メモ リ の 種類 、HROM と 日 AM 














メモ リ に は 「ROM (ロム まだ は リー ド オ ン リ ー メ モリ )」 、 と 呼 
ば れ て いる も の こと 「RAM( う ム ま だ は ラン ダム アフ セス メモ リ )」 と 
呼ば れ て いる も の の 2 種類 が あり ます 。ROM は 「 デ ー タ の 書き が 
え が で き な い が 、 電 源 を 切 つ て も デー マ が 消え な い 」 と いう ガン コ 
者 の メモ リ で 、RAM は 「 デ ー タ の 書き ガ え は で きる が 、 電源 を 切 
つて し まう と デー タ ガ 消 えて し まう 」 と いう ナン ジャ ク 者 の メモ リ 
で す 。 

MSX で は 、 どの アド レス の メモ リガ ROM まだ は RAM が 、 
1-5 に 示し ます 。 


76 KgM KKEoMX 


の の の H の 2 グ の H 





に 4 選 6@M 
ノノ | すず の の ダグ / 
CZh 8 ぬ 8A 
チチ ロ 1 コミ ォ ガ 】 
し メモ り が は いや に ば 、〒- タ を か く こ て は くき ませ ん 。 


ト 、 電 叶っ 3 で - タ かじ > い 3 ちら け ぶ 6 
贅 9 で ん 。 守 as に 何 に も 人 >x な は いす 。 


図 1-5 16K と 32KRAM の MSX の メモ リ 配 置 





VRAM (ビデ オ RAM) と いう メモ リガ あり ます が 、 これ は 
ブラ ム や デー タ を 鹿 する RAM と は まつ だ ぐ 別 に ある メモ リ で す 。 
VRAM は 、 お も に 画面 に 文字 や プラ フィ ッ ク を 表示 する た め に 存在 
し ます 。 つ まり 、VRAM と いう メモ リ に デー タ を 書き 込む こと に よ 
り 、 実 際 に その デー タ が 画面 に 何ら か の 形 で 出 て きだ りす る の で すき 。 











1 .5 メモ リ の 種類 、ROM と RAM 


VRAM は ら 童 で も う 少 し 詳し く 説 明 し ます 。 

な お 、 VRAM と 普通 の RAM を 区 絢 す る た め に 、 RAM を 「 メ 
イン RAM」 と する こと が あり ます 。 

メモ リ が 、 実際 どの よう な ご と に 使わ れ て いる か は 、 マ ニュ アル 
な ど に 載 つ て いる 「 メ モリ マッ プ 」 と いう 図 を 見 る と わり ます 。 


 X モ マップ * G2k 尺 FoM2Xo 電 合 ) ぐ = 
に PS(C 天 鈴 の アロ グラ の を 如 天 し 
な か が 行 3 ため の 2702 ラ スタ" 
> し =36 し Ga フ 7" ログ ラス を 
マテ > 郊 の 2 の チ 2 は ・ 


> 
B451 鍵 っ フ 07 ラ 4 3 と うう | 
プロ グラム が "大 な いけ "33 が | 


/ | 先 凶 42 へ 話 が au く ゃ 
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2 / 侵 用 +dvu 度 吉 情 報 ( 介 ね どう 
スト エリ イ が As こう 。 79 グ ラス 此 人 時 、 
= つ で トミ ビ ーー ご ここ と っ 新 六 吉保 3 た な に 、 条 の 


が へ な か らい i く e 








= ーー ブー 
EYETPS 
内 | 

| と に 3。、 CLEAR 又 "っ エ リヤ の 
大 を が "らい て LEAK 3oo と 
3 と oo 文字 分 (3oe ベスト) 

| と CA3c 大 きく ちい は し 3 と い 

| 叶 Ye3 く た か at 


ほけ 


ウン クエリ 


に ーーー 
FeH 守 ye か し FFFFH 独 を 3 は 
gsIC タ ru こと に 和 >2 、 
今 4 と に 3 5 に 3 必 理 ら な い 、 


て rrr 














2n2k=3.BA6IC 氏 秀 っ 207 ラ 4 が 

大 きく は たり 、 モ くさ ん 党 寺 を 促 > た リ 

CLEAR えみ 等 多 エリ テ を 大 きく と っ た り 
| し < ころ エ リア が 72 く 1 と の て c 子 
| eopy て アモ もり か "人 セ く 位 っ た ) と 


P な 
ま も k マテ ン 舘 アロ グラ 4 を か 3 に 間 W で 3、 


保ち 3 と こう 。 リセ ント し た と まけ こみ 
エア izT は が 、CCEAR 3ooy#% け 96 の 
な いと す 3 し の の の 寄 re か も 


( = 
| 








AHF37FH 番 束 が マテ > 諸 エ リア と 人 0 っ 9 
9 _ ー て で 
ーー ワウ 


図 1-G 32KMSX の メモ リマ ッ プ と 、 そ の 使わ れ 万 
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第 1 章 マシ ン 語 の 正体 を 知 ろう 


BASIC を 使 つて いる と き は 、 だ いだい 図 1-G の よう に 使わ れ て 
いま す 。 

メモ リマ ッ プ で 見 る よう に 、 メ モリ は 実に さま ざま な こと に 使わ 
れ て いる わけ で す が 、 実際 は マシ ン 語 で あろ う が 、 他 の デー マツ で あ 
ろう が 、 どれ も だ だ の 1 バイ ト の 数 値 こ すぎ ませ ん 。 つま り 、 その 
デー タ を どう 使う ひで その デー タ の 持つ 意味 も 変わ つて こる の で す 。 





1. 5 メモ リ の 大 き さ を 表す 


メモ リ の 大 き さ ( 容 量 ) を 表す と き 、16K バ パイ ト 、 32 に バイ ト 
な ど と いい ます が 、1K (ケー) バイ ト は 1024 バイ ト (400H 
バイ ト ) に 相当 し ます 。 

重 さ の 単位 ガ 1O 進数 3 ケタ ご と に 、 、 Kg、 t、 と ある の と 同 
じ よ うに 、 メ モリ の 大 き さ も 2 進数 で 表し だ 場合 、1O ケッ ご と に 、 
バイ ト 、K (ケー) バイ ト 、M (メガ ) バイ ト 、 〇 (ギガ ) バイ ト と 
いう よう に 単位 ガ 変 わ つ て いき ます (〈 表 1 -3 )。 メ ガ ROM と いう 
カー トリ ッ ジ ガ が あり ます が 、 こ れ は M (メガ ) ビッ に な の で 、 バイ 
ト に 直す と (8 で 割る と ) 128K バ イト と いう こと に な り ま す 。 


1K 1024 (4O0OH) バイ ト 
8K 8192 (2OOOH) バイ ト 
16K 16535 (40OOH) バイ ト 
づ 32 に 32313 (8OOOH) バイ ト 
64K 65536 (1OOOOH) バイ ト 




















mk Ilzgd 5 













| | wl | ァ 
] 


に に だ に 


LE=) = 旧 : 1 | lee| "|… 
表 1-3 メモ リ の 大 き さ を 表す 単 単 位 

















1 . フ 計算 する と き は 、 レ ジス タ を 使う 





ャ ア 計算 する と き は 、 レ ジス タ を 使う 


BASIC で は 、 「 変数 」 を 使 つ て デー タ の 記憶 や 計算 を 行い ます 。 
それ に 対し 、 マ シン 語 で は 「 メ モリ 」 と 「 レ ジス タ 」 が が わり を つ 
と め ま す 。 レ ジス は いう な ら ば 「 計 算 で きる メモ リ 」 で 、 メ モリ 
が 「 記 欄 する だ め の 脳 」 な ら ば 、 レ ジス タ は 「 考 える た め の 脳 」 に 
あ だ る 非 常に 大 切な も の で す 。 レジ スタ に は 図 1 - ア の よう な も の 
が あり 、 そ れ ぞ れ 特徴 が あり ます 。 

メモ リ と レジ スタ の 違い を 、 も う 少 し は つき りさ せ て み ま し よう 。 

まず 、 電 卓 を 使 つて 問題 用 紙 に 書い て ある 簡単 な 計算 問題 を 解く 、 
と いう 状況 を 考え て みて ぐだ さい 。 普通 は 次 の よう な 手順 で 計算 を 
行い ます 。 


問題 1234 十 5678 ニ 


④ 初め に 問題 用 紙 の 1 つ 34 と いう 数 値 を 、 電 卓 に 入力 する 
@ 電卓 の | 土 | ボ タン を 押し て 、 次 の 数 を 足す こと を 知ら せる 
③ 問題 用 紙 の 5O78 と いう 数 値 を 入力 する 

⑳ 電卓 の | 三 」 ボ タン を 押し て 、 計 算 結果 を 出力 させ る 

@⑥ 結果 を 問題 用 紙 に 書き 写す 
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4 し ダス タ (06 で ッ ト ) 
14c テ スタ で では) モンタ スク | 
ヶ の の み 9 グ 「 0 の 




















癌 af て と メタ (と と た う > 
り グ ググ グ |7 の の の の の ヶ グ | 
ーー ち E し = メ タ く (6 て CA うー 


あし デス タ (すけ で ン た ) と テ タスク くす で た ) | 

















[ググ ググ ググ み の | クタ ケッ ググ タク | 


ーー Hz スタ く (ecst) ーー 
どん "を (で と た) | 


と デス クタ ( ま の ント ) 











| で ロフ ラグ キャ リー フク 













| タタ グ タ クタ ク | タク ググ の クタ ク | 





2 と し ジス タ く ey ト ) 


|1『 の の の ダグ サダ ググ 2 ググ 


PC と デメ タ (ev た ) 













PC は 29254 0 ウェ ク 4 9 倒 r オ 、 
ミニ に た 異人 行 43 マ ミニ 放っ 
イト し ス か うり 、 金 仙 実 生 1 た びに | 
Be69 に 更新 ユ い 2 りほ ま 4 ・ 


必 2 他 た も TX。 
りす 4 人 "、 






図 1- ノ レジ スタ ー 覧 
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|Z ク タグ クタ の 2 |22 み 7 みみ 72 ヶ み 









Yak の rl 3En の に 
有 珠 久富 値 は 4 と 
ka 中 に 宮寺 4o は 








と 4、 eo っ 5 | 
BLUESEHPF 

』 と (29、 和 キャ リーフ ラグ" は 
釘 沿 困 " マ イナ スト 
で た と ) と な りす す 。 









この の 但 っ し ジリ スタ 
用 し ウタ と 6 c げ 
また や -72 便 仙 に 人 の 
34。 ニム ae ラス 9 
す で い ト し ラス タ と てく 人 9) | 
代 ト .I6 ビ Eo ト U タ スタ ー 
2 タ ^P ) と 食う | 
こし か " 3 すす ・ |] 







2Pg 27 ホイ =7a 向 
で 4。 ニニ に は エー ダー 休 約 
に FEK も 3 作り の 
イス が ます 。 の 


マ ド し ス 6 B451C が 
夫 補 43a2- た 
電 > 放 え イ ッ う の を いっ 
2 





エイ 。 了 イ ,R > で し 2 スタ タツ 
= スロ づい きせ ん 。 


1.8 マシ ン 語 の 謎 を と き あ か せ 


問題 の 書い て ある 用 紙 は 、 そ の 問題 お よび 答え を 覚え て お くだ め 
だ け に あり 、 電 卓 は 計算 を する た め だ け に あり ます 。 つ まり 、 デ ー 
タ を 記 様 する た め の 問 題 用 紙 に 相当 する も の が ガメ モリ で 、 計 算 す る 
だ め の 電 卓 に 相当 する も の ガレ ジス タツ な の で す 。 で は 実際 の プロ ブ 
ラム の さわ り と し て 、 以 下 の 問題 を 解く プロ ブラ ム の ま 順 を あげ て 
の ます 。 


























問題 D1OOH 番地 の 内 容 と 数 値 の 2 を 加え て 、 結 果 を D102 
番地 に 書き 込む 。 


④①D10OOH 番地 に 記憶 され て いる 内 容 を 、A レジ スタ に 入力 する 

@ 数 値 の つ を 、B レ ジス タ に 入力 する 

③A レ ジス タ と B レ ジス タ の 内 容 を 足す (結果 は A レジ スタ に 入 
る こと に な つて いる ) 

⑨⑳@A レ ジス タ の 内 容 を D102H 番地 に 書き 込む 


ご の よう に 、 数 値 に 対し 何 び を する 場合 は 、 必ず レジ スタ を 介し 
て 行う 和 め 要 が あり ます 。 


1. 8 マシ ン 語 の 謎 を と き あ か せ 





最後 に 、 マ シン 語 の プロ ブラ ム 自 身 に つい て 話し て お きま し よう 。 
まず 、 マ シン 語 の プロ プラ ム が ガメ モリ に ある よう す を 見 て み ま す ( 図 
1-8 )。 

ご の 2 進数 (1 6 進数) の 並び が マシ ン 語 の 命令 の 集まり 、 つ ま 
り マ シン 語 の プロ プラ ム で 、 こ れ に は 実は 図 1-9 の よう な 意味 が 
お こぐ これ て お り 、 こ の プロ ブラ ム を 実行 する と 図 1 -1O の よう な こと 
が 行わ れ ま す 。 な お 、 メ モリ や レジ スタ は 、 変数 の よう に 初期 値 が 
秒 ず OOH だ と は 限り ませ ん 。 ご こ で は 、 だ まだ ま D100H 番地 
が A1H で 、A レ ジス タ 、 レジ スタ 、 D101H 番 地 、D102H 
番地 が OOH の 場合 で 行 つて み ま し た だ 。 
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アド レス 内 矯 

sc 

2 送 孝 (6 慈 教 

て こっ ニー に に こっ リ 
CFFEH = gg9999go て (ggH> 
CFFFH = gogogggo9gH> 
DoggH = 9111919〈3AH) 
Doo1H = gogoggoo て (ggH) 
Deg2H = 11919991CD1H) | 
Deg3H = ggoge11ocoeH) | シン 中 と は 
Dgg4H = ooggoo19 て 92H) | 融 味 っ カ ぅ 
DogSH = 19gggooocBeH) | エ '。 負っ り 
Doo6H = 9911991 ら (32H) 
Dog7H = goooo919 て 92H) 
DooBH = 11919991(D1H)_| 
Dog9H = ggogggog(ogH) 
DggAH = gogoooog て ggH) 








図 1-8 メモ リ に ある マシ ン 語 プロ ブラム の よう す 
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信息 果 らし タスク 入 3 こと に 7 すぅ うい 3 。 





7 ドス 表す 。C や (2H 著 地 ) 








な びに この さ う に 作 サ ミー と が" 
る 33 か と いう と 、 委 人 た さり 
罰 後 ト 角 < で モタ 4 バイ が 


AD203MV2 図 1-9 マシ ン 語 プロ プラ ム の 部 味 


1 .8 マシ ン 語 の 謎 を と き あ か せ 
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図 1-1O マシ ン 語 プロ プラム の 実行 
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第 1 童 マシ ン 語 の 正体 を 知 ろう 





10 だ か ら 今 ア 


セン ブラ 


だ いだい マシ ン 語 が どん な も の は わり まし た が 、 実際 に マシ 
ン 語 を 数 字 だ け で 考え る の は 、 非 常に た い へ ん で す 。 そ こ で 一 般 に 








マシ ン 語 の プロ プラム は 





「 ニ ー モ ニッ ク 」 と いう 単語 (の よう な も 





の ) を 使っ た 「 ア セン プ 





リ 言 語 」 で 考え ます 。 で は 、 だ めし に さき 


ほど の マシ ン 語 プロ プラ ム を 、 ニ ー モ ニッ ク を 使っ て 置き ま づ えて み 


ます ( 図 1-11)。 




















アド レス | マシ ン 同 | ”。。 アセ ンプ リ 言語 

pege | saeepi |Lp A, て @D199H> 

pees | eeez |Lp B,2 

pees | ge ADD AuB 

pege | 32ezpi |Lp (@p1g2h) , A 
図 1-1 1 マシ ン 語 と アセ ンプ ブリ 言語 の 対応 


だ だ の 数 字 の 集まり に 
私 だ ち が ガマ シン 語 プ ロブ 
ン ブ リ 言語 で プロ プラ 
いい わけ で す 。 


























比べ れ ば 、 ず うつ と わか りや すい で すね 。 
ラム を 作る と き は 今 と は 逆 に 、 初 め は アセ 
を 作り 、 そ れ を マシ ン 語 に 変換 し て いけ ば 


アセ ンプ ブリ 言語 の プロ ブラ ム を マシ ン 語 に 変換 する こと を 「 ア セ 
ン ブ ル 」 と いい 、 人 間 が 自分 で 一 生 懸 命 ア シン ブル する こと を 「 ハ 
ンド アセ ン ブ ル 」 と いい ます 。 し が し ハン ドア セン ブル は 非常 に 大 





変 な 作業 で す 。 そ こ で 、 





この 作業 を 自動 的 に 行う た め に 「 ア セン ブ 


フュ と いう プロ プラ ム が あり 、 こ れ を 使え ば アセ ン ブ リ 言語 で 書い 





だ プロ プラ ム を マシ ン 語 の プロ ブラ ム に 、 自動 的 に 変換 する こと が 











で きま す 。 


アセ ンプ ブラ を 中 届 に 見 と き 、 ア セン プリ 言語 で 書か れ た プロ グ ブ 
ラフ ム を 「 カ アセ ン ブ ラ の ソー スプ ロ プ ラム 」 と いい 、 ア セン ブル し た 
結果 生成 され る マシ ン 語 の プロ プラ ム の こと を 「 オ プ ジ ェ クト プ 









































ブラム 」 と いい ます ( 図 1 -12)。 お お 、 ア セン ブラ の ソー スプ ログ ブ 


ラム を 「 ア セン ブラ の プ ド 








ロブ ラム 」 と 省略 する 場合 も あり ます 。 ソ 


ー ス に は 「 源 」、 オ ブ ジ エク フト に は 「 目 的 」 と いう 意味 が あり ます 。 


1 .10 プロ グラ ム を 作る 前 に 一 言 





ィ セ ー7" リ 音 表 2 異 和 有 可 能 な 
7 王 多 ーーーー] 琴 和 や > 血 ア p75 へ 
《 ソース 7 回 グ " 有 あ ム ) イセ ニ グ し レ | オア ンジ ェクト クロ 7 グラム) 


図 1-12 アセ ン ブ ラ を つか つっ だ プロ ブラム の 開発 


アセ ン ブ リ 言語 と マシ ン 語 は 完全 に 1 対 1 に 対応 し て いる の で 、 

アセ ン ブ リ 言語 を 理解 する こと は 、 そ の まま マシ ン 語 を 理解 する ご 
と に つなが り ま す 。 で すか がら 、 本 書 で は すべ て アセ ン ブ リ 言語 で 話 
を 進め て いき ます 。 





11 () プロ グラ ム を 作る 前 に 一 言 








マシ ン 語 の プロ ブラ ム を 組む 前 に 知 つ て お いて も らい だ いこ と は 、 
これ で すべ て で す 。 何と な く マ シン 語 と いう も の が ガ わ がり ガ け て き 
だ で し よう ガ 。2 章 で アセ ン ブ ラ を 入力 し だ ら 、 い よい よ 3 章 が ら 、 
マシ ン 語 の 命令 を 紹介 レ し て いき ます 。 

本 書 で の マシ ン 語 の 説明 の し て いき 万 で す が 、 だ だ 全 命 令 を 淡々 
と 解説 し て いく と いう よう な 方法 は と り ま せん 、 な ぜ な ら 、 単 語 だ 
け 知 つて いて も 、 英 語 が 使い こなせ な い の と 同様 に 、 命 令 だ け 覚 え 
て も 、 そ れ の 組み 合わ せ 亡 が わ ひ ら な けれ ば 、 プロ ブラ ム は 作れ な 
い ガ ら で す 。 

さい わい に し て 、 み な さん は BASIC 言語 で ちよ っ と し た プロ ブ 
ラム な ら 作 れる と 思い ます 。 そ れ な ら ば 、 マ シン 語 の プロ ブラ ム を 
直接 考え る より 、 BASIC で 簡単 な 「 処 理 の 流れ 」 を 考え て ガ ら 、 
それ を マシ ン 語 に 移植 し て いこ 万 が 、 ま ちがい も 少な く 、 な れれ ば 
BASIC の 要領 で 、 マシ ン 語 の プロ プラム が 作れ る よう に な る の で 
は な いで し よう が 。 

ここ で は 、 そ の よう な お 見 解 を 持つ て 、 た と えば 判定 文 IF ン THEN 
文 ) に 相当 する よう な マシ ン 語 の プロ ブラ ム を 作る に は 、 ど の 命令 
を どの よう に 組み 合わ せれ ば よい ガ が 、 と いう 万 向 で 話 を 進め て いき 
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第 1 章 マシ ン 語 の 正体 を 知 うう 


だ いと 思い ます 。 

だ だ し 、BASIC と マシ ン 語 は あく まで も 違う も の で すか ら 、PLAY 
文 を マシ ン 語 に すけ る な ど は 、 そ う や す や す と で きる も の で は あり ま 
せん 。 本 書 で と りあ げ る も の は 、 以下 に あげ た BASIC の 基本 命令 
だ け で す 。 し お し 、 こ れ ら を マス ター すれ ば 、 マ シン 語 に 対す る 攻 
柿 羽 は 、 すでに どこ が に 飛ん で し まつ て いる こと で し よう 。 ガン バ 
ツ て ぐだ さい ね 。 


第 3 章 代入 A=3 
計算 A+3 
第 4 章 分 岐 GO TO, GOSUB~RETURN 
判定 FTHEN 
ルー プ FOR~TO-NEXT 
第 5 章 文字 表示 PRINT\A* 
文字 入力 AS=INPUT$ 
その 他 STICK, VPOKE な ど 








こら む 
BASIC は マシ ン 語 で 動作 し て いる 


コン ピュ ー タ は マシ ン 語 の プロ ブラ ム し が 実行 で きま せん 。 
で す ガ ら 、 な に げ な ぐい つも 使っ て いる BASIC も 、 最終 的 に 
は マシ ン 語 で 動作 し て いま す 。 こ ご ここ で は 、 そ の あ だ り に ちよ つ 
と だ け 触 れ て み ま し よう 。 

BASIC の プロ ブラ ム は 、ROM に 記憶 され て いる 「BASIC 
イン タプ リタ 」 と いう マシ ン 語 プロ ブラ ム が 実行 し て くれ て い 
ます 。 で は 、 実際 どの よう に 実行 し て いる の が 知る ため に 、 入 
力 し た BASIC の プロ プラ ム が 、 メ モリ に 入 つ て いる よう す を 
見 て み ま し よう 。 次 の BASIC プロ ブラ ム を 入力 し 、 モニ タ の 
D コマ ンド で 、32K 以上 の RAM の MSX は 8OOOH 番地 
ガ ら 、16KRAM の MSX は COOOH 番地 ひら メモ リ ダ ン プ 
し て み ま し よう (モニ タ に つい て は 2 章 を ご 覧 くだ さい )。 






























































199 "= test = 

119 " 

120 A*="123 ABC abc“ 
139 PRINT A を 

















B939 [82 OO 91 29 41 24 99|OO|e. あ A$*-|- 














ちよ つと ブチ ャ ブチ ヤ し て ます が 、 雰囲気 的 に は BASIC の 
プロ ブラ ム し て ます ね 。 BASIC の プロ プラ ム は この よう に 、 
LIST し た と き と は 違う 形 で メモ リ に 入 つ て いま す 。 
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ご こ で 注意 し て も らい だ いこ と は 、 こ れ は マシ ン 語 で は な ぐ 、 
BASIC 言語 の 形 を し ただ だ の デー タ だ と いう こと で す 。 で す 
が ら 、 こ の デー タ の と お り に 実行 する だ め に は 、 こ の デー タ を 
読み 取り 、 そ れ が 何 を する 文 な の 判断 し 、 そ れ に 応じ た マシ 
ン 語 プロ ブラ ム を 実行 きせ な けれ ば な り ま せん ( 図 )。 イ ンタ プ 
リタ は 実際 に この よう な こと を や つて お り 、 私 た ち は こ の お か 
げ で 、BASIC と いう 高級 言語 が 使え る の で す 。 


? 42/ と 2 クラ ス 、 * 46/ て プイ > グ ZZ 








PK/ ん T (し - キ テニ 


今 ら 72 / ん - キ ニ 














の 5=7 ん - 
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第 2 章 マシ ン 語 モニ ツタ と アセ ンプ ブラ 





旨 マシ ン 語 モニ タ と アセ ン ブ ラ 


ご の 本 で は 、 み な さん に マシ ン 語 を 説明 する だ け で は な ぐ 、 実際 
に マシ ン 語 こと いう も の に 扱 れ て も ら う だ め に 、「 マ シン 語 モ ニタ 」 と 
「 ア セン ブラ 」 を 用 意 し まし た 。 

マシ ン 語 モニ タ は メモ リ 内 容 の 表示 や マシ ン 語 デー タ の 入力 、 マ 
シン 語 の 実行 な おど を する だ め の プ ロ プ ラム で 、 ア セン ブラ は アセ ン 
ブリ 言語 で 書か れ モ プロ プラ ム を 、 マ シン 語 の プロ ブラ ム に 変換 す 
る だ め の プ ロブ ラム で す 。 ど ちら も 、 マ シン 語 プ ロ プ ラム の 開発 に 
は が が せ な いも の で す 。 本章 で は 、 こ の マシ ン 語 モニ タツ と アセ ン ブ 
ラ の 入力 の 仕 亡 、 使 い 万 な ど を 説明 し まし よう 。 

な お 、 本 文中 に 「 モ ニタ ア セン ブラ 」 こ と ある 場合 は 、 マ シン 語 モ 
ニタ と アセ ン ブ ラ の 両 万 を 指し ます 。 



























































2. クノ マシ ン 語 モニ タ と アセ ン ブ ラ を 
入力 する 前 の 注意 
掲載 し た だ モニタ アセ ン ブ ラ は (株 ) MIA より 発売 され て いた 「 モ 
ニー タカ アセンブラ 」 と ぼぼ 同じ も の で すき 。 現 在 こ れ を 使っ て いる 人 は 、 
まつ だ ぐ 入 力 す る 秘 要 が あり ませ ん 。 
それ 以外 の マシ ン 語 モニ タツ や アセ ン ブ ラ を すでに 持つ て いる 人 も 
いる で し よう が 、 使用 万 法 や 機能 な ど が 違う の で 、 入 力 し た 万 が い 
い ガ と 思い ます 。 
モニ タカ アセ ン ブ ラ は 1 OK 以上 の RAM を 持つ MSX (MSX、 
MSX2 の ご ちら で も よい ) で 使う こと が で きま す が 、 デ ィ ス フ ド ラ 
イブ が つなが つて いる 場合 は 、 動 お すこ と が で きま せん 。 も し ディ 
スク が つなが つて いる と き は 、 デ ィ ス フク 本 体 を MSX ガ ら は ざす が 、 
まだ は |SHFT] キー を 押し な が ら リ セツ ト し て 、 デ ィ ス フ が 接続 さ 
れ て いな い 状態 に し て か ら 使用 し て こ だ さ い 。 な お 、 当然 の こと な 
が ら 、 セ ー プ は カセ ツ ト に し が で きま せん (フイ ッ フ ディ スク は だ 














2.3 マシ ン 千 モニ タ の 入力 


いじ よう ぶ で す が 、 セー ブ 、 ロー ド の コマ ンド が ガ カ セッ ト と は 違う 
の で 注意 し て くだ さい )。 














2 マシ ン 語 モニ タ の 入力 


マシ ン 語 モニ タ と アセ ン ブ ラ は 、 別々 に 入力 し ます 。 み な さん の 
中 に は 、MSX マガ ジン な ど に 載 つ て いた だ 他 の マシ ン 語 モニ タ を 持つ 
て いる 人 も いる が も し れ ま せん が 、 ご の 本 の アセ ンプ ブラ を 使う 場合 
は 、 和 め ぬ ず この マシ ン 語 モニ タ が 邊 要 と な り ま す 。 

初め に マシ ン 語 モニ タ を 入力 し ます 。 プ ロブ ラム リス ト が ガ P14G 
に ある の で BASIC で 入力 し て くだ さい 。 入力 し 終わ っ た ら め ゆず セ 
ー プ する こと 。 この プロ ブラ ム の 127O 行か ら 3680O 行 は マシ 
ン 語 デー ツタ で すか ら 、1 ガ 所 で も まち が えて し まう と 、 実行 し た と 
き に 「 暴 走 」 し て し まう か も し れ ま せん 。 

セー ブ は 火 の よ うに し て こく だ さい (回 は [リターン | キー を 押す と 
いう 意味 で す )。 





























CSAVE MSXMONY 加 
で は 、 実行 し て み ま し よう 。 
RUN 回 


も し 「X メ メメ ギョウ フキ ン 二 ニュ ウリ ヨク ミス ガ ア リマ ス 」 と 
出 て し まつ だ ら 、 その 行 だ け で な こく 、 そ の 前 後 の 、 3 行 も いつ し よ 
に 調べ て くだ さい 。 まだ 「Out of DATA」 や 「Syntax 
error」 、"llegal function call」 、「 Type miSmatch」 な 
どの 場合 は 、 画面 に 表示 され て いる 行 を 中 必 に 、 プロ ブラ ム 企 体 を 
見 直し 、DATA 文 H お ど が び ま ち が つて いな いか どう が ガ よ ぐ 調 べ て くだ 
さい 。 

暴走 し て し まつ だ 場合 (反応 が な い 、! リ セット が ガ ガ が つ だ な ど ) 
や 動作 が お か し いと き は 、 リ セツ ト し 、 も う 一 語 プロ ブラ ム を ロー 
ド し て がら プロ ブラ ム 全 体 を 見 直し て ぐだ さい 。 
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第 2 章 マシ ン 語 モニ ツタ と アセ ン ブ ラ 





2. 4 マシ ン 語 モニ タ の 使い 方 


マシ ン 語 モニ タ が ji 
画面 に 出 て きま す 。 





F 常 に 動き だ し だ 場合 に は 、 次 の よう な 文字 が 


MSX Monitor Rev1. 1 


* 国 


~*” は 「 コ マン ド 待 ち 」 の EH で す 。 \ 弄 / は お な じみ の カー ソル 





で す 。 


ご の マシ ン 語 モニ タ で は 、 以 下 に 示す コマ ンド を 使う こと が で き 
ます 。 コ マン ド の 詳しい 説明 は 後 で 行い ます 。 


ぐ コ マン ド 一 覧 表 > 


・BASIC に 戻る 

・ メ モリ の 内 容 を 表示 する 

・ メ モリ の 内 容 を 変更 する 

・ レ ジス タ の 内 容 の 表示 と 変更 を する 





: マシ ン 語 プ 


ブラ ム を 実行 する 








の の OOQ 





・ マ シン 語 を VRAM ガ ら メイ ン RAM に ロー ド す る 


ご れ ら の コマ ンド を 入力 する と き に 気 を 付け て も らい た いこ と は 、 
まち が えて 入力 し て し まつ だ と き に 、 カ ー ソ ルキ ー を 使 つて 直せ な 





いこ と で す 。 
で は どう する ガ と し 


\ う と 、 ま すず [BS] キ ー で まち が えた だ と ころ まで 





カー ソル を 戻し 、 そ こ か ら も う 一 度 入れ 直し ます 。 


⑨④ * DOOSO, 


OOFF 画 


あ ! まち が えて る 。 \S” じゃ な ぐ て い O* だ 


@ * DOO 画 


BS キー を Z 回 押し て 、 カ ー ソ ル を 戻す 





2.5 マシ ン 語 モニ ツタ の コマ ンド の 説明 


③ * DOOOO, OOFF 画 
正しく 入 れ 直 し て 、[ リ ター ン | キー を 押す 





も し 、 ま ちがっ つて いる の に [リターン | キー を 押し て し まつ だ と き 
は 、 も う 一 度 初め か ら 打ち 直さ な けれ ば いけ ませ ん 。 





④① * DOOSO, OOFF 品 
あら ら ! まち が えて る の に 実行 し ちや つた 


@ " OOSO 
入力 が お か し いで す よ と いう メッ セー ジ 


③ * DOOOO, OOFF 面 
こん な と き は 、 も う 一 度 初 めか ら 入れ 直し て リリ ター ン し て ね 





2 らち マシ ン 語 モニ タ の コマ ンド の 説明 


e B コマ ンド 
書き 万 
B 回 


マシ ン 語 モニ マガ ら BASIC に 戻る そめ の コマ ンド で す 。 

BASIC か ら マ シン 語 モニ タ を 実行 する 場合 、 初め は “RUN” と 
し まし だ た が 、22 回 目 か ら は CMD 団 ′ と 打つ こと に より マシ ン 語 
モニ タ に な り の ます 。 だ だ し 、 ア セン ブラ と いつ し よ に 使 つ て いる と 
き は "CMD MON 回 ′ と 打つ て くだ さい 。 

1 度 BASIC で 入力 し た マシ ン 語 モニ タプ ロブ ラ ム を 実行 する と 、 
BASIC に マシ ン 語 モニ タ ガ が 組み 込ま れ ま すか ら 、 BASIC の ブ 
グ ブラム は 消し て し まつ て も が まい ませ ん 。 
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第 2 章 マシ ン 語 モニ ツタ と アセ ンプ ブラ 


B コマ ンド の 例 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 


RUN 


ISX Monitor Rev 1.1 
*※B 
OK 


CMD 


MSX _ Monitor Rev 1.1 
ネ B 
OK 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


* D コ マン ド 
書き 万 
D [開始 アド レス ] [, 終了 アドレス] 回 
DS [開始 アド レス ] [, 綴 プ アドレス] 回 
LD [開始 アド レス ] [, 終了 アド レス ] 回 
LDS [開始 アド レス ] [, 終了 アド レス ] 回 


メモ リ の 内 容 を 表示 する だ め の コ マン ド で す 。 
"開始 ア の ドレス 」 と 「 終 了 ア ドレ ス 」 は 1 6 進数 4 ケタ で 指定 し 
ます 。 そ の と き “&HBOOO* や BOOOH” の よう に \&H* や 
~H” を 付け る 和 め 要 は あり ませ ん 。 
終了 アド レス を つけ な が ガ つ だ 場合 、1 つ 8 バイト 分 の メモ リ の 内 容 
が 画面 に 出 て きま す 。 
途中 で [リタ ー ン | キー を 押す と コマ ンド モー ド に 戻り 、 そ の 他 の 
キー を 押す こと 画面 表 示 が 止ま り ま す 。 

「D コマ ンド 」 は メモ リ の 内 容 を 1 進 到 と キヤ ラフ マタ で 表示 し 、 
「DS コマ ンド 」 は マシ ン 語 チエ ッ フ サム 付き の 1 6 進数 で 表示 し ま 
す ( こ の マシ ン 語 チエ ツ フ サム の 計算 万 法 は 、 横 8 バイ ト を すべ て 
足し て 、 そ の 下位 つ バ イト を と つた だ も の で す 。 これ は MSX マガ ジ 
ン で 採用 まれ て いる 万 法 と は 違い ます の で 注意 し て こ だ さ い 〈P46 
参照 )。 




















2 の.5 マシ ン 語 モニ ツタ の コマ ンド の 説明 


頭 に "し "が 付い て いる コマ ンド (LD コマ ンド 、 LDS コマ ンド ) 
は 、 メ モリ の 内 容 を プリ ンタ に 出力 する た め の も の で す 。 プリ ンタ 
が な い 場 合 は 使わ な いで くだ さい (も し 、 や つて し まっ だ 場合 は [Ctrl 
キー と [STOP] キー を 同時 に 押せ ば コマ ンド 待ち に 戻り ます )。 








D コマ ンド の 例 


* ネ DDO99, D92F 
Dog99 92 39 99 
Doeo8 34 77 @2 
Do19 99 @9 99 
DG18 99 99 99 
DO29 99 の ら ロウ 99 
DOG2B 9 99 9 ら 9 
* ネ DSDg99 , DG2F 
G99 92 39 99 
Dg98 34 77 92 
DO19 99 9 ら 9 99 
DO18 の 9 99 99 
Do29 gg 99 99 
DO2B 99 99 99 
3 





SSSSSS SS8SSSS 
S 8 
SSS8ss SS88S る 

に SSSSS8 こ 


SS8s& る s 





* ゃ S コマ ンド 
書き 万 
S( ア ドレス) 回 


メモ リ の 内 容 を 変更 する た の の コマ ンド で す 。 

アド レス は D コマ ンド と 同じ よう に 16 進数 で 入力 し ます 。 

ご の コマ ンド を 行う と 、 画面 に は アド レス と 、 そ の メモ リ の 現在 
の 内 容 が 表示 され ます の で 、 変 更 し た いと き は 1 進数 の ケタ の 数 
を 入れ て [リターン | キー を 押し ます 。 も し 変更 し を たく な いと き は 、 
何 も せ ず に [リタ ー ン | キー を 押し ます 。 

も し 、 ま ち が え て 入力 し て し まつ だ 場合 、* "回? で ひと つ 前 の ア 
ドレ ス に 戻り ます 。 


コマ ンド 待ち に 戻る に は “. 回 ” と 入力 し ます 。 
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ら コマ ンド の 例 





ネネ SDg9 ウ 
Deg ら 99 11 
Dog ら 1 29 22 
Dg92 @3 33 
D9 ら 3 99 55 
Dgg4 99 へ 
Do ら 93 55 44 
Dog4 99 55 
Do95 99g 66 
Dg ら 9 ら 6 99 . 


*SD995 マ プ い イモ 
DggS 66 5 レ ィ NNN~ 


Dgge gg 7Z 2 
Dee7 gg - 
ネ 


* X コ マン ド 
書き 万 
X 回 
X (レジ スタ 名 ) 品 





レジ スタ の 内 容 の 表示 、 変 更 を 行い ます 。 

レジ スタ の 内 容 を 表示 し た いと き は 、 い X” の み 入力 し [リタ ー ン |] 
キー を 押し ます 

レジ スタ の 内 容 を 変更 し た いと き は 、^X” の 次 に 変更 し た い レ ジ 
スタ 名 を 続け ます 。 レ ジス タ 名 に は 以下 の 名 前 を 指定 する こと が で 
きま す 。 


く 8 ビッ トレ ジス タ > 

A、 F、B、 C、 D、 E、 H、 し 

く 16 ピッ トレ ジス タマ > 

AF、BC、DE、HL、 IX、IY、 SP、PC 

リ ダ ー ン | キー を 押す と 、 指 定 し た レジ スタ の 現在 の 値 を 表示 す 


る の で 、 変更 し だ い 場 合 は そこ で 値 を 入力 し ます 。 値 は 、 ビット 
レジ スタ の 場合 16 進 唐 の ケタ 、1G ビッ トレ ジス タ の 場合 1 6 進 


の.5 マシ ン 語 モニ タ の コマ ンド の 説明 


数 4 ケタ と な り ま す 。 

入力 し て [リタ ー ン | キー を 押す と レジ スタ の 内 容 を 書き が える 準 
備 が され ます 。 こ ご こ ご で G コマ ンド を 行う と 、 レ ジス タ を 変更 し だ 後 
マシ ン 語 プロ ブラ ム が 実行 され ます 。 


























X コマ ンド の 例 





SZ H PNC 
=37(g9119111) 
=39DB HL=D3FF 
IX=667 ロ IY= ロ 314 SP= ヒ 6E 1 P ヒ =EB り らら 





キネ ま XA 
A =7 に 99g 
キネ XBC 
BC=7 に 34 112 ラ 
キネ X 
SZ H PNC 
人 A =99 F =37(g9119111) 
BC=1122 DE=39DB HL=DSFF 
TX=6678 IY= ロ 314 SP=C6E1 PC=EBGO 


キネ 





* G コマ ンド 
書き 万 
G [実行 アド レス ] [, 停止 アド レス 1 ] [, 停止 アド レス 2] 回 





指定 し た アド レス か ガ ら 実行 し ます 。 指定 し た アド レス に プロ ブラ 
ム が な い 場 合 、 暴 走 する 危険 が ある の で 、 こ ご の コマ ンド を 使う と き 
は 十分 注意 し まし よう 。 

「 停 止 ク ドレ ス 」 を 指定 する と 、 そ の アド レス まで マシ ン 語 だ 実 
行 さ れ だ 場合 、 モ ニタ の コマ ンド 待ち に 戻り ます 。 この と き レ ジス 
の 状態 表示 され る の で 、 デ バッ プ の と き に 使う と 便利 で す 。 
だ だ し 停止 アド レス は ROM 上 の マシ ン 語 プロ ブラ ム に は 使え ま 
せん (つま り OOOOーZFFF まで は 指定 で き な い )。 
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G コマ ンド の 例 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 


ネ GDO ら 9 。 D ら 95 , D ら 9A 





ネロ D ら らら 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 


e コマ ンド 
書き 万 


R 回 





ご の コマ ンド を 使う と 、VRAM 上 に 作ら れ だ マシ ン 語 プロ ブラム 
が ガメ イン RAM 上 に ロー ド さ れ ま す 。 

ご の 本 に 掲載 され て いる アセ ンプ ラ は 、 ア セン ブル (マシ ン 語 に 
変換 する こと ) し て で きだ マシ ン 語 プロ ブラ ム を VRAM 上 に 作り 
ます (VRAM は 、 一 般 に 画面 表示 に 使用 これ ます が 、 和 めげ し も VRAM 
全部 が 使わ れ て いる わけ で は な ご 、 空 いて いる と ころ も た ぐさ ん あ 
のり ます 。 ご この アセ ン ブ ラ は 、 そ こ に マシ ン 語 を 作り だ す よ うに な っ つっ 
て いま す )。 で すか ら そ の マシ ン 語 を 実行 する た の め に は 、 VRAM か 
ら メ イン RAM に マシ ン 語 プロ ブラ ム を ロー ド し お けれ ば な り ま せ 
ん 。 そ こ で 、 こ の コマ ンド が 必要 と な る わけ で す 。 

初め て の 人 は 、「 ア セン ブラ を 使っ つて で きた マシ ン 語 プロ ブラ ム 
を 実行 する だ ため に は 、 必ず こ の コマ ンド を 一 度 使わ な けれ ば な ら な 
い 」 と だ け 覚 えて お いて こ だ さ い 。 

うつ まぐ メイ ン RAM 上 に ロー ド で きる と 、 こ の よう な メッ セー ジ 
が 出 て きま す 。 












































R コマ ンド の 例 1 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 


に 
Free ( CB99-D3FF > 


Load DG99-DG96 
ネ 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


2.6 アセ ン ブ ラ の 入力 





^Fre@” の 後 の 16 進数 は 、 ロ ー ド 可能 な マシ ン 語 エリ ア の 7 
レス で 、“LOgd" の 後 の 16 進数 は 、 実際 に マシ ン 語 プロ ブラ 
が ロー ド さ れ だ アド レス で す 。 

うま く ロ ー ド で き な ガ つた だ とき は 、 こ の よう な メッ セー ジ が ガ が 出 ます 。 












































R コマ ンド の 例 2 





3 に 3 
Free 〈 CB99-D3FF ) 


Load Cg99 
Cog の 9 Load error 
ネ 








*LO8d @rTOr” の 前 に ある 16 進数 が 、 ロ ー ド し よう と し て 
失敗 し だ た アド レス で す 。 

マシ ン 語 プロ プラム は 、 マ シン 語 エ リア の 中 に ロー ド し な けれ ば 
いけ ませ ん 。 マ シン 語 エ リア の 先頭 アド レス は 、BASIC の 「CLEAR 
文 」 で 変え る こと が で き 、 マ シン 語 が 実際 に ロー ド さ れる アド レス 
は 、 ア セン ブリ 言語 の 「ORG 命令 」 で 変え る こと が で きま す 。 















































2O アセ ン ブ ラ の 入力 


マシ ン 語 モニ タ の 使い 万 を 覚え だ た と ころ で 、 次 は アセ ン ブ ラ を 入 
力 し まし よう 。 入 力 す る 前 に は ゆず 


NEW 回 
CLEAR O.8HDOOO 回 


を 実行 し て くだ さい 。 

アセ ン ブ ラ は 、 モ ニタ の S コマ ンド を 使 つ て 入力 し て いき ます 。 
プロ プラ ム が P151 お がら あ る の で 、 図 の -1 の よう な 感じ で D4OOH 
番地 がら EAFFH 番地 まで 、 ま ちがい な ぐ ご 入力 し て いつ て ぐだ さい 。 


3Z 
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MSX Monitor 


* ネ SD499 
D499 99g 
D491 99 
D492 99 
D493 99 
D494 99 
D495 D4 
D496 C3 
ま 


C3 ペーーーーーーーーーーー+ 
2B ペーーーーーーーーー ーー 
D4 ユーーーーーーーー 


C3 
18 
D4 


Rey 1.1 





D4go C3 2B D4 C3 18 D4 C3 
D498 DS CS3 2E De C3 936 DB 
D419 BC DB C3 25 D4 C3 25 
D418 F3 91 95 99 11 9D FE 
D429 26 D4 ED BOFB C9 C3 


図 2-1 ダン プリ スト の 入力 の し か だ 


ES :』 19 
C3 : 99 
D4 : DC 
21 : 36 
99 : 1E 


入力 し だ た ら 、DS コマ ンド で 正 し ぐ 入力 で き て いる どう か を 確 
認 し 、 も し 入力 ミス が あつ だ 場合 は S コマ ンド で 直し ます 。 な けれ 
ば BASIC に 戻 つ て マシ ン 語 セー プ し ます 。 この と き 、 モニ タ と アア 
セン ブラ を 両 亡 と も セー ブ し て 、 次 びら モニ タ ア セン ブラ と し て 便 


える よう に し ます 。 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 


* ネ DSD499 


D49 ら 9 C3 2B D4 C3 18 D4 C3 ES : 19 
D498 DS C3 2E De C3 36 DB C3 : 99 
D419 BC D8 C3 25 D4 C3 25 D4 : DC 
D418 F3 91 9S 99 11 ら D FE 21 : 36 


BSAVE "MDNASN" , を HD499, &HF 2BF , &HD493 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 


以後 、 モ ニタ アセ ン ブ ラ を 使い た いこ き は 、 こ の よう な 順番 で 行 
つて ぐだ さい 。 


④ MSX の 電源 を 入れ る (ディ スク フ は 切り 難 す ) 
@ 以 下 の ブ ログ ラム を 実行 する 。 


SCREEN 9:MIDTH 49 


CLEAR の ,&HDO99 
MAXF ILES=9 


⑮ モニ タ ア セン プラ を ロー ド し 実行 する 。 


BLOAD"CAS:"。R 


2.7 アセ ンプ ブラ の 使い 万 


な お 、 後 々 の た め に 、 モニ タ ア セン ブラ 使用 時 の メモ リマ ッ プ を 
図 2-2 に 載せ て お きま す 。 


7 の グロ 


て oo の H 


+@ け 


EB9 の PH 


チロ 








図 2 の -2 モニ タ ア セン プラ 使用 時 の メモ リマ ッ プ 





の / アセ ンプ ブラ の 使い 方 





アセ ン ブ ラ は 、 ア セン ブリ 言語 で 書か が れ た プロ プラム を 、 マ シン 


の 


言語 
言語 


作ら れ ま せん 。 そ こ で 、 初 め に プ 


ます 。 
ン 











換 す る だ た の の プロ グラム で す 。 














だ がら 、 あ ら が じ め ア セン ブ 


で 書か れ た プロ ブラ ム が 入力 され て いな けれ ば 、 マ シン 語 は 











ブラ ム の 入力 

















| プラム の 入力 の し が だ を 説明 レ 


は 、BASIC の REM 文 の 省略 形 で ある シン ブ 


ルフ オー ト の 形 で 入れ て いき ます 。 で は 、 だ めし に リス ト 2-1 の 
ラム を 入力 し て みて くだ さい (この プロ ブラ ム は RUIN し て 


プロ グ 
も 、 だ 
この 





だ の コメ ント な の で 何 も せ ず に 終わ つて し まい ます )。 














本 で は 、 プ 

















| ブラ ム を すべ て アル ファ ベッ ト の 大 文字 で 書い 





て いま す が 、 小 文字 で も お ガ ま いま せん 。 スペ ー ス は 1 文字 以上 あい て 


いれ ば 、 い くつ で も いい よう に な つて いま す 。 な お 、 入 力 時 に [TAB 
キー を 使う と 便利 で す ( 図 2-3 )。 
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/2 グ 2 グ ' 目 一 - 0R6 目 一 - の 222H 
0 イダ > 


me ITAB ky | 


図 2-3 TAB キ ー の 使い 万 











アセ ンプ ブリ 言語 の プロ ブラ ム に REM 文 の よう に コメ ント (注意 
書き ) を 書 ぐ 場合 は 、 そ の わり に ヾ * : (セミ コロ ン )* を 使い ます 。 
する と 、 こ れ よ り 後 は アセ ンプ ブル され ませ ん 。 

BASIC は 英語 に 近い の で 、 他 の 人 が 書い た プロ ブラ ム で も 割 と 
科 単 に 解読 する こと が で きま す が 、 ア セン ブラ の 場合 は 自分 で 書い 
だ プロ プラム すら 、 し ば ら ぐ する と 何 を し て いる の わか ら な ぐ ご な 
つて し まう こと も あり ます 。 自分 で プロ ブラ ム を 作っ つた と き に は 、 
コメ ント を な る べ ぐ 書き 入れ る よう に し まし よう 。 





























リス ト 2- 1 プロ グラ ム 例 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


199 "|: レレ "スタ フリ ァ アー フ * ログ ~ ラム 

















119 ? ORG DO9 ら 9H コメ ント 
129 ?MAINs 

139 ? LD A, の 

149 ? LD B,9 

159 ァ RET 


炊 に アセ ン ブ ル を 行い ます 。BASIC か ら 画 接 學 の コマ ンド を 入 
力 し て くだ さい 。 


CMD ASM 回 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 


IMSX Se1f Assembler Rev 1.1 


Pass 1 
No Error〈s=) 


Pass 2 
レシ ジー スタ フリ アー フ * ロフ ~ ラム 
Do らら DRG DO99H 





2. フ 7 アセ ンプ ブラ の 使い 方 





D999 MAIN: 
DO らら o 3E ロ ウロ LD ムウ j A=9 
Dgg2 9699 LD B,9 : B=9 
Dg ら ら 4 に 9 RET 

No Error(s) 

End Address D9gOS 。 1 Labe1 (=) 

Dogg9 MAIN 


Ok 





画面 に 出 て まだ リス ト を 「 ア セン ブル リス ト 」 と いい ます 。 ア セ 
ン ブ ル リ スト は 「 プ ロ プ ラム リス ト 」、「 ラ ベル リス ト 」 、「 エ ラ 
ー リ スト 」 ガ ら 成 り 、 こ の アセ ン ブ ラ で は 図 2-4 の よう に コマ ン 
ド を 書 こ こと に より 、 こ れ ら の 出力 を 制御 する こと も で きま す 。 

















1 X : 昌 カ かゆ し 
ーー て met カ 
| し Pi 2= タ クト 中 カ 
所 に ーー 
と MP ー 2 ん “OOO 
+ 


ーー 
プロ 75 う 4 スト エラ - リ スト 
ラバ メト 


< 人 箇 > 4 が 2a メト S アリ タダ に 由 カ す 3。 
” cp As PPP” 


図 2-4 CMD ASM の リス ト 制 御 











アセ ン ブ リ 言語 の プロ ラム が 、 マ シン 語 に 変換 され まし だ 。 し が 
し 、 こ の まま で は マシ ン 語 プロ プラ ム を 実行 する こと は で きま せん 。 
それ は 6 で も 骸 れ た よう に 、 今 現在 は マシ ン 語 が VRAM に で 
き て いる の で 、 こ れ を メイ ン RAM に ロー ド し な けれ ば な ら な いか が 
ら で す 。 ご これ を 行う に は 、 モ ニタ の R コマ ンド を 使い ます 。 
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第 2 章 マシ ン 語 モニ タツ と アセ ン ブ プラ 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
CHD MON 


MSX Monitor Rev 1.1 
本 民 
Free ( CB99-D3FF > 


Load DG9 ら 9ーDG95 
キネ 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 

ご これ で マシ ン 語 が メイ ン RAM に ロー ド さ れ ま し た 。 で は 本 当 に 
ロー ド で き て いる の が どう が ガ 「D コマ ンド 」 で メモ リ の 中 を 見 て み 
まし よう 。 








ューーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 


*DDgg9, DG2F_ 
Degg [3E gg ge 
Dee8 gg go gg 
Do1g gg gg gg 
DO18 99 99 99 
De2g gg gg gg 











99 99 
99 99 
99 99 
ge 
99 99 





88SSSR 
S8888M 
8 











2 ブラ ム を 実行 する に は 、BASIC ガ ら 行う 亡 法 と 、 

ン 語 モニ タ ガ ら 行う 記法 の 2 通り が あり ます 。 マシ ン 語 モニ マ 

2 〇 コマ ンド を 使い ます が 、 BASIC か ら 実行 す 
る 場合 に は 次 の よう に し ます 。 








ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 
*B 
0k 


DEFUSR=&HDOOO ……………… マシ ン 語 の 実行 ワ ド レ ス を 設定 
Ok 

ABC 人 が recrctderfeaeoeeed マシ ン 語 を 実生 

Ok 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 











マシ ン 語 プロ プラ ム を カセ ツ ト に セー ブ 、 ロー ド す る に は 次 の よ 
うに し ます 。 








2.8B お っ と ! アセ ン ブ ル エ ラー が 出 て し まつ だ 


① カ セッ ト に セー プ ブ 
BSAVE"TEST" , を HDggg, &HD ら ら 5 , を HDOO ら 
@ カセ ッ ト か ら ロ ー ド 


CLEAR 9,&HDO9O 
BLOAD "CAS:" 


これ で ひと と お り 、 ア セン ブラ の 使い お が わり まし た 。 





2 お っ と / アセ ン ブ ル エ ラー が 出 て し まっ た 


アセ ン ブ ル 言 語 の プロ プラム に 誤り が あ つた 場合 に は は 、 エ ラー メ 
ツ セ ー ジ が 表示 され ます 。 エ ラー メ ツ セー ジ 一 覧 を 次 に 示し ます 。 











区 | Object erea ful 

マシ ン 語 を いれ る と ころ が いつ ぱい に な つて し まつ だ 
Label table full 

ラベ ル を いれ る と ころ が いつ ぱい に な つて し まつ だ 
%%| Assembler Sourse error 
アセ ン ブ ラ の プロ ブラム で な い 
%| Screen not 40x24 text mode 
SCREENO で な い 





ES 





























Al| Address Overflow 
アド レス が ガ OFFFFH を こえ だ 
B| Balance Error 
カッ ツッコ 、 シン ブル クォート の 使い わが お が し い 
E| Expression Error 
式 が お が し い 
F| Format Error 
プロ プラ ム の 書き 万 が び お が し い 
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第 2 章 マシ ン 語 モ ニ ツ と アセ ンプ ラ 





L| Label Error 
ラベ ル 名 が お か し い 
M| Multioly Defined Label 
ラベ ル が ガ が 2 度 定 義 さ れ て いる 
Operand Error 
オペ ラン ドガ が おかしい 
P| Phase Error 
ラベ ル の 値 が お しい 
Reference Error 
相対 的 な 計算 が お か しい 
U| Undefined Label 
ラベ ル が 定義 8 され て いな い 
V| Value Error 
値 が おお おしい 











ei 



































よ ぐ あり が ちな エラ ー の 原因 を あげ て お きま す の で 、 も し エエ 





が 出 だ 場 合 は 、 この あ だ り を 中 届 に 見 直し て ぐだ さい 。 


① アセ ンプ ブラ の 書き 方 に 誤り は な いか 
行 番号 の 後ろ に シン ブル フォ ー ト は ある か 
コメ ント の 頭 に セミ コロ ン は ある か 
@ 数 値 の 書き 方 に 説 の は な いか 
16 進数 の 頭 は 数 字 に な つて いる か 
文字 は シン ブル フォ ー ト に 囲ま れ て いる か 
③ 命令 の 使い 方 や 書き 方 に 誤り の は な いか 
その 償 令 は 本 当 に ある の か 
オペ ラン ド は 正しい か 
@ ラベ ル に 誤り は な いか 
英文 字 で 始ま つて いる か が 
同じ 名 前 の ラベ ル ガ が ない が 





2.8 お っ と ! アセ ン ブ ル エ ラー が ガ 出 て し まっ だ 





エラ ー を 直 き 場合 は 、 必ず LIST し て が ガ ら 行っ て て くだ さい 。 アセ 
ン ブ ル リ スト で は 直せ ませ ん 。 ま だ た 、MSX2 の 場合 WIDTH を 41 


以上 で 表示 させ て いる と 、 ア セン ブル で きま せん 。 注意 し て くださ 
い 。 
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こら お 
入力 ミス は 許さ な い 。 チ ェ ッ クサ ム っ て 何だ ろう 


マシ ン 語 の プロ プラム を 入力 し た と き 、 ミ ス を な ぐす よう に 
付け られ だ チェッ ク 用 デー タ を チエ ッ フ サム と いい ます 。 チエ 
ッ ツク サ ム に は いろ いろ な 方 法 が ある の で 、 あ げ て み ま し よう 。 














① MSX マガ ジン で 採用 され て いる 記法 

pooo ot o1 oA oo cooooo oo oo:poc 
も Wi 当 まま 中 束 まあ まま 4 了 、 
DO+OO+O1+O1+OA+OO+OO+OO+OO+OO+OO =DC 

@ この 本 の マシ ン 語 モニ タ で 採用 し て いる 方 法 
pooo ot o1 oA oo oooocooooo:ooc 


01+O1+OA+OO+OO+OO+OO+OO+OO =OC 


③ 俗 に いう 縦 棋 チェ ッ フ サム (@ の 方 法 で 終 横 に 計算 する ) 
DooOo Oo1 o1 OA Co co oo oo co oo :oc- oc 
DoO8 11 22 OO Co Oo oo co oo 33 : ee 66 
DO10 O1 O1 COO Co oo oo co oo oo :o2- 02 
DO18 OO OO OO OO OO OO OO CO FF :FF-+FF 


13 24 OA OO CO OO CO oo 32 : フ 78+173 
ご これら の チエ ッ ク フサ ム の 塞 点 は 、 算 出 を 数 値 の 合計 だ け で 行 
つて いる だ め 、 入 力 ミ ス し た と き で も 、 だ まだ ま チ エッ クサ ム 
の 値 ガ リス ト と 合っ つて し まつ だ ら 、 チ エッ ク で き な い こと で す 。 


@ の 万 法 の チエ ッ フ サム で 、 値 が 同じ に な る 了 

Dooo oo ooog ot oe2 oo co co oo:oc 
・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ! を 
00+OO+O9+O1+O2+OO+OO+OO+OO =OC 


チエ ッ ク サ ム が 人 台 つ て い だ の に 、 正 常に 動作 し な い 場 合 は 、 
取 ず 1 バイ ト 、1 バイ ト の チエ ッ ク も 忘れ て は いけ ませ ん 。 








マシ ン 語 の 
基本 ⑪ 令 を 
覚え よう 














幸 |O| 問 
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第 3 章 マシ ン 語 の 基本 命令 を 覚え よう 





2 代入 し て みよ う 


BASIC で は 常識 事 の 代入 で す が 、 マ シン 語 に こと っ て も これ は 同 
じ で す 。 マ シン 語 の 最初 と し て 、 ご の 代入 ら み て み ま し よう 。 

代入 と は BASIC 言語 で いえ ば 「 あ る 変数 の 内 容 を 特定 の 値 に す 
る 」 と いう こと で きす 。 で は 、 BASIC 言語 と アセ ン ブ リ 言語 と で は 、 
どの よう な 違い が ある の で し よう ガ 。 


④ BASIC 言語 で の 代入 
書式 。 代入 され る 変数 > ご 代入 する 値 > 
例 ) A=10 

AB 


@ ア セン ブリ 言語 で の 代入 
書式 、LD ぐ 代 入 さ れる レジ スタ >, ぐ 代 入 す る 値 > 
例 ) LD 師 10 

LD AB 


アセ ン ブ リ 言語 で は 、 代 入 す る 命令 た と いう こと で \LD( ロ ー ド )* 
と いう ニー モニ ッ ク が 付き ます 。 し が ガ し 、 代 入 す る 側 を 右 に 、 さ れ 
る 側 を 左 に 書 こ と いう 点 で は 変わ りあ り ま せん 。 

ご こ で の 例 は 、 変 数 名 と レジ スタ 名 を 同じ ヾ A* と ヾ BB” で 表し ま 
し た が 、 レジ スタ 名 に は A、 、 〇 、 D、 EE、 日 、 し し が 指定 で き な 
い 、 レジ スタ に は O~255(OOH~FFH) ま で の 値 し ガ 入 れる こ ご 
と が で き な い 、 な どの 制約 が あり ます 。LD 命令 の 詳し い 説 明 は 後 で 
行い ます 。 


* アセ ンプ ブリ 言語 の 文 の 形 

BASIC で は 、1 つの 文 が 「 ス テー トメ ント 」 と いう 単位 で 成り 
立つ て いた の に 対し 、 ア セン ブリ 言語 で は 「 命 令 , と いう 単位 で 成 
り 立 つて いま す 。 ア セン ブリ 言語 の プロ ブラ ム は 、 こ の 「 命 令 」 を 
並べ る こと に よ つ て 作ら れ ま す 。「 命 令 」 の 書式 を 、 災 に 示し ます 。 





3.1 代入 し て みよ う 


ぐ 命 令 の 書式 の 種類 > 


① 主 命令 
@ 主 命令 第 1 オペ ラン ド 
@ 主 命令 第 1 オペ ラン ド , 第 2 オペ ラン ド 


「 主 命令 (オペ コー ド )」 に は 、「 実 行 し だ い 操作 」 が 入り 、「 第 
1、 第 つ オ ペラ ンド 」 に は 、「 そ の 操作 の 対象 と な る レジ スタ 、 メ 
モリ 、 数 値 」 が 入り ます 。 「 命令 , に は 、 この よう に 3 通り の 書き 
万 が あ り 、「 主 命令 」 が 何で ある お に よ つ て ご の 書き 方 を する が 決 
まつ て いま す 。 実際 に は P14O の マシ ン 語 命令 表 に まとめ て ある の 
で 、 見 て お く ぐ と いい で し よう 。 

ちな み に 「LD 命令 」 は 、③ の 書式 で 書き ます 。 





主命 令 第 1 オペ ラン ド , 第 2 オペ ラン ド 
LD A っ 2 


* アセ ン ブ リ 言語 と BASIC の 書き 方 の 違い 
アセ ンプ ブリ 言語 と BASIC の プロ プラ ム と を 見 くら べ て みる と 災 
の よう な 違い が あり ます 。 














④ BASIC で は マル チ ス テー トメ ント (1 行 に 2 つ 以 上 の 文 を 書く 
ご こと) が で きる が 、 ア セン ブラ で は 1 行 に 1 つの 命令 し ガ 書 こ 
ご こと が で き な い 。 

@ BASIC で は 、 行 番号 ガ プ ロブ プラム を 作る 上 で 、 な く て は な ら な 
いも の だ が 、 ア セン ブラ で は 必要 な い 。 MSX で は BASIC の プ 

| プラ ム と し て し が 入力 で き な い の で 、 こ の アセ ン ブ ラ で は や お 

な く ぐ 行 番号 を つけ て いる だ け 。 普 通 の アセ ン ブ ラ に 行 番号 は な い 。 

BASIC で は コメ ント は REM 文 に 書く が 、 ア セン プリ 言語 の プ 

| ブラム で は 、^: (セミ コロ ン )* の 後ろ に 書く 。 

アセ ンプ ブリ 言語 の プロ プラ ム は 、 そ の まま で は 実行 で き な い 。 









































この よう に 、 ア セン ブリ 言語 と BASIC 言語 は まつ た ぐ 違 う 言 語 
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第 3 章 マシ ン 語 の 基本 命令 を 覚え よう 


な の で 、 初 めのう ち は と ま ど う が も 知れ ませ ん 。 毎日 、 し げ つ で 
も 勉強 し 、 な れる よう に し まし よう ね 。 


e LD (ロー ド ) 命令 

BASIC で は 、 代 入 さ れる 側が 変数 だ け だ つた だ め 、「 変 数 に 値 
を 代入 する 」 と 「 変 数 に 変数 の 内 容 を 代入 する 」 の どちら が し が あ 
のり ませ ん で し ただ 。 し が し マシ ン 語 で は レジ スタ と メモ リ が 代入 の 対 
昌 と な る だ め 、 命 令 に は 主として 以下 の 4 種類 が あり ます 。 


④① レジスタ に 数 値 を 代入 する 
LD r, n Re 航 
値 「n を 、 レジ スタ に 代入 する 


@ レ ジス タ か ら レ ジス タ に 数 値 を 代入 する 
LD r, s 2 PS 
S レ ジス タ の 内 容 を 、F レジ スタ に 代入 する 


メモ リガ ら A レジ スタ に 数 値 を 代入 する 
LD A, (nn) … A で (nm 
nn 番地 の 内 容 を 、A レジ スタ に 代入 する 


④A レ ジス タ か ら メ モリ に 数 値 を 代入 する 
LD (nn A _  … (nn ~- A 
A レ ジス タ の 内 容 を 、nn 番地 に 代入 する 


ぐ マ 


ヒレ レデ スク ト し "スタ 5 し ジス タ 
に 1 ご Se LT Tg] 
メ そ もり 


し レジ スタ 


Cr 





SO 


3.1 代入 し て みよ う 


「、S は 、 それ ぞ れ A、B、C、D、E、H、L レジ スタ を 表し ます 。 
また 、Tn は 1 バイ ト の 数 値 を 表し 、 nn は ど バイ ト の 数 値 を 表し ま 
9。 
③、@⑳ で は nn に カッ コガ つい て いま す が 、 こ うす る と 「n ロ 番地 の 
内 容 」 つ まり nm 番地 の メモ リ に 入 つ て いる デー タ を 指す こと に な り 
ます 。 も し カツ コ を 所 れ て し まう と 、「nn と いう 値 」 と な つて し ま 
うつ の で 、 下 の よう に まつ だ た だ ぐ 違う 意味 に な つて し まい ます 。 な お 、 

^(nm* の 対象 と し て は 、A レジ スタ し レガ 使え ませ ん 。 


(2000H) ・・・ 2OOOH 番地 の 内 容 (1 バイ ト ) 
2OOOH _・・・ 2OOOH と いう 2 バイ ト の 数 仁 














で は 、 こ こ で し D 命令 を 使っ つて プロ プラ ム を 作 つ て み ま し よう ( リ 
スト 8-1 )。 


リス ト 3- 1 プロ グラ ム お よび 実行 例 





109 "ネネ 本 本 LD メ イレ イ 1 本 
119 

129 * ORG gDgggH 
139 * 

149 ' LD C,1 

159 * Lp B,C 

1e9 ァ LD A, (OD199H〉 
179 ? LD (9D191H) ,A 
18g * 

199 ? JP geEBggH 
2eg 

219 END 

* ネ GDgOg 


Break EB ら G 


SZ H PNC 
A =FF F =99(99999999 ) 
BC=91 の 91 DE=OO ら 9 HL= ニ OO9O9 
TX=9 の 9O 1Y=O999 SP=C6GE1 PC=EBO ウ 


本 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーmーmーーmーwmーmーー ボ ーーーーーーーーーーーーー ツ ーー 
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第 3 童 マシ ン 語 の 基本 命令 を 覚え よう 


ご の プロ ブラ ム を 実行 する こと に より 、C、B、A レジ スタ 、 そ し 
て メモ リ に 順に 数 値 が 代入 され て いき ます 。 

な お 、^ り JP _OEBOOH" と いう 命令 は 、 モニ タツ ア セン ブラ の レ 
ジス タ 表 示 ル ー チ ン を 実行 する た の の も の で す 。 レ ジス タ の 内 容 は 
メモ リ と は 違 つ て 簡単 に 見 る こと が で き な い の で 、 本 書 で は この よ 
うつ な 記法 を と り ま し た 。 こう し だ 場合 は 、 必ず モニ マタ の G コマ ンド 
で マシ ン 語 を 実行 し て くだ さい 。 

BASIC ガ ら USR 文 で 、 マシ ン 語 サブルーチン と し て 実行 し だ 
い 場 合 は 、 こ こ を ^RET? に 変更 し て 、 ア セン ブル し 直し て こく だ さ 
い (リス ト 3-2 )。 








リス ト 3-2 プロ ブラ ム お よび 実行 例 


10 の "』 キ ネネ 本 し D メ イレ イ 2 玉 玉 
119 「 

129 ORG gpgggH 

13g " 

149 ァ LDp (1 

159 Lp B,C 

169 LD Ar (OD199H) 
179 " CD (9D191H) ,A 
18O " 

199 ? RET 

2go ァ 

219 " END 





DEF USR=&HDOGOG 
Ok 

MA= ニ USR て 9) 

Dk 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 
^ORG" と END” に つい て は 、 次 に 説明 し ます 。 


e ORG 命令 と END 命令 

ブラム の 初め に ORG" と あり ます 。 こ れ は 「ORG( セ ッ ト 
オリ ジン ) 命令 」 と いい 、 本 来 は 「 ウ セン ブル 時 に 、 い ざれ の アド 
レス がら 実行 で まき る よう な マシ ン 語 プロ ブラ ム に する が 指定 する 命 
令 」 で す 。 わか りつ に くい と き は 図 3-1 よう に 「 ア セン ブル し て で 
きだ マシ ン 語 プロ プラ ム を 、 モ ニタ の R コマ ンド に より 、 メ イン RAM 
の どの アド レス に ロー ド す る ガ の 指定 」 と 覚え て お いて ぐだ さい 。 























3.1 代入 し て みよ う 























図 3- 1 ORG$ 令 の 機能 


プロ ブラム の 最後 に ある “END” は 「END (エン ド ) 病 令 」 と い 
い 、 ど の 行 ま で を アセ ン ブ ル し て 、 マ シン 語 に 変換 する ガ を 指定 す 
る だ め の も の で す ( 図 3-2 )。 BASIC の END 文 の よう に プロ グ ブ 
ラム の 実行 終了 を 意味 する も の で は あり ませ ん 。 プ ログ ブラ ム 全 部 を 
アセ ン ブ ル す る と き は 、 ご これ を 付け る 政 要 は あり ませ ん 。 





























19g ORG gpggeh 

119 

129 * LD B,C 2 者 る な 
3 8 LD ビ ヒ , 92H 了 アセ ンプ "リー さい 3 。 
159 END 

1eg 

179 LD D,E 

18g Lp E, 94H 








図 3-2 END 命 令 の 機能 
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第 3 章 マシ ン 語 の 基本 命令 を 覚え よう 


ご の よう な 、 ア セン ブル する と き の だ め の 指 定 を 「 疑 似 命 令 」 と 
いい ます 。 ご これら は メメ 病 令 と いう 名 前 は つい て いま す が 、 あ ぐま 
で も アセ ン ブ ラ に 対し 、 ご の よう に アセ ン ブ ル す る が な ど を 指定 す 
る だ め の も の で 、 ご これ ら の 命令 自身 が マシ ン 語 に な る わけ で は あり 
ませ ん 。 


* アセ ンプ ブリ 言語 で の 値 の 表現 

ご の アセ ン ブ ラ で は 、10 進数 、16 進数 、 文 字 が アセ ン ブ リ 言 
語 の プロ プラ ム 中 で 使え ます が 、BASIC と は 書き 万 が 次 の よう に 
違 つ て いま す 。 




















_ | BASIC 言 語 | アセ ンプ リ 計 語 
1O 進 数 | 1OO 1oO 
16 進 数 | &H64 64H 
文 2 A 














10 進 数 …… 書 き 万 は 、BASIC と まつ だ ぐ 変 わり ませ ん 。1 バイ 
ト の 記 模 場 所 に は 〇 この 55、2 バイ ト の 記 林 場所 に は 
O~65535 まで の 値 を 入れ る こと が で きま す 。 

16 進 数 …… 値 の あと に ^H" を 付け ます 。 ま だ 、 い ちば ん 上 の ケタ 
が ガ AF の 場合 は 、 そ の 前 に "O” を 付け ます 。 ご これ 
は 、 よ ぐ れ る こと が ある の で 、 気 を 付け て くだ さい 。 


AOOOH っ OAOOOH 
FFH ふ OFFH 


1 バイ ト の 記 憶 場所 に は OOHーOFFH、2 バイ ト の 
記憶 場所 に は OOOOHーOFFFFH まで の 値 を 入れ 
る こと が で きま す 。 

eo 文字 は シン ブル フォ オー ト で 囲み ます 。 1 文字 は 1 バイ 
ト で 表せ る の で 、1 バイ ト の 記憶 場所 に は 1 文字 、 
バイ ト の 記憶 場所 に は 2 文字 入れ る こと が で きま す 。 


3.1 代入 し て みよ う 


いざ づれ の 場合 も わ アセンブル する と 、1 バイ ト な いし は 2 バイ ト の 
2 進数 の 値 と な り ま す (リス ト 93-3 )。 


リス ト 3-3 アセ ン ブ ル 例 (プリ ンタ 出力 ) 


199 ウ =: ェ ネ 本 本 床 LD メ イレ イ づ ネネ ネネ 本 
119s 

129=: D999 OURG GD999H 
139: 8 

149: Dg99 3E64 LD A, 199 
159: Dog2 9664 LD B,64H 
169: Dg ら 94 の EB3 LD C, 9B3H 
179* Dg96 1641 LD D, YA ァ 7 
189s 

199=: D ら 98 C399EB JP gEB99H 





e レジ スタ ベア に 対す る LD 命令 

いま まで 使っ つて きだ レジ スタ は 8 ピッ ト で すか が ら 、O~255(OOH 
ーFFH) まで の 数 値 し か 表す こと が で きま せん で し た だ 。 と ころ が 、 
レジ スタ に は 、 も う 1 つの 使い 万 と し て 、「2 つの レジ スタ を つ な 
げ て レジ スタ ペア (16 ビッ トレ ジス タ ) と し て 使う , こと が で き 
ます が ら 、 そ れ に より 〇 65535 (OOOOH~FFFFH) まで 
の 数 を 表す こと が で きる よう に な り ま す 。 

2 つの レジ スタ を つなげ る と いう と いう こと は 、 1 つの レジ スタ 
を 上 位 の ら ビ ッ ト 、 も う 1 つ を 下位 の 8 ビッ ト と し て 図 3-3 の 
よう に つなげ て 使う こと で す 。 この 2 つの レジ スタ は 、 どの レジ ス 
タダ で も いい わけ で は な ぐ く 、AF、BC、DE、HL の み 可 能 で す 。 


ピッ ト し ダスク ・ よ > @ ピ ッ ト レ ダス タ (で イ を 
[し 7777779g] [9 ググ 〆 グ 2 グ / ら 


4@⑳ ピッ トレ し デスタ と 
ーーー」 < 塊 -0 
//77777 の の の の ググ グ / ら うっ ズ 
< と の / グッ > 


図 3-3 16 ビ ッ ト レ ジス タマ 
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レジ スタ ベア に 対す る LD 命令 に は 次 の よう な も の が あり ます 。 


① レジ スタ に 数 値 を 代入 する 
LD rr m … TPT と m 
の バイ ト の 数 値 nn を 、 FT レジ スタ に 代入 する 


@ メモ リ か ら レ ジス タ に 数 値 を 代入 する 
LD rr, (nn) … FT の 下位 バイ トー nn) 
TT の 上 位 バ イト ~ (nn+1) 
Tn 番地 の 内 容 ガ rr の 下位 バイ ト に 、 nn 1 番地 の 内 容 が rr 
の 上 位 バ イト に 代入 され る 


③ レ ジス タ か ら メ モリ に 数 値 を 代入 する 
LD (nn), FT … (nn) rr の 下位 バイ ト 
(nn+1) ー rF の 上 位 バ イト 
「T レジ スタ の 下位 バイ ト が ガ nm 番地 に 、rT レジ スタ の 上 位 バ イ 
ト が ガ nn+ 1 番地 に 代入 され る 


D @ 







了 ど し ジス タク 
レビ レシ スタ 
を ター トト ae ws 





「rT は 、 BC、 DE、 HL レジ スタ を 表し ます 。 nn は 、 つ バイ ト の 
数 値 を 表し ます 。 レ ジス タ ペ ア の 内 容 を メモ リ に 代入 する と 、 上 下 
バイ ト ガ が 逆 に な つて 、 メ モリ に 記 億 され る こと に 注意 し て くだ さい 。 

レジ スタ ペア の 状態 は 、 レ ジス タ と いう 箱 を 2 つく こつ つけ だ よう 
な も の で す ガ ら 、「BC レジ スタ に 1234H と いう 値 が 入 つて いる 」 
と いつ だ ら 、B レジ スタ に は 12H と いう 値 、、 レ ジス タ に は 34H 
と いう 値 が 入 つ て いる と いう こと に な り 、 も し 次 に レジ スタ に FFH 
を 代入 し た と し た ら 、BC レジ スタ の 値 は 、FF34H に な つて し ま 
いま す 。 


き .1 代入 し て みよ う 


この 性 質 は 、BASIC の 変数 に は まる で お お つた も の で す 9。BASIC 
で は 、 変数 ビ と 変数 C と 変数 BC は 、 全 然別 な も の で すか がら ね 。 
動 違 いし な いよ うに 。 

レジ スタ ペア を 対象 に し た し D 命令 の 使用 同 を 示し ます (リスト 
き -4 )。 


リス ト 3-4 プロ グラ ム 例 


199 
119 


』 ネ 本 本 本 し LD メ イレ イ 4 ネ 玉 本 本 


か 
の 

129 ! ORG 9D9 ら 99H 

139 ! 

149 " LD BC, 9AAAAH 

159 ? LD DE , (9 ら D19 の H) 

169 " LD (9D 192H) , BC 

179 ? 

189 " JP 9OEBOOH 





実行 する と 、BC、DE レジ スタ 、 そ し て メモ リ に 数 値 が 代入 され 
ます 。 ご この と き に 、 マ シン 語 モ ニタ で 数 値 が ご の よう に メモ リ に 代 
和信 され だ が 確認 し て お きま し よう 。 


* レジ スタ ベア どう し の 代入 

レジ スタ ペア に 対す る 代入 で 、 レジ スタ ベ ペア どう し の ロー ド 命 令 
ガ が な いこ と に 気が付き まし だ が 。 別に 忘れ だ わけ で は あり ませ ん 。 
実は パ ア レジスタ に は 、 そ うい うつ 命令 が な い の で す 。 そ れ で は 、 具 
体 的 に HL レジ スタ の 内 容 を BC レジ スタ に 代入 し た いと き 、 ど う 
すれ ば いい が ガ を 考え て み ま し よう 。 代 表 的 な や り 万 と し て は , 次 の 
3 種類 が あげ られ ます 


⑦① レ ジス タ ベ ア の 上 位 と 下位 の レジ スタ を 別々 に 代入 する 
LD B, H 
LD C, L 
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レジ スタ ベア の 内 容 を メモ リ に 入れ て 、 別 の レジ スタ ベア に 代入 
する 
LD (900OH), HL 
LD BC, (90OOH) 


③ スタ ッ フ を 使う (この 命令 に つい て は 、P 6 1 で て 説明 し ます ) 


PUSH HL 
POP BC 


いち が い に ど の 万 法 が いい と は 言え ませ ん が 、 一 般 的 に は ③ が 多 
ぐ 使 われ る よう で す 。 ご これ は 趣味 の 問題 で す 。 
ご これ ら の プロ グラ ム 例 を 、3 つの 万 法 に つい て 行っ て み ま す ( リ 
スト 3-5 、 リ スト 3-6 、 リ スト 3- フ )。 
リス ト 3-5 プロ グラ ム 例 


199 「" 氷 本 本 し D メ イレ イ ら 5 ネ 玉 玉 


D 
119 

129 ァ ORG 9DgggH 
139 ? 

149 " LD HL, OA9BH 
159 ァ LD B,H 

169 LD C, し 

179 

189 * JP gEBogH 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 
リス ト 3-6 ブロ グラ ム 例 


19O "本 森林 LD メ イレ イ 6 玉 玉 
テン 


119 

129 ァ DURG OD99 の OH 

139 * 

149 * LD HL , 9AGBH 
159 ? LD (9D 199H) , HL 
169 " LD BC, (9OD 1 の の ら H)〉 
179 " 

189 " JP GEBO9OH 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 


3.1 代入 し て みよ う 


リス ト 3- プ ブロ グラ ム 例 


199 
119 


ネネ 本 し D メ イレ イ 7 キネ 玉 玉 


の 
す 
129 ? ORG 9D ら Oo9H 
139 ! 
149 * LD HL , OA9BH 
159 ? PUSH HL 
169 " POP BC 
179 ! 
189 ! JP OoEB9OOH 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 ーー 


e こん な 方 法 も ある 、 レ ジス タ 間 接 

8 ビッ トレ ジス タ の 代入 命令 で \LD A, (nn)” と いう 命令 を 
説 し まし だ 。 ご れ を 少し 拡張 し た も の と し て 、 レジ スタ ペア を 合 
い 、 次 の よう な こと が で きま す 。 


① FT レジ スタ の 内 容 の 指す アド レス の 内 容 を 、A レジ スタ に 代入 す 
る 
LD A, (rr) … A~ PD) 


②A レ ジス タ の 内 容 を 、rT レジ スタ の 内 容 の 指す アド レス に 代入 す 
る 
LD (rr A … Cr) て と A 


⑧③ HL レジ スタ の 内 容 の 指す アド レス の 内 容 を 、「 レジ スタ に 代入 


する 
LD rm (HLD …『 と (HD) 
④②T レ ジス タ の 内 容 を 、HL レジ スタ の 内 容 の 指す アド レス に 代入 
する 
LD (HLDT … (HUD そ Fr 
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X も り と (テスタ 


に se es 
で と スグ 





rT は 、BC、DE レジ スタ の いざ ずれ が ガ を 表し ます 。 「 は 、 A、 日 、 
C、 D、 E、 F レ ジス タ を 表し ます 。 

rT の 内 容 を アド レス と し て みる と (rr)” は その アド レス の メモ 
リ の 内 容 を 示す こと に な り ま す 。 今 、HL レジ スタ に DOOOH と い 
う 値 ガ 入 つて いる と する と 、 パ 〈HL)* は 、 DOOOH 番地 の メモ リ の 
内 容 を 示す こと に な り 、〈ODOOOH)* と 書い た の と 同じ こと に な 
り ま す 。 

な お 、①、 @ の よう に 、 BC、 DE レジ スタ を 使っ た と き は 、 和 め ず 
も う 一 万 の レジ スタ ガ A レジ スタ で な けれ ば な り ま せん 。 ③、 ④② の 
よう に 、HL レジ スタ の と き は 、A レジ スタ 以外 も 使う こと が で き 
ます 。 

レジ スタ 間接 を 使っ を プロ プラ ム 例 を 示し ます (リス ト 3-8 )。 

リス ト 3-8 プロ グラ ム 例 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーー ニー っ 


1 の 「 ネネ ネ 訂 LD メ イレ イ 8 本 本 玉 玉 

119 ァ 

129 ORG gpgggh 
139 

149 ? Lp A, 33H 

159 ァ Lp て 9D19gH) , A 
169 LD Ar9 

179 

189 LD HL。 の D19 の H 
199 LD Ar (HL) 





3.1 代入 し て みよ う 





2gg * 

219 * LD BC, 9D192H 
レン Lp て CBC),A 
23g ? 

249 * LD HL, OD192H 
259 LD B, (HL〉 
269 " 

279 * LD HL,OD194H 
289 LD CHL),B 
299 * 

3 " JP geEBggH 





実行 する と 、D1OOH 番地 、D102H 番地 、D104H 番地 に 
数 値 が 代入 され て いき ます 。 


e スタ ッ フ に 対す る 命令 

マシ ン 語 で は 、 大 き な お プ ロブ ラム を 作 つ て いる と 、 レ ジス タ の 内 
容 を いっ と き 保 存 し て お きだ いこ と が あり ます 。 剛 えば 、 レジ スタ 
ペア を すべ て 使っ て し まっ て いる と き に 、HL レジ スタ と BC レジ 
スタ を 至急 使い だ たい と き な ど で す 。 ご ん な 場合 、 単 純 に 考え る と 例 
1 の よう に な り ま す 。 


< く 例 1> LD (OD10OH), ea レジ スタ の 内 容 を 、 適 当 な 
LD (OD102H), BC) アド レス に 入れ て お ぐ く 
く BC、 HL レジ スタ を 使 つた 娘 理 > 


LD BC, (OD1 | レジ スタ の 内 容 を 
LD HL, (OD1OOH)) も と どおり に 戻す 


レジ スタ ペア の 内 容 を 、 一 時 的 に メモ リ に 保存 する こと を 「 衣 避 」 
と 言い 、 そ れ を も と の レジ スタ ベア に 戻す こと を "復帰 」 と いい ま 
す 。 マ シン 語 に は 、 こ れ を 行う 万 法 と し て スマ ツク を 用 いる 記法 が 
あり 、 そ れ に 関連 し だ 命令 と し て 、 PUSH( プ ッ シ ユ ) 病 令 、 POP 
(ポッ プ ) 命令 が あり ます 。 
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④ 退避 
PUSH rr … (SPー1) rr の 上 位 バ イト 
(SPー の 2) rr の 下位 バイ ト 


SPー SPー2 
「T の 内 容 を スタ ッ フ に 表 避 する 
@ 復 帰 
POP _ 「rT 。 … 「T の 上 位 バ イト ー (SP〉 
rr の 下位 バイ トー (SP+1) 
SPー SP+2 


スタ ッ ク ガ ら 、 内 容 を rr に 復帰 する 


Tr に は 、 BC、 DE、 HL、 AF レジ スタ を 指定 する こと が で きま 
す 。 で は 、 例 1 を スタ ッ ク を 使 つ て 書き 直し て み ま し よう 。 スタ ッ ツ 
を 使う と 、 そ の だ め の メ モリ の アド レス を 気 に し な く て も いい の 
で 、 プロ ブラム が ガス ツキ リ し ます 。 














< く 例 > PUSH HL ) レジ スタ の 内 容 を 、 ス タッ フ 
PUSH BC ) に 入れ て お < 
ぐ BC、 HL レジ スタ を 使っ た 処理 > 


POP BC ] 綴 わ つた ら 、 レ ジス タ の 内 容 を 
POP HL ) も と に 戻し て お < 


ご こ で 気 を 付け る こと は 、 い くつ が の レジ スタ を まとめ て POP す 
る と き に 、PUSH し た と き と は 反対 の 順番 で する め 要 が ある こと で 
す 。 こ の 場合 も 、HL … BC の 順 で PUSH し て いる の で 、POP す 
る と き は 、 逆 に BC HL の 順に 行 つ て いま す 。 も し 、 その まま の 
順に 行う と 、 BC に HL の 内 容 ガ 、HL に BC の 内 容 が 代入 され て 
し まい ます 。 

な お 、PUSH し た ら 、 そ の 分 は 秒 ず POP し な いと スタ ッ ク が 
破 震 さ おれ ね て し まい ます 。 そ の わけ は 後 で 説明 し ます 。 
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3.1 代入 し て みよ う 





スタ ッ ク を 使っ を モ プ ロブ ラム 例 を 示し ます (リス ト 3-9 )。 














リス ト 3-9 ブロ グラ ム 例 


199 ' 』 本 本 本 スタ ラッ ブ ネ 本 ネネ 
119 

129 
139 


OURG 9D999H 


5 
5 

149 * LD HL , OBBBBH 

159 " 

169 * PUSH AF 

Z9: て PUSH HL 

189 ” LD HL , 9AAAAH 

199 ! LD (9gD 199H) , HL 

299 " POP HL 

と 3 1 誠 4 FOP AF 

229 " 

239 * LD (9D192H) , HL 

249 ! 

259 ! JP 9EB99H 





実行 する と 、AF、 BC、 DE、 HL レジ スタ の 内 容 が 順に スタ ツ 
ク に 退避 し 、 そ の 後 、 逆 順に 復帰 し て いき ます 。 


* スタ ッ フ の し くみ 

スタ ッ ク と は 、 具体 的 に いう と SP (スタ ッ フ ポイ ンタ ) レジ ス 
タ ガ 指 し て いる メモ リ の こと で す 。 

PUSH 命令 ガザ 行 われ る と 、 そこ に レジ スタ ペア の 内 容 2 バイ ト 
が 代入 され ます 。 次 に 、GP レジ スタ ガ ら 2 が 自動 8 に 引 ガ れ 、SP ロ 
レジ スタ は 新た な メモ リ を 指し ます 。PUSH 命令 が 実行 きれ る だ び 
に 、 デ ー タ が ガメ モリ に 積ま れ て いく よう な 感じ に な り ま す 。 ご これが 
スタ ッ ク (積み 重ね ) と 呼ば れる ゆえ ん で す 9。 

逆 に POP 命令 が 行わ れる と 、SP が 指す アド レス ガ ら 2 バイト 
分 の デー タツ ガレ ジス タ ペ ア に ロー ド さ れ 、SP に 自動 的 に 2 が 加え 
られ ます ( 図 3-4 )。 お お 、 こ の と き ス タッ ク と し て 使わ れる メイ 
ン RAM 上 の メモ リ を 「 ス タッ クエ リア (スタ ッ ク 領 域 )」 と 呼び ま 
す 9。 











63 


64 


第 3 童 マシ ン 語 の 基本 命令 を 覚え よう 


例 PoP gc 





図 3-4 スタ ッ フ の 使わ れ 亡 


スタ ッ ク エ リア を 設定 する ため に 、 SP レジ スタ を 一 度 は 設定 し 
な けれ ば な り ま せん 。 し が し 、 普通 は すでに BASIC で 設定 され て 
いる の で 、 プ ロ プ ラム で 新た に 設定 し 直す 和 め 要 は あり ませ ん 。 また だ 、 
設定 し 直し た だ め に 、 暴 走 す る こと も あり えま すか がら 、 さ わら ぬ 神 
に だ だ りな し で す 。 

スタ ッ ク の 使い 方 を 覚え る こと は 、 プロ プラ ム を 作る 上 で 、 非常 
に 有用 な こと で す 。 か し 難し いと は 思い ます が 、 で きる だ け 合 える 
よう に し て お きた だい 命令 で す 。 





* スタ ッ フ が 破壊 され る (その 1 ) 

スタ ッ ク ガ が 破 壌 され る と いう こと が 、 ど の よう な こと ガ を 説明 レ 
まし よう 。 ス タッ ク が 壊れ る と いう こと は 、 プロ プラム の 実行 前 と 
実行 後 で SP レ ジス タ の 内 容 が 変わ つて し まっ たり 、 ス タッ クエ リ 
ア の 内 容 そ の も の が 変化 し て し まう こと を いい ます 。 で は 、 SP レ 
ジス タ の 内 容 ガ 変わ る 、 例 を あげ て み ま し よう 。 


( 例 > PUSH _ HL 
PUSH BC 
PUSH BC 


この 場合 、POP 命令 が 1 


3.1 代入 し て みよ う 





回 履 な い の で 、 ス タッ フク は 初め に 比べ ペー 








の し て し まい ます 。 も し この プロ プラム が 、 何 回 も 実行 され た なら 
ば 、 ス タッ フク は どん どん マイ ナス され 、 そ こ に あつ だ た だ プロ ブラ ム や 


デー タ は 、 こ と ご と ぐ く 破 壊さ れ て し まい ます 。 


* ラベ ル (その 1) 





























いま まで は 、 ア ドレ ス や デー タ を 数 値 で 直接 指定 し まし た が 、 ご 
れ を 「 ラ ベル 」 を 使う こと に よ つ て 、 も っ と わか りや すい プロ ブラ 
ム に 仕立 て る こと が で きま す 。 だ と えば 例 1 を ラベ ル を 使 つて 書き 
直す と 例 2 の よう に な り ま す 


く 例 1> 


く 例 2> LEFT 
RIGHT 














LD A, (90OOH) 
LD (9001H), A 


EOU 9OOOH 
EOU 9001H 


LD A, (LEFT) 
LD (RIGHT), A 


^EOU" は 、 ア セン ブラ の 曳 似 命令 の 1 つ で 、 EOU( イ クエ ー 
ト ) 令 と 言い ます 。 ご この EOU 命令 に より 、 ラベ ル "LEFT* と 
^9OOOH"、 ラベ ル ^RIGHT” と 9001H” は 等 し いも の と 
みな され ます 。 つ まり 、 こ の プロ プラム の 中 に LEFT” と いう ラ 
ベル が 使わ れ て いる 場合 は 、 ア セン ブル する と き に その 部 分 を 
^2OOOH” だ と し て 、 変換 され る こと に な り ま す 。 
ラベ ル を 好み の 名 前 に し て お く と 、 ア ドレ ス や 数 値 を 文字 こし て 
覚え る こと が で きま す 。 も ちろ ん 例 1 と 例 2 は アセ ン ブ ル す る と ま 
つ だ ぐ 同 じ マ シン 語 に な り ま す (リス ト 3-10)。 
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リス ト 3- 1O 例 1 と 例 の の アセ ン ブ ル リ スト (プリ ンタ 出力 ) 





199: ネネ 林木 ラベ ~ 上 本 玉 末 本 

11 ウ gs 

129: D999 DRG 9D999H 
139g: 

149: 9999 = LEFT EQU 9999H 

159: 9991 = RIGHT EQU 9991H 
169: の マル 

179: Dgg9 | 3A99939 | LD 人 ム 。 (9999H) 
189: D993 |329199 | LD (9991H) ,A 
199: 

299: D9g96 | 3A9999 LD Az (LEFT) 
219: Dg993 | 3291 99 LD RIGHT)。A 
229: 

239= Do9C C39OEB JP OEB99H 
9999 。 LEFT 3g91 RIGHT 





ラベ ル は 、 以 下 の 制 約 を 守 つ て 付け る 政 要 が あり ます 。 


④ アル ファ ベッ ト と 数 字 以外 を 使 つ て は いけ な い 
@ ら 6 文字 以内 で な けれ ば な ら な い 

⑬ 初め の 文字 は 、 ア ルフ ァ ベ ツ ト で ある め 要 が ある 
の ⑨ レ ジス タ 名 と 同じ 名 前 を 使 つ て は いけ な い 


X A、B、 C、 D、 E、 F、 H、 し 、 |、R 
AF、 BC、 DE、 HL、 PC、 SP、 IX、 IY 


⑥ 命令 と 同じ 名 前 を 使 つ て は いけ な い 

X LD、 PUSH、 POP、 EOU、 END おど 
@ 途中 に スペ ー ス が ガ 入 つて は いけ な い 

X STA、 RT 


3.2 計算 し て みよ う 





3 の 計算 し て みよ う 


BASIC で は 、 四則 演 算 な ど を 初め とし て 、 い ろ い ろ な 算術 演算 
す や 関 数 を 持つ て いる の で 、 自 由 自 在 に 計算 する こと で きま す 。 と 
ご ろ が 、 マ シン 語 に は 基本 的 に 加算 (だ し 算 ) 命令 と 減算 (ひき 算 ) 
命令 し か あり ませ ん 。 ちよ っ と 寂し いよ うな 気 が ず し ます ね 。 し が し 、 
ゲー ム な どの プロ プラム な ど で は 、 ガ け 算 や わり 算 を 使う こと は 実 
際 あ まり な い の で 、 今 の と ころ 和 め 要 な いも の と 考え て くだ さい 。 な 
お 、 が け 算 や わり の 算 は プロ ブラ ム で 作り 出す こと が 可能 で す 。 


① 加算 
・BASIC 言語 
書式 、 ぐ 足 さ れ た 結果 > ニ ベ 足 され る 値 > 十 足す 値 > 
例 ) A=A+10 
A= テ A+ 


























・ ア セン ブリ 言語 
書式 ADD く A レ ジス タ > ッ , ぐ 足 す 値 > 
例 ) ADD  A, 410 

ADD AB 


@ 減 算 
・BASIC 言語 
書式 。 く 引か れ た 結果 > ニ く 引か れる 値 ー< 引 く 値 > 
例 ) A=Aー10 
A= ニ AB 





・ ア セン ブリ 言語 

書式 SUB < ぐ 引く 値 > 

例 ) SUB 10 
SUB  B 
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第 3 章 マシ ン 語 の 基本 命令 を 覚え よう 


ADD (アド ) 命令 は 加算 命令 で 、SGUB (サブ トラ クト ) 命令 は 
減算 命令 で す 。 マ シン 語 の 加算 お よび 減算 命令 で は 、 足 され だ り 引 
が れ だ りす る 数 値 が 、 必 ず AA レジ スタ に あら が じ め 入 つ て いな お けれ 
ば な り ま せん 。 また 、 計 算 結果 は 私 ず A レジ スタ に 入り ます 。 SUB 
病 令 で は 、 ぐ 引か れる 値 > に 相当 する も の を 書き ませ ん が 、 暗 黙 的 に 
ムレ ジス タ ガ が 8| ガ れる 対象 と な り ま す 。 


e 2 進数 の 加算 、 減 算 

ご ここ で 、2 進数 の 加算 、 減 算 の や り 万 を 覚え て お きま し よう 。 2 
進数 の 加算 、 減 算 は 基本 9 に 10 進数 の それ と 変わ りあ り ま せん 。 
手 初め に 2 進数 1 ケタ の 計算 を 行 つて み ま す 。 


④2 進数 1 ケタ の 加算 


O O 1 1 
SE 9⑨。 っ 下 。 、 吐 ⑤⑥ 。 ま イ , 
O 1 1 1O 


@ 2 進 散 1 ケタ の 減算 














O O 1 1 
ーO -1 -O -1 
O -1 1 O 
次 の よう な 、1 パイ ト ど うし の 場合 は どう で し よう か 。 これ も 、 
魚 書き 計算 で 表し て み ま し よう 。 
④4DH + 21H = 
@4DH - 21H = 


この 結果 は 、 次 の よう に な り ま す 。 簡単 で すね 。 
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@ O10011O1 =4DH 
+ OO1OOOO1 = ら 1H 
O1101110 =6EH 


@ O1001 101 =4DH 
ー OO1OOOO1 =21H 
O0101 100 =2CH 





e 繰り 上 が り 、 繰 り 下 が り 

加算 、 減算 命令 の 結果 は 、 マシ ン 語 の 場合 ず A レジ スタ に 入り 
ます 。 で は 、 も し 計算 結果 が FFH より も 大 きぐ な る ガ 、 ま だ は OOH 
より も 小さ ぐ く な つて 、A レジ スタ に 入ら な いよ うな 数値 に な つた だ ら 
どう な る の で し よう ガ 。 

例 と し て 、 次 の 計算 を 行 つ て み ま し よう 。 


④FFH + O1H 
@0OOH 一 01H 


この 結果 は 、 あ きら か に A レジ スタ に は 入り きり ませ ん ね 。 これ 
を 、 加 算 、 減 算命 令 を 使 つて 計算 する と 、 次 の よう に な り ま す 。 


@ 11111111 =FFH 
+ OOOOOOO1 =O1H 
①OOOOOO0O =OOH 


1 
無視 され る 


お 


@  。 ④OOOOOOOO =OoH 
ー OOOOOOO1 =O1H 
11111111 =FFH 
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ご の 通り 、 マ シン 語 の 加算 、 減算 を 実行 し だ 後 の レ ジス タ に は 、 
繰り 上 びり や 繰り 下がり を 無視 し だ 部 分 が 残る こと に な り ま す 。 

と ころ で 、 こ の 例 を も う 1 度 よ く 見 る こと 、「FFH の 次 の 数 は OOH」 
ある い は 、「OOH の 前 の 数 は FFH」 で ある こと に 気が付き ます 。 
も うす こし ワク を 広げ て み ま し よう 。 


・・FDH、 FEH、FFH、OOH、 O1H、O2H・・ 


ご つう な る は ざ ず で す 。 そ れ ら の 数 の 並び 全体 を 表し た も の が 図 3-5 
で す 。 こ の よう に 考え る と 、FFH に O2H を 足し だ た とき と が 、O2H 
か ら O5H を 引い た と き の 結 果 が どう な る の ガ 考 え や すい で すね 。 


1 オジ 爺 信 2UB 分 和信 


さ g 株 を 就 え 3 時 に 
の 7 な "に ps 
| 


了 E の 7 
+ ち の 2 
》> Z 
4 7 と 
2 人 ケ 


図 3-5 数 の 並び の 関係 


同様 に し て 、 2 バイト の 値 で は 、FFFFH と OOOOH が つなが 
つて いる と いう 見 万 が で きま す 。 


e ADD 命令 

ADD (アド ) 命令 を 使う と き に は 、 あ ら か じ め A レジスタ に 足 
され る 値 を 入れ て お く 和 め 要 が あり ます 。 そ し て 、 計算 の 結果 は め ず 
A レ ジス タ に 入り ます 。ADD 命令 に は 以下 の 3 種類 が あり ます 。 


3.2 計算 し て みよ う 


①A レ ジス タ と 数 値 を 足す 
ADD An … AATn 
値 n と A レ ジス タ の 内 容 を 足す 。 結 果 は A レジ スタ に 入る 。 


@A レ ジス タ と レジ スタ を 足す 
ADD AT … AA+F 
F レジスタ の 内 容 と A レジ スタ の 内 容 を 足す 。 結 果 は A レジ ス 
タダ に 入る 。 


③A レ ジス タ と 間接 指定 され だ メモ リ の 内 容 を 足す 
ADD ん A, (HL) … AA+ (HL) 
HL レジ スタ で 指定 され だ た メ モリ と レジ スタ の 内 容 を 足す 。 
結果 は A レジ スタ に 入る 。 


n は 1 バイ ト の 数 値 を 表し ます 。 は A、B、 C、 D、 E、 H、 し 
レジ スタ を 表し ます 。 
ADD 命令 を 使っ を プロ ブラ ム 例 を 示し ます (リス ト 3-1 1)。 














リス ト 3- 1 1 ブロ グラ ム 例 


19O 「。 キ ネネ 本 ADD メ イレ イ 1 玉 玉 本 
119 「" 

129 ' ORG gpgggh 

139 " 

149 LD A, 2 

159 * ADD Ar 4 

1e9 ? LD (9D199H) ,A 
179 ? 

189 LD A, 2 

199 ? LD B,5 

2gg * ADD A, B 

219 " CD (9D191H) ,A 
229 

239 " LD A, 2 

249 ? LD HL, 9D191H 
25g ADD A, (HL) 

2ee * LD cgD192H) ,A 
27e * 

28e JP gEBggH 


ノ 1 


の の 
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ご こ で 、 繰 り 上 が り の ある 例 に つい て も 実行 し て み ま し よう 。A レ 
ジス タ に FFH、B レジ スタ に O3H が 入 つ て いた と き 、 これ ら を 
対象 に ADD 命令 を 実行 する と どう な る で し よう が (リス ト 3- 12)。 


リス ト 3- 12 ブロ プラ ム お よび 実行 例 


199 
119 


本 本 本 本 ADD メ イレ イ 2 つ ネ 玉 本 本 





ァ 

5 
129 ? 0RG gD ら 99H 
139 ? 
149 ? LD A。OFFH 
159 * LD B, 93H 
169 ADD A, B 
179 " 
189 * JP OEBOg ら H 
ネネ GD ら 9 の 
Break EB9 ら 9 

SZ H Pl 
F =1 1 て (go919991 








iG9 DE=O999 HL= ニ OO の OO 





A ム レジ スタ に B レジ スタ の 内 容 が 足 され 、 結 果 は A レジ スタ に 入 
り ま す 。 この 場合 は 繰り 上 上 がり が ガ あ る の で 、 前 に 言っ だ よう に A レ 
ジス タ に は 、 そ の 部 分 を 無視 し だ 部 分 が ぜ 入 る こと に な り ま す 。 ここ 
で 大 事 な こ と は 、 実 は この 無視 され だ 部 分 プレ ジス タ の Cy ( キ 
ヤリ ー) フラ ブ に 現れ る こと で す 。 つ まり 、 繰 り 上 上 がり ガ あつ だ 印 
と し て 、Cy フラ ブ が 1 に な り ま す 。 まだ 、 逆 に 繰り 上 上がり が な い 
場合 は つ O に な り ま す 。Cy フラ グ ブ は 、 計 算 の だ びに 〇 ガ 1 の どちら 
が に 変化 し て いま す 。 
11111110 =FEH 一 A レ ジス タマ 
+ OOOOOO1 1 OS3H - レジスタ 
OOOOOOO1 =O01H つ A レ ジス タ 


1] ご"QCV ラ ラグ 


うき .2 計算 し て みよ う 


e SUB 病 令 

ADD 命令 と 同じ よう に 、 SUB( サ ブ ト ラフト) 命令 も ムレ ジス 
タ ガ 計 算 の 対象 と な お り ま す が 、 アセ ン ブ リ 言語 で は 、A レ ジス タ の 
対象 と な る も の し が 書き 表 さ な い の で 注意 し て くださ い 。 


④①A レジ スタ か ガ ら 数 値 を 引く 
SUB _ n … AーAーn 
A レ ジス タ の 内 容 か ら 値 n を 引く 。 結果 は A レジ スタ に 入る 。 


@A レ ジス タタ から レジ スタ を 引く 
SUB  『 … AA 一 F 
A レ ジス タ の 内 容 お ら T レジ スタ の 内 容 を 引く 。 結 果 は レジ 
スタ に 入る 。 


③A レ ジス タ ガ ら メモ リ の 内 容 を 引く 
SUB (HL) … AAー (HL) 
A レ ジス タ の 内 容 か ら HL レジ スタ で 指定 され た メモ リ の 内 容 
を 引 ぐ 。 結 果 は A レジ スタ に 入る 。 


In は 1 バイ ト の 数 値 を 表し ます 。 T は A、 B、 C、 D、 E、 H、 L 
レジ スタ を 表し ます 。 
SUB 命令 を 使っ た を プ ロブ ラム 例 を 示し ます (リス ト 3-13)。 














リス ト 3- 13 プロ グラ ム 例 


19 の ': ネ ネネ 本 SUB メ イレ イ 1 玉 玉 

119 

129 ORG gpgoogH 

139 ァ 

149 LD A, 9 

159 > SUB 4 

169 ? LD (9D1ggH) , A 

179 

189 LD A,9 

199 ァ LDp B,3 

2gg SUB B 

219 LDp (9D191H) ,A 
ッ 
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第 3 章 マシ ン 語 の 時 本 命令 を 覚え よう 





239 
249 
259 
2e9 
279 
289 


LD A,9 

LD HL, 9D191H 
SUB (HL) 

LD て 9D192H) ,A 
JP geEBooH 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 


ADD 命令 と 同じ よう に 、 こ の 命令 で も 繰り 下がり が ガ あ る と Cy フ 
ラグ が 1 に な り ま す 。A レジ スタ に O5H、B レジ スタ に 12H が 
和信 つて いる と き に 、 それ ら を 対象 と し て SUB 命令 を 実行 し だ 場合 
で 考え て み ま し よう (リス ト 3- 12)。 


リス ト 3- 14 プロ プラ ム お よび 実行 例 








100 ": ネ ネネ SUB メ イレ イ 2 ネネ 本 末 本 
119 ” 
129 ? ORG 9pgggH 
13g と 
149 LD A, 9S5H 
159 r LDp B, 12H 
169 SUB B 
179 7 
18og JP geEBooH 
*GDgG の 
Break EBgo 

SZ H 
A =F3] 「F =A3c1g1ggg1| 











BC=129O DE=O99O HL=OO9G 
IX=9999 IY=O999 SP=C6E1 PC=EBgG 


ネ 





OOOOO101 =O5H - A レ ジス タ 
ー_OOO1OO1O =12H ーー ロレ ジス マタ 





1111001 1 = ニ F3H っ A レ ジス マタ 
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1 や マラ ゲ 


3.2 計算 し て みよ う 


e レジ スタ の 秘蔵 つ 子 、 フ ラブ 

ここ で フラ グ ブ の 話 を し て お きま し よう 。 フ ラブ と は 、 い ずれ が の 
命令 を 実行 し た と き 、 そ の 結果 に 応じ て 変化 する も の で 、 虹 体 的 に 
は F レ ジス タ の 名 ビッ ト が ひと つの フラ ブ と な つて いま す 。F レ ジ 
スタ は 図 3-6 の よう に な つて いま す 。 


と 6 
) の 。 eu ト 
Ebzb 
: イサ イニ フ ラグ "| 

: ゼロ フ 2 ラグ" 

日 0 n-2 和 リー ララ ク " 

錠 の れ 四 族 -. オ ー バ "2 ロー2 フ ラグ" 

が : 調 邊 222" 

の 9-722" 

図 : 便 Mkz gy 


図 3-G F レ ジス タ の 塞 成 


だ と えば 、 繰り 上 が り ガ あっ た どう が を 示す た め の Cy フラ ブ 
は 、F レ ジス タ の 〇 ビッ ト 目 を 指し 、 繰り の 上がり が あつ だ 場合 は 、 
自動 8 に この ビッ ツ ト が 1 に な り ま す 。 だ だ し 、 命令 に よ つ て は 、 ど 
ん な 場合 で も フラ ブ が まっ だ ぐ 変 わら な いも の や 、 特 定 の フラ ブ の 
み 変 わる も の が あり ます か ら 、 新 し い 命 令 を 覚え る だ びに 確認 し て 
ぐだ さ い 。 フ ラグ が 実際 、 何 の 役に立つ の は 、 読み 進ん で いく うつ 
ち に わが つて ぐる と 思い ます 。 

フラ ブ を O に する こと を 「※ メ フラ ブ を リセ ッ ツ ト す る 」 まだ は 「 フ 
リア する 」 と いい 、1 に する こと を 「X メ フラ ブ を セッ ト す る 」 ま 
だ は 、 フ ラグ ブ が 「 旗 」 を 意味 する こと お ら 「 メ メ フ ラ ブ を 立て る 」 と 
いい ます 5 

フラ グ ブ は 全部 で G 種類 ある わけ で す が 、 本 書 で は 特に 重要 な Cy 
フラ ブ と Z フラ ブ に つい て だ け 紹 介し ます 。 


7Z5 
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第 3 章 マシ ン 語 の 基本 命令 を 覚え よう 


④①Cy (キャ リー) フラ ブ 
繰り 上 が り 、 繰 り 下 が り が あつ だ と き は セッ ト 。 な いと き は リ 
セッ ツ ト さ れる 。 

@Z (ゼロ ) フラ ブ 
演算 結果 が 〇 の と き は セツ ト 。O で な いと き は リセ ツ ト さ れる 。 


LD 命令 、PUSH 命令 、 POP 命令 で は 、 い ずれ の フラ グ ブ も 変化 
し ませ ん 。 ADD 命令 、SUB 命令 で は 、Cy フラ ブ と Z フラ ブ の ど 
ちら も 変化 し ます 。 そ の 他 の 命令 に つい て は 、 随 時 解説 し ます 。 


* レジ スタ ベア の 加算 、 濾 命令 
レジ スタ ペア の 加算 の と き は 、A レジ スタ に 代わ っ て HL レジ ス 
タ が その 役割 を 果たし ます 。 命令 は 、 次 の よう に な つて いま す 。 


① 加算 
ADD 。 HL,rF … HーHLTrr 
HL レジ スタ の 内 容 と FT レジ スタ の 内 容 を 足し て 、 そ の 結果 を 
HL レジ スタ に 入れ る 。 


@ 減 算 
レジ スタ ベア の 一 股 的 な 減算 命令 は あり ませ ん 。 し ガ し 、SBC( キ 
ヤリ ー 付 減算 ) 命令 を 使う こと に より 、 同 じ 働 き を させ る こと が 
で きま す 。 ご これ に つい て は 、SBO 命令 の 項 を 見 て だ さい 。 


「rT は BC、 DE、 HL レジ スタ を 表し ます 。 フラ ブ は Cy フラ ブ 
の み 変 化し ます 。 

この 命令 は 、 レ ジス タ ペ ア どう し の み 行 うこ と が で きま す 。 レジ 
スタ ベア は 大 き な お 数 値 が あつ お える の で 、 便 利 の よう に 感じ ます が 、 
一 般 的 に 8 ビッ トレ ジス タ の 万 が 1G ビッ トレ ジス タ よ の も 機能 が 
豊富 で あり 、 レ ジス ベア に 対す る 命令 は オマ ケ の よう な も の で す 
がら 、 こ れ ば か が り 使 う の は ひえ る べき で す 。 

レジ スタ ベア の ADD 命令 の プロ プラム 例 を 示し ます (リス ト 3 
-15)。 





3.2 計算 し て みよ う 


リス ト 3- 15 ブロ グラ ム 例 





19 の 9 " : ネ ネネ キキ 16D ュ ふも ADD ネネ ネネ 
119 ? 
129 ORG epgegeH 
139 ? 
149 Lp HL, 19eeh 
159 " LD BC,1111H 
16o ADD HL。 BC 
179 " 
189 JP の OEBOOH 

ゅ ADC 命 令 と SBC 命令 


ADD 命令 、 SUB 命令 と 似 た も の に 、ADC (アド ・ ウ イズ ・ キ 
ヤリ ー) 命令 と SBC (サブ トラ クト ・ ウ イズ ・ キ ヤリ ー) 命令 が あ 
り ま す 。 ご の 命令 は 、ADD 命令 や SUB 命令 に ほとん ど 同 じ で す 

唯一 異な る 点 は 、 第 1 オペ ラン ド と 第 2 オペ ラン ド と の 計算 の 
他 に 、Cy フラ ブ も 計算 の 対象 に な る と いう こと で す 。 


④ADC An … AATn+Cy 
@ADC _ AF … AF 寺 Oy 
ADC  A, (HL) … AーA+ (HL)+Cy 
@SBC n … AAーnーOy 
SBC _r … AーAーTーOCy 
SBC (HL) … AcAー (HLD)-Cv 


②@ADC HL, rT … HLーHL+rr 寺 Cy 
@SBC _ HL,rT … HLーHL-rrーOy 


n は 1 バイ ト の デー タ 、r は A、 B、 C、 D、 E、 H、 し レジ スタ 
を 表し ます 。「T は BC、 DE、 HL レジ スタ を 表し ます 。 フ ラブ の 
変化 は 、ADD 命令 や SUB 命令 と 同じ で 、Cy フラ ブ 、Z フラ ブ の 
どちら も 変化 し ます 。 

Cy フラ ブ は 、 繰 り 上 が り 、 繰 り の 下がり が あつ だ と き に 1 と な り 、 
それ 以外 は 〇 と な つて いま す ガ ら 、Cy フラ ブ の 値 は 1 ガ 〇 O と いう 
こと に な り ま す 。 キ ヤリ ー 付 き 加 算 を 縦 書き 計算 し て み ま す . 


フ Z 


第 3 章 マシ ン 語 の 基本 命令 を 覚え よう 


OO11 O10O ー A レ ジス タ 
OO010 OO010 と BB レジ スタ 


+ 4 *<.OY フ ラプ 
O1101 O111 一 A レ ジス タ 


トー 線 り 上 が り つっ Cy フラ グ 


さて 、 ご の 命令 を 使う こ ど の よう な こと が で きる の で し よう ガ 。 
き - ノ を みて ぐだ さい 。 これ は 、2 バイ ト 長 の 数 値 の 足し 算 で す 。 
① は レジ スタ ペア を 使 つ だ 足し 算 で 、 @ は それ と 同じ 負 理 を 、8 ビ 
ツ ト レ ジス タ で 行っ た も の で す 。② で や つて いる こと は 単純 で 、 初 
め に C レ ジス タ の 内 容 と し レジ スタ の 内 容 を 足し だ 後 、 今 度 は B レ 
ジス タ の 内 容 と レジ スタ の 内 容 を 足し て いる だ け で す 。 し か し 、 
も し 初め の 計算 で 繰り 上 が びり が あっ た 場合 、 次 の 計算 で それ を 計算 
に 入れ て や ら な けれ ば な り ま せん 。 そ こ で 、ADO 命令 を 使 つて いる 
の で す ( 図 3-8 )。 

ご の よう に すれ ば 、 何 バイ ト の デー タ の 足し 算 で も 可能 で す 。 最 
初 に 、 最 下位 の バイ ト ど うし を ADD 命令 を 使 つ て 計算 し て お き 、 
残り は 下位 バイ ト よ り 順 に ADC 命令 を 使っ て 計算 し て いけ ば いい 
わけ で す ガ がら ね (リス ト 3-16)。 





[HL - HL+BC 

④ADD HL, BC @LD AC 
ADD A,L 
民 B5 。 寺 あ 放 
LD AB 
ADC A, HH 
LD HA 


図 3- プ 2 バイ ト 長 の 数 値 の 足し 算 
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3.2 計算 し て みよ う 


ADC 命令 ADD 命令 
H っ 010O 0101 100O OO00~- L 
B っ 1001 O000!i 1101 0011 ょ で C 
十 人 すま 叶 < Oy 





1101 1011 O4101 OO114 


図 3-8 ADC 令 の 役割 


リス ト 3- 16 プロ グラ ム 例 


199 "ネネ 本 訂 末 ADC じ メイ レイ ネ 本 本 本 
119 * 


129 ORG gDgggH 
139 

149 LD HL,OFFFFH 
15o LD BC, 9993H 
169 "』 し =C+ し 

179 し LD ArC 

1Bo ADD Ar し 

199 LD し ,A 

299 "』H=B+H+Cy 

219 LD A,B 

229 ADC AH 

239 LD H,A 

249 

259 JP @EB9gH 





SBC 命令 で も 行っ て み ま し よう 。 SBC 命令 で は 、Cy フラ ブ は 
足す の で は な ぐ 、 引 < こと に な り ま す 。 ご れ は 、 減算 命令 に お ける 
Cy フラ ブ が 、 繰り 下がり を 意味 する こと に よる も の で す 。 

それ で は 、ADD 命令 の と き と 同じ よう に 、 2 バイ ト 長 の 引き 算 
を 行っ つて み ま し よう 。 レジ スタ ペア に 対す る 、 2 バイ ト 長 の SUB 
命令 は な い の で 、 ガ わり と し て 使う こと も で きま す 。 

処理 と し て は 、 図 3-9 の ( イ ) で し レジ スタ の 内 容 お がら C レ ジ 
スタ の 内 容 が 引 が れ ま す 。 ご の 場合 O ら 1 は 引け ませ ん が ガ ら Cy 
フラ ブ を 1 に し て 、 上 の 位 ガ ら 1 ケタ 借り て きだ こと に し て 計算 さ 
れ ま す 。 次 に ( 口 ) で レジ スタ の 内 容 お が ら B レジ スタ の 内 容 が 引 
おれ ます が 、 ご の と き Cy フラ ブ が 1 に な つて いま す ガ ら 、 こ れ も 
一 緒 に | ひれ る こと に な り ま す ( 図 3-10)。 
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第 3 章 マシ ン 語 の 基本 命令 を 覚え よう 


何 パ バイ ト も 使 つ て いる デー タ の 引き 算 で は 、 最 初 に 最 下位 の ケタ 
どう し を SUB 命令 で 計算 し て 、 そ れ ガ ら SBO 命令 で 残り の ケタ 
を 計算 し ます (リス ト 3- 1 プ )。 

















HL ・ HL-BC 
⑦④ レ ジス タ ベ ア の SUB @LD A,C 
命令 よ まな い SUB L 9 
LD LA 
LD AB 
SBC _A, H ( 口 ) 
LD HH A 


図 3-O 2 バイ ト 長 の 数 値 の 引き 拭 


SBO 命令 SUB 命令 

H ー 1111 1411 ほ : OO00 OOO0O ~ー L 
B ー OOOO OO00: 1000 OOOO ~- C 
Cy 


本 
1111 111O: 1OOO OOOO 
図 3-10 SBC あ 令 の 役割 
リス ト 3- 1 フ プロ グラ ム 例 


1 本 森本 SB ビ メイ レイ 玉 玉 玉 本 


129 * ORG gpgoogH 
13g ァ 

149 ァ LD HL, oogoH 
159 Lp BC, 99g3H 
169 "』 し = ビー し 

179 r LD ArC 

189 と SUB L 

199 ? LD し L,A 

209 *』H=B-H-Cy 

219 LD A,B 

229 * SBC ArH 

23o ァ LD H,A 

249 ァ 

25e JP geEBogH 


き .2 計算 し て みよ う 


ちよ つと 特殊 な 加算 、 減 算命 令 

加算 命令 、 減算 命令 の 特殊 な も の と し て INC( イ ンク フリ メン ト ) 
命令 と DEC( デ フリ メン ト ) 命 令 が あり ます 。 ご れ は レジ スタ に 対 
し 、1 を 足し だり 、 引い だ りす る 命令 で す 。 


⑦①F レ ジス タ に 1 を 足す 
INC r PF を 人 生 4 


@ HL レジ スタ の 内 容 の 示す アド レス の 内 容 に 1 を 足す 
INC (HL) … (HD) - (CHDD+ 1 


⑧「 レ ジス タカ ら 1 を 引 < 
DEC Fr 。 … rーr-1 


HL レジ スタ の 内 容 の 示す アド レス の 内 容 か ら 1 を 引く 
DEC (HL) … (HL) ー (HDL) 一 1 


rr レジ スタ に 1 を 足す 
INC rr … TFT で FT 十 1 


rr レジ スタ カ ら 1 を 引く 
DEC rr CO JPRS 人 且 4 


「 は A、、 C、D、 E、H、L レジ スタ を 表し ます 。 rT は BC、 
DE、HL レジ スタ を 表し ます 。 (HL) は HL レジ スタ の 指す メモ 
リ の 内 容 を 表し ます 。 

ご これら の 命令 は 、ADD 命令 、SUB 命令 な ど を 使え ば 和 め 要 な さそ 
つ で す が 、 実行 速度 が 速く な る 、 ほ と ん どの レジ スタ が 使え る な ど 
の 利点 が あり ます 。 

IN 命令 、 DEC 命令 は 、 他 の 加算 、 減算 命令 に は フラ グ ブ の 変化 
が 異な り 、 Cy フラ ブ が まっ だ ぐ 変化 し ませ ん 。 Z フラ グ は 1 バイ 
ト に の レジ スタ の 場合 変化 し ます が 、 レ ジス マタ ペア で は 変化 し ませ ん 。 

IN 命令 、DEC 命令 の プロ プラ ム 例 を 示し ます (リス ト 3- 1 8)。 
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第 3 章 マシ ン 語 の 基本 命令 を 覚え よう 


リス ト 3- 18 ブロ グラ ム 例 





1 の 9 「"』 ネ 訂 床 TNC,DEC メ イレ イ ネネ ネネ 


119 
129 ORG gDgggH 
139g ァ 

149 * LD A,9 

15g INC A 

1eg r 

179 LD B, 1 

189 DEC B 

199 

2ge LD HL, 1999H 
219 INC HL 

229 

239 LD DE, 1991H 
249 7 DEC DE 

259 

2eg JP 9EBggH 





実行 する と 、A レジ スタ が 1 され 、B レジ スタ が ガー 1 され ます 。 
ご の と き B ラ レジ スタ は 〇 O に なる の で 、Z フラ ブ が ガセ ツ ト さ れ ま す 。 
次 に HL レジ スタ が ガ 二 1 され 、DE レジ スタ が ガー 1 され ます 。Cy フ 
ラブ は 、 ご これ を 実行 する 前 の 状態 が 持続 され ます 。 
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第 4 章 プロ プラ ム の 流れ を 変え て みよ う 





人 分 岐 し こみ よう 





分 岐 と は 、 プ ロブ ラム 処理 の 流れ を 変え る こと を いい 、BASIC で 











は 「GOTO 文 」 、 


「GOSUB~RETURN 文 」 が これ に あ だ り ま 








す 。 分 岐 命令 を 覚え る こと に より 、 プロ ブラ ム を 繰り 返し 実行 し だ 
り 、 サブルーチン を 作 つ た りす る こと が で きる よう に な り ま すき 。 次 
に 、 そ れ に 相当 する マシ ン 語 の 命令 を 示し ます 。 








① 指定 し た を プログ ラム へ 分 岐 する 

・BASIC 言語 

書式 GOTO く 行 番号 > 

例 ) GOTO 100O 

・ ア セン ブリ 言語 

書式 JP く ア ドレ ス > 

例 ) JP_ODOOOH 

@ 指定 し た サブ ルー チン を コー ル す る . 

・BASIC 言語 

書式 GOSUB < く 行 番号 > … RETURN 
例 ) GOSUB 20OO … RETURN 
・ ア セン ブリ 言語 

書式 CALL く ア ドレ ス > … RET 

例 ) CALL ODOOOH _ … RET 


マシ ン 語 は メモ リ に 置 が れ 実行 され ます が 、 メ モリ に は 行 番 写 な 
ど と いう も の は あり ませ ん 。 で す が ら 、 そ の が わり に 分 岐 先 を アド 
レス で 示す こと に な り ま す 。 








な お 、 ア セン ブリ 言語 の プロ ブラ ムリ スト に ある 行 番号 は 、 アセ 
ン ブ ラ に と つて は まつ だ ぐ く 意味 の な いも の で す が ガ ら 、 次 の よう に レ 
て も 30O 行 に 分 岐 す る こと に は な り ま せん 。 まち が えな いで ぐだ さ 


い 。 











4.1 分 岐 し て みよ う 


芝 : 宙 ⑨.? JP 30 
ら どら" LD AO 
30「『 LD B, O 

* JP 命令 


JP( ジ ャ ンプ ) 病 令 は 、 まさに GOTO 文 に 相当 する 命令 で 、 実 
行 す る と 指定 し た アド レス に 分 岐 し て 、 そ こら 再 び プ ロブ ラム の 
実行 を 始め ます 。 














① nn 番地 に ジャ ンプ する 
JP nn 2 選 G を 
PC レジ スタ に nn を 代入 する 。 フ ラグ ブ は 変化 し な い 。 


@HL レジ スタ の 内 容 の 番地 に ジャ ンプ する 
JP (HHD  … PCー HL 
PC レジ スタ に 、HL レジ スタ の 内 容 を 代入 する 。 フ ラブ は 変人 
し な い 。 


PC( プ ロ プ ラム カウ ンダ) と いう レジ スタ に は 、 2 バイ ト の アド 
レス を 表す 数 値 が び 入 つて いま す 。 PC レジ スタ は 、 い つ で も 次 に 実 
行 さ れる 命令 の アド レス を 指し て いて 、1 命令 実行 され る ご と に 、 
自動 的 に その 命令 の 秘 要 と する バイ ト 数 が 加算 され 、 更新 され て い 
ぐ よ うに な つて いま す 。 逆 に 言う っ なら ば 、 コン ピュ ユー タ は PC レジ 
スタ が 指し て いる アド レス の 内 容 を 命令 だ と し て 、 実行 し て いる に 
過ぎ ませ ん 。 で すら 、 PC レジ スタ を 書き ひえ て し まえ ば 、 ま つ 
だ ぐ 別 の アド レス に ある プロ ブラ ム を 、 次 に 実行 する こと が で きる 
わけ で す 。 JP 命令 に こ は 、 こ の PC レジ スタ を 書き ガ え る 命令 で す 。 

LD 命令 で ヾ (HL)* と 書い だ 場合 は 、HL レジ スタ が ガ 示 す ア ドレ 
ス の 内 容 で し た が 、 り P 命令 で (HL)” と し だ 場合 は HL レジ スタ 
の 内 容 そ の も の を 指し ます 。 
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e CALL 命令 と RET 命令 

CALL (コー ル ) 命令 は 、BASIC の GOSUB 文 に 相当 する 命 
令 で 、 実行 する と 、 指定 され だ サブ ルー チン に 分 岐 し ます 。 その 後 、 
RET (リタ ー ン ) 命令 に 出会う と 、 CALL 命令 の 次 の 命令 に 戻 つ 
て 、 そ こ ガ が ら 実 行 し 始め ます 。 


④① サ プル ー チ ン を 呼び 出す 
CALL nn 。 … 、(SPー-1) PC の 上 位 バ イト 
(SPー グ ) ~ PC の 下位 バイ ト 
SP - SPー グ 
PC て mn 
PC レジ スタ を 対象 に PUSH 命令 と 同じ こと を し だ 後 、nn 番地 
に 分 岐 す る 。 フ ラグ は 変化 し な い 。 


@ サブ ルー チン か ら 戻 る 
RET … PC の 上 位 パ バ イトー (SP) 
PC の 下位 バイ トー (SP+ 1) 
SP ~ SP+ の 
PC レジ スタ を 対象 に POP 命令 とこ 同じ こと を する 。 フラ ブ は 変 
化し な い 。 





BASIC で は 、 RETURNN 文 び ある と 、 自動 的 に GOSUB 文 の 
次 に 戻 つて きま す 。 し が し 、 そ れ が どの よう お な 仕掛 け に よ つ て な る 
の が まつ だ こわ がり ませ ん 。 と ころ が 、 マ シン 語 で は RET 命令 で 
CALL 命令 の 次 に 戻れ る 理由 が 、 明 確 に な つて いま す 。 

CALL 命令 は 、JP 命令 と 同じ よう に 、 指 定 し た アド レス に 分 岐 
し ます 。 し が し 、 だ だ 分 岐 す る わけ で は な ぐ 、 ジ ャ ンプ する 前 に CALL 
命令 の 次 の 命令 の アド レス (つま り 、 PC レジ スタ の 内 容 ) を 、 ス 
ダッ ク に 記憶 し て お きま す (PUSH 命令 と 同じ こと を 自動 的 に 行う )。 
や が て RET 命令 に 出会う と 、 こ こ で は 逆 に スタ ッ ク ガ ら 2 バイ ト 
読み 出し (POP 命令 と 同じ こと を 自動 的 に 行う ) そ の 値 を 戻り アド 
レス だ と し て 、 分 岐 する よう に な つて いま す 。 


4.1 分岐 し て みよ う 


スタ ッ ク フク は PUSH 命令 、POP 命令 で 使わ れる 他 に 、CALL 命 
令 の 戻り アド レス を 記 欄 し て お く と いう 役目 も 持つ て いま す ( 図 4 
0 





マ 
で 
ゃ 
で 









「 ce リ 『 
4/< の (gt | み | 
\ | 視 叶 づ 

2 の 4) の 

AET 

ソ * レ ーー 

に < ヒ sg 

し 9 し | 

ーー <44 ム 命 信 家 ーー 
て 

9 の 3 
し < | 
し 9 | 
し gg 
厨 理 
呈 #( 上 を 
和 有 { 
* に ゥ 
> gy 
し g と | 

gr7 命 久実 生 ーーーーーーーー ノ 


較 4-1 スタ ッ フ の 使わ れ 亡 


* スタ ツク フ が 破壊 され る (その 2) 

P64 で スタ ッ ク が 破 壊 され る 例 を 話し まし だ 。 し か し 、 あの よ 
うな お まち が い は 、 気 を 付け れ ば すぐ に 見 つけ る こと が で きま す 。 ま 
だ 、 運び よけれ ば 何と お 動作 する こと も あり ます 。 し ガ し 、 CALL 
命令 、 RET 命令 の 場合 は 、 て き 面 に こと ん で も な い 結 果 が 現れ ます 。 
スタ マック が 破壊 され て いる に も わら ざ 、RET 命令 を 実行 し て し 
まつ だ ら 、 何だ お わか ら な い デ ー タ を 戻り アド レス だ と し て 分 岐 し 
て し まう の で 、 簡 単に 暴走 し て し まう か ら で す 。 
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スタ ッ フ は 自分 で 管理 する も の で す 。 慎重 に 慎重 を 重ね て 使う よ 
うに し まし よう 。 














* ラベ ル を 使 お う (その 2) 

アセ ン ブ リ 言語 で プロ ブラ ム を 作 つ て いる と き に 、 こ れ ら の 分 岐 
命令 を 使 お うと する と 、 大 変 際 つて し まう こと が あり ます 。 それ は 、 
分 岐 先 の カド レス が ガ 、 プロ ブラ ム を ひと め 見 だ だ け で は わが ら な い 
と いう こと で す 。 つ まり 、 アセ ン ブ ル し て 実際 マシ ン 語 に し て みな 
いこ と に は 、 ど の 命令 が 何 番地 に 四 お れる の が 不明 確 な の で 、 分 岐 
先 を 何 番地 に し だ らい い の が ガ 、 わ が ら な いと いう こと で す 。 





























く 例 1> ORG ODOOOH 


JP XX メメ H sc 
LD AO 
LD B O ・* さ “人 


① か ら ②@ へ 分 岐 さ きせ だ いけ ど 、@ の 命令 が 何 番地 に な る の ガ わ か 
ら な い 。 困 つ だ な あ 。 


ご ん な と き 、 ハ ンド アカ アセンブル で マシ ン 語 に 変換 する 場合 は 、 例 
の の よう に する こと に な り ま す 。 


く 例 の > ORG _ODOOOH 
DOOOH C3 XX ※※X り P XX メメ HH 
DOO3H 3E OO LD AO 
DOO5H O6 OO LD BO 


JP 命令 は 3 バイ ト 命 令 で 、LD 命令 は つ バイ ト 命 令 だ か ら 、JP 
先 は DOO5H 番地 が 。 





ご の よう な 万 法 で プロ プラ ム を 作 つ て いこ の は 、 な ガ な が 大 変 で 
す 。 そ こ で アセ ン ブ ラ で は 、「 ラ ベル 」 を 使う こと で 、 分岐 先 を 何 
番地 に する が 意識 する こと な く プ ロブ プラ ミン プ す る こと が で きる よ 
うに な つて いま す 。 


4.1 分 岐 し て みよ う 


ここ で の ラベ ル は 、 基本 的 に 次 の よう に 使わ れ ま す 。 
JP < ぐ 分 岐 先 の ラベ ル > 


< く ラベ ルッ : ぐ 分 岐 先 の 命令 > 


オペ ラン ド に 書か れ だ ラベ ル は 、 ア セン ブル し た と き 、 邊 動 的 に 
アド レス と 置き か えら れ ま す 。 ラ ベル を 使っ だ 孔 を 示し ます (リス 
ト オ -1 )。 


リス ト 4- 1 プロ グラ ム 例 





1 の の "本 末 林 JP メイ レイ 1 玉林 本 末 
119 " 


129 " ORG 9D の oo の OH 
139 " 

149 ? JP USAGI 1 
159 "LACCO: JP KAMHE 
169 "USAG1 : JP LACCO 』2 
179 "KANE: し LD B,9 る 4 
189 * 

199 ? JP の OEBoOH 








ご の プロ プラム / の 実行 する こい JP_USAGPYJUP_LACCO"、 
^JP KAME” の 順に 実行 され ます 。 

ご の 場合 の ラベ ル は 、EOU 命令 な ど で 定 義 す る 和 め 要 は あり ませ ん 。 
し が し 、 そ の わり に ラベ ル の 後ろ に は 、 秒 ず * : (コロ ン パ * を 付 
け な い と 、 ア セン ブル エラ ー に な つて し まい ます 。 その 他 は P6 ら 5 
の 書き 万 と 同じ で す 。 














e 分 岐 命令 の 演習 
で は 、 実際 に JP 命令 た ラベ ル を 使っ て プロ ブラ ム を 作 つ て み ま 
し ょ う (リス ト 4-2 )。 
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リス ト 4-2 プロ グラ ム 例 





199 " : 本 本 森 末 JP メイ レイ 2 本 玉 ネ 本 


119 " 

129 " ORG gDgggH 

139 

149 LD BC,9 

159 JP TOBM. 人 SSR の の 
169 * 

179 LD B, OBBH 

189 * TOBU:LD C, の CCH … mmm 人 @ 
199 " 

2gg JP gEBggh 








ご の プロ ブラム で は 、 ま ざ BC レジ スタ を O に 初期 化し ます 。 も 
し 、 次 に JP 命令 が な けれ ば 、 B レ ジス タ 、C レ ジス タ に は それ ぞ 
れ OBBH、OCCH が 代入 され る は ざ で す 。 し ガ し 、 JP 命令 で ① 
から @②@ に 分 岐 し て し まう の で 、 実 際 に は B レジ スタ へ の 代入 は 行わ 
れ ま せん 。 

次 に CALL 命令 と RET 命令 の プロ プラ ム を 、 ラ ベル を 使 つて 作 
つて み ま し ょ う (リス ト 4-3 )。 














リス ト 4-3 プロ グラ / 例 





199 「" j 本 末 末 CALL 。 民 ET メイ レイ 本 ま ネ 本 





119 EE: い 
129 メイ ン ル ー テ チン | 
139 ORG 9DgggH | 
0 
159 ァ LD A, 93H 

169 * CALL BAr 

179 7 LD (9D19oH) , A 
189 JP gEBogH 
199 * 

2 の "サフ ー ルー チン ] 
219 ORG gpgggH 
229 

239 "BAI: ADD ArA 

249 RET 


4.1 分 岐 し て みよ う 





DO8OH 番地 ら の プロ ブラ ム は 、 A レジ スタ の 内 容 を 2 倍 す 
る サブ ルー チン で す 。 入 レ ジス タ と ムレ ジス タ の 内 容 を 足し 、 結 果 
が レジ スタ に 入る の で 、A レジ スタ の 内 容 ガ 2 倍 に な つ だ の と 同 
じ こ と に な り ま す 。 

DOOOH 番地 か ら の メイ ン ル ー チ ン で 、A レ ジス タ に D10OH 
番地 の メモ リ の 内 容 を 代入 し 、 サ ブル ー チ ン を 呼び 出し だ 後に 、 再 
び D10OOH 番地 に A レジ スタ の 内 容 を 代入 し て いる だ め 、 結 果 的 
に D10OOH 番地 の 内 容 ガ 2 倍 さ れる こと に な り ま す 。 











e JR 命令 

JP 命令 の 特殊 な も の と し て 、 ご の JR ( ジ ヤ ン プ ・ リ ラテ ィ ブ ) 
命令 が あげ られ ます 。JR 命令 は アセ ン ブ プリ 言 語 レベ ル で 、 り P 命令 
と まつ だ ぐ 同 じ よ うに 使う こと が で きま す 。 で は 、 り P 命令 と JR 命 
令 を 詳し く 見 る だめ に 、 両 命令 を アセンブル し て み ま し ょ よう (リス 
ト 4-4 )。 


リス ト 4-4 アセ ンプ ブ ルリ スト (プリ ンタ 出力 〉 





199: 3 キ 玉 末 JR メイ レイ 1 玉 玉 玉 
119s 

12g:  Dg9o ORG gpgggh 
139s 

149: D99g JR TONDA 
159: Dogg2 に 3g5Dg| JP TONDA 
179:  D995 TONDA: 

199: DO95 C399EB JP geEBogH 


Do95 TONDA 





JR 命令 の オペ ラン ドガ が 、1 バイ ト で ある こと に 注意 し て くだ さ 
い 。 JP 命令 を 使う より JR 命令 を 使っ を た 万 が 、 プロ ブラ ム が 小さ 
ぐ く な り ま すね . 

これ は 、JP 命令 が 「 絶 対 ジ ヤン プ 」 し て いる の に 対し 、 り R 命令 
は 「 相 対 ジャ ンプ 」 し て いる 結果 で す 。 

絶対 ジャ ンプ で は 、 分岐 先 を クワ ドレ ス で 直接 指定 し まし だ が 、 そ 
れ に 対し 相 河 ジャ ンプ で は 、 そ の 命令 か ら の 距離 で 指定 し ます 。 
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自分 の アド レス か ら 相対 8 に 分 岐 する 
・ マシ ン 語 で の 処理 
JR e  … PO~-PO+e 


ご の JR 命令 の 次 の 命令 の アド レス に 、 @ を 加え だ アド レス へ 
ジャ ヤン プ し ます 。@G は ーー 128 一 127 の 範囲 の 数 値 を 表し ます 。 
フラ グ は 変化 し ませ ん 。 な お 、 マ シン 語 で は オペ ラン ド を 相対 
値 で 指定 し ます が 、 アセ ン ブ リ 言語 で は JP 命令 と 同じ よう に 
絶対 アドレス で プロ ブラ ミン グ ブ し ます 。 





いま まで OOH~FFH まで を 、1 O 進数 の O こ 2 らら に 対応 させ 
て 考え て いま し た が 、 相 対 ジ ャ ンプ の 場合 は OOHーZFH を O 
て 12Z に 、 8BOHーFFH を 一 128ーー 1 に 対応 さ せ て 考え る 秘 
要 が あり ます 。 ご れ を 「2 の 補 数 表現 」 と いい ます ( 図 4-2 )。 

ご うす る こと に よっ て 、 アド レス の 大 きい 万 に 1 つの ノバ イト 、 ア 
ドレ ス の 小さ い 万 に 128 バイ ト 分 岐 で きる わけ で す ( 図 4-3 )。 


通 品 2 を 現 る 2 補 数 表現 
ーー ニー ヘム ーー へ ーーーーー ン ーー ン ン へ 
(29 の) ( ず ) ( 一) ( 必 ) 
FF め 9 の fF 
の 7F め 7 
(2 ず ) (Z ス 2 の) (2 ま ) (7 スク > 


図 4-2 2 の 補 数 表現 
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ー/2 ず バイト 


+/27 パイ ト 





図 4-3 JR 命令 で ジャ ンプ で きる 範囲 


アセ ン ブ リ 言語 で JR 命令 を 使う こき は 、 JP 命令 と 同じ よう に 
絶対 アド レス で 書 こ こと に な つて いま す 。 ご この よう に し て お ぐ と 、 
アセ ン ブ ラ ガ 分 岐 先 と 次 の 命令 の アド レス と の 差 を 計算 し て 、 マ シ 
ン 語 に し て これ ます 。 だ だ し 、 その と き ア ドレ スガ JR 命令 で 分 岐 
で き な い よう で あれ ば 、 ア セン ブル エラ ー と な り ま す ( リ スト 4-5 )。 


リス ト 4-5 アセ ン ブ ル エ ラー リス ト (プリ ンタ 出力 〉 





199s 』 ネ 玉森 末 JR メイ レイ (エラ ー) ネネ 玉 玉 
119: 

129* Dg99 DRG の OD ら の ら 9H 
139: 

149: | Reference Error 

149: KR DO99 18FE JR TOBU 
159: 

169: D199 ORG OD 1 の の OH 
179: 

189s D1oO 9699 TOBUsLD B,9 
199s D192 C399EB JP の gEBg ら 9H 





JR 命令 は 完全 に JP 命令 で 置き 換え る こと が で きる の で 、 初心 
者 の 万 は 、 エ ラー を 出さ な いた め に も 、JR 命令 を 使う の は 、 ひ ガ え 
だ 万 が いい で し よう 。 

マシ ン 語 に は 、 こ の よう な 相対 的 な 指定 が で きる 命令 が 、 少 し あ 
り ま す 。 し が し 、 そ れ ら を 使わ な く て も 、 プロ ブラ ミン グ に 支障 な 
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い の で 、JR 命令 以外 は あえ て 説明 し ませ ん 。 こ の よう な お 考え 万 が あ 
る と いう 程度 に 覚え て お いて ぐだ さい 。 





4 の 判定 し て みよ う 








ご ここ ご で は 、 BASIC の IF 一 THEN 文 に 相当 する プロ ブラ ム を 、 
マシ ン 語 で 作 つ て み ま し よう 。 マ シン 語 で の 判定 は 、 い まま で 出 て 
きだ も の より も 、 少 し 難し い ガ も し れ ま せん 。 切 ガザ ず に ユック リ 見 
て い ぐ こ と に し ます 。 


④ BASIC で の 判定 
書式 IF ぐ 条 件 > THEN GOTO < く 行 番号 > 
例 ) IF A=O THEN GOTO 10OO 











アセンブラ で の 判定 
書式 JP ぐ 条 件 >, く アド レス > 
例 ) JP ZZ ODOOOH 


BASIC で は 、 ぐ 条件 > と し て 、 次 の よう な 条件 式 を 書 こ こと が で 
き 、 も し その 条件 を 満た し て いた だ な ら ば く 行 番号 > へ 分 岐 し ます 。 


A =B 左辺 と 右辺 が 等 し いな ら 

A ぐ く B を を 辺 が 右辺 より 小さ いな ら 

A > B 左辺 が 右辺 より 大 きい な ら 

A く <= BB を 辺 が 右辺 と 等 し い ガ 、 右 辺 よ り 小 さい な ら 
A >= BB 左 辺 が 右辺 こ 等 し い ガ 、 右 辺 よ り 大 きい な ら 
A く > BB 和 を 辺 と 右辺 が 等 し こない な ら 


マシ ン 語 で は 、 分 岐 命令 で 出 て きた JP 命令 を 使い ます 。 この 命 
令 は 、 ぐ 条件 > を 指定 する こと で 、 条 件 付き の 分 岐 命令 に な り ま す 。 
そし て 、 そ の 条件 が 満 だ され だ 場合 だ け く アド レス > に 分 岐 し ます 。 
条件 が 満 だ され な い 場 合 は 、JP 命令 の 次 の 命令 を 実行 し ます 。 
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マシ ン 語 で 指定 で きる ぐ 条 件 に は 、 次 の よう な も の が あり ます 。 


























Z (ゼロ ) ン フ ラブ ガセ ッ ト (1) な ら 
NZ ( ン ン ゼロ ) Z フ ラグ が ガ が リセット ( 〇 ) な ら 
C (キヤ リー) Cy フラ ブ が セッ ト (1 ) な ら 


NC (ノン ン キ ャ リー) Cy フラ ブ が ガ が リセット ( 〇 ) な ら 
( 他 の フラ ブ で も 同じ よう な 条件 が 指定 で きま す が 、 こ の 本 で は 省 
略し ます ) 


この よう に 、 マ シン 語 で は フラ グ ブ の 状態 を 判定 する こと に よっ て 
分 岐 し ます か ら 、 あ る 数 値 と 、 あ る 数 値 を 比べ る と きも 結果 を フラ 
グ の 変化 と し て 現れ る よう に する 和 め 要 が あり ます 。 


e 条件 付き 分 岐 生 令 
この 命令 は 一 般 に 以下 の よう に 書 お れ ま す 


④ 条件 付き JP (ジャ ンプ ) 命令 
JP CC, nn … CC が 成り 立て ば PC nn 


@ 条件 付き JR (ジャ ンプ ・ リ ラテ ィ ブ ) 命令 
JR CC, @e  … CC が 成り 立て ば PCーPC+@G 


アセ ンプ リ 言 語 で JR 命令 を 使う こき は 、 前 に 説明 し だ よう に JP 
命令 と まつ だ ぐ 同 じ に 書き ます 。 

CC( コ ン デ ィ シ ョ ンコ ー ド ) は 条件 (Z、 NZ、 C、 NC) を 表し 、 
も し CC で 表 さ れる 条件 フラ ブ こ と 実際 の フラ ブ の 状態 が 同じ で あれ 
ば 分 岐 する こと に な り ま す 。 り |P 命令 を 例 に と つて 、 条 件 を 実際 に 書 
いて み ま す 。 
④① ジ ャ ンプ キャ リー 

JP C, メメ メメ H 


Cy フラ ブ が ガセ ッ ト な ら メ メメ メ H に 分 岐 、 そ う で な けれ ば 次 の 
命令 へ 行く 。 
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@ ジ ャ ンプ ノン キャ リー 
JP _NC, メメ メメ H 
Cy フラ ブ が ガリ セツ ト な ら メ メメ メ H に 分 岐 、 そ う で な けれ ば 災 
の 命令 へ 行く 。 

③ ジャ ンプ ゼロ 
JP Z, メメ メメ H 
フラ ブ が ガセ ツ ト な ら メ メメ ※ メ H に 分 岐 、 そう で な けれ ば 次 の 
命令 へ 行く 。 


ジャ ンプ ノン ゼロ 
JP NZ, メ メメ メメ H 
Z フ ラブ ガリ セッ ト な ら ※ メ メメ ※H に 分 岐 、 そう で な けれ ば 次 
の 命令 へ 行く 。 


判定 を 行う 上 で 大 事 な こ と は 、 い ガ に し て フラ グ ブ を 変化 させ る か 
と いう こと で す 。 そ れ に つい て は 9 ノ ガ ら 行い ます 。 


e 条件 付き CALL 命令 、RET 命令 

ゾ P 命令 と 同じ よう に 、 CALL 命令 、 RET 命令 で も ぐ 条 件 > を 
指定 する こと が で きま すき 。 条件 付き の CALL 命令 、 RET 命令 は 、 
BASIC で いう と 次 の よう な お 文 に 相当 し ます 。 


① 条件 付き CALL 命令 

・BASIC 言語 

書式 IF ぐ 条 件 > THEN GOSUB < く 行 番 号 > 
例 ) IF A=B THEN GOSUB 1OOO 


・ ア セン ブリ 言語 
書式 CALL ぐ 条 件 >, こ アド レス > 
例 ) CALL C, OD10OH 


4.2 剖 定 し て みよ う 


@ 条件 付き RET 命令 

・BASIC 言語 

書式 IF ぐ 条 件 > THEN RETURN 
例 ) IF A=B THEN RETURN 


・ ア セン ブリ 言語 
書式 RET ぐ 条 件 > 
例 ) RET C 


条件 つき の CALL 命令 と RET 命令 で は 、 実 際 に は 以下 の よう な 
ご と が 行わ れ ま すず 。CC は 、 り JP 命 令 で 示し だ 条件 と 同じ も の で す 。 


④ 条件 付き CALL 命令 

CALL CC, mn … CC が 成り 立て ば 
(SPー1)~ PC の 上 位 バ イト 
(SPー)~- PC の 下位 バイ ト 
当選 で S 下 ー 
PCーmn 

条件 付き RET 命令 
RET CC … CC が 成り 立て ば 


PC の 上 位 パイ トー (SP) 
PO の 下位 パイ トー(SP+1) 
SPー SP+2 


e |FーTHEN 文 の よう に (その 1 ) 
条件 付き の 分 岐 命令 で は 、 フ ラブ の 状態 だ けし が 条件 と し て 指定 
で きま せん 。 BASIC に は 、 も と も と フラ ブ と いう 考え が な い の で 、 
だ と えば A と 日 が 等 し い ガ どう か を 、 どう 判定 させ だ らい い の が 、 
ご の まま で は わが ら な いと 思い ます 。 

そこ で 、 ご ここ で は 条件 付き 分 岐 命令 の 席 用 岡 と し て 、BASIC の 
いろ いろ な 条件 文 に 対応 する プロ ブラム を 、 ア セン ブリ 言語 で 作 つ 
て み ま し よう 。 
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次 の IF 一 THEN 文 を 見 て くだ さい 。 
IF A=B THEN GOTO X※ メ XX 


この 場合 、 も し A と が ガ 等 し ひつ た な ら ば 、 A ガ ら BB を 8| ぐ と 
( 〇 に な る は ず で す 。 ご の 人 性質 を 利用 し て 、 プロ ブラ ム を 作 つ て みる 
と 、 次 の よう に な り ま す 。 














SUB B 
JP メメ メメ H 


SUB 命令 で 、A レジ スタ ガ ら 日 レジ スタ を 8| き ます 。 も し A レ 
ジス タ と ロレ ジス タ の 内 容 が 同じ な ら ば 結果 は 〇 に な り 、Z フラ ブ 
が セット され ます 。 り JP 命令 で は 、 その Z フラ ブ の 状態 を 見 て 、 セ 
ツ ト さ れ て いれ ば メメ メメ H へ 分 岐 し 、 そう で な けれ ば 次 の 命令 に 
行き ます 。 

条件 付き 分 岐 の プロ ブラ ム 例 を 次 に 示し ます (リス ト 4-6 )。 


リス ト 4-6 プロ グラ ム 例 


109 ネネ 本 本 リフ テイ 1 玉 玉 本 
119 !' 

129 * ORG gpgggh 
139 ? 

149 LDp A,3 
159 ァ LD B,3 
1e9 * 

179 " SUB B 

kB JP Z, HONO 
199 ァ 

2g9 LD B,gFFH 
219 " 

229 "NONO: JP geEBooH 





まず 、 己 レジ スタ の 値 を 判定 し ます 。 も し 人 レジ スタ と 等 し けれ 
ば 分 岐 し 、 何 も せ ず に 終了 し ます 。 そ う で お けれ ば B レ ジス タ に FFH 
ガ 設 定 さ れ て 終了 し ます (この 場合 は 、A レ ジス タ と レジ スタ が 
等 し い の で 、 政 ず ざ 分 岐 し ます )。 
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4.2 判定 し て みよ う 


条件 付き の CALL、RET 命令 に つい て も 行 つ て み ま し よう ( リ 


スト 4-Z )。 


199 
119 
129 
139 
149 
159 
169 
179 
189 
199 
299 
219 
229 
239 
249 


リス ト 4- プ 7 プログ ラム 例 


C, の FFH 





C レ ジス タ の 値 ガ が 〇 O な ら ば 、 サ ブル ー チ ン を コー ル し ます 。 そう 
で な けれ ば 、 何 も され ざ ず に 終了 し ます 。 

マシ ン 語 で |FーTHEN 文 を 実現 させ る に は 、 こ ご の よう に 条件 に 
応じ て フラ ブ を 変化 させ る 部 分 と 、 そ の フラ ブ の 状態 を みて 条件 分 
岐 さ せる 部 分 に 分 け て 書き ます 。 

フラ グ ブ を 変化 させ る 命令 に は 、SUB 命令 の 他 に も い ぐ つ が あり ま 
す 。 それ ら を 以下 に あげ て お きま す 。 詳し く は P1 40 の マシ ン 語 


命令 表 を 見 て くだ さい 。 


実行 する こと に より Z、Cy フラ ブ が 変化 する 命令 (この 本 に 出 て 
いる 命令 の み ) を あげ て み ま す 。 


①8 ピ ビッ トレ ジス タ ガ が 対象 の 場合 
・ 選 、OCy フラ ブ が 変化 する 命令 
ADD 命令 、ADO 命令 、 SUB 命令 、 SBC 命令 、CP 命令 
・Z フラ ブ だ け 変 化す る 命令 


INC 命令 、 DEC 命令 


10O 


第 4 章 プロ プラ ム の 流れ を 変え て みよ う 


@ 16 ビッ トレ ジス タ が 対象 の 場合 

・ 選 、Cy フラ グ ブ が 変化 する 命令 
ADO 命令 、 SB 命令 

・Cy フラ ブ だ け 変 化す る 命令 
ADD 命令 


e CP 命令 

P w e の 了 を 見 る と 、BASIC 側 は 変数 A の 値 が 変化 し な い の に 
対し 、 アセ ン ブ リ 言語 の プロ ブラ ム で は 、 A レジ スタ が 変化 し て レ 
まい ます 。 も ちろ ん 、 あら か じ め 人 レジ スタ の 内 容 を 、 別 の レジ ス 
ガメ モリ に 記憶 させ だ 後 で 戻せ ば 問題 あり ませ ん が 、 判定 す る だ 
びに それ で は 、 い ぐら 何で も めん どう で す 。 

マシ ン 語 に は 、 そ ん な と き の だ め に COP (コン ペア ) 命令 と いう 
命令 ガ 用 意 さ れ て いま す 。 

















①A レ ジス タ と n を 比較 する 
CP n … A-n 


@A レ ジス タ と レジ スタ の 内 容 を 比較 する 
CP Fr … A-r 


「 は 、 A、 B、 C、 D、 ヒ 、 日 、 し レジ スタ を 表し ます 。 

CP 命令 は 、 一 般 に 「 比 較 命 令 」 と 呼ば れ 、 フ ラブ だ け 変 化 さ せ 
だ い 場 合 に 使い ます 。 働き は 、SUB 命令 と に ほとん ど 同 じ で す が 、 計 
算 結果 が A レジ スタ に 入ら な い の で 、A レジ スタ の 内 容 は 変化 し ま 
せん 。 要する に 、 計 算 結果 は な く な つて し まい 、 フ ラブ だ けが 変化 
し ます 。 フ ラグ は Cy、 Z の いざ れ も 変 化し ます 。 

前 の 例 を CP 命令 を 使 つ て 書き 直し て み ま し よう (リス ト 4-8 )。 


CP B 
JP Z, メメ メメ 日 


4.2 判定 し て みよ う 


リス ト 4-8 プロ グラ ム 例 


す 本 末 末 杯 ビビ P メ イレ イ 玉 玉 本 


PD 
129 ? ORG gpggeH 
139 
149 LD Az 
159 LD B,3 
1e9 ? 
179 『 CP B 
189 ? JP Z,HOHO 
199 
2gg LD B, ら FFH 
219 
229 "HOMO: JP gEBogh 





A レ ジス タ の 内 容 が 変化 し な いこ と に 注意 し て くだ さい 。 


e |FーTHEN 文 の よう に (その 2) 
比較 、 判 定 の まとめ と し て 、|FーTHEN 文 に 相当 する マシ ン 語 プ 
ロブ ラム を ぐ 条 件 > ご と に 書き 出し て み ま す 。 


④①A と 日 が 等 し いと き 負 理 1 へ 
10 IF A=B THEN GOTO ぐ く 処 理 1 へ > 
20 ぐ く 処理 2> 
oP B 
JP ZZ, ※ メ メメ H i 処理 1 へ 分 岐 
く 負 理 ク > 
A レ ジス タ ガ ら B ロ レジ スタ を 引い て みて 、 結 果 が O 〇 で あれ 
ば メメ メメ H へ 分 岐 する 。 


@A と 日 が 等 し く な いと き 処 理 1 へ 


10 IF AS<>B THEN GOTO く 処 理 和 1 へ > 
20 ぐ く 処 理 2> 
1 
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CP_B 

JP NZ,※ メ XXH : 負 理 1 へ 分 岐 

く 処 理 > 
A レ ジス タ ガ ら BB レジ スタ を 引 | いて みて 、 結果 が 〇 で お けれ 
ば メメ メメ H へ 分 岐 する 。 


③B よ り A が 小さ いと き 負 理 1 へ 
10 IF AS<B THEN GOTO ぐ く 処 理 1 へ > 
20 ぐ く 負 理 2> 
1 


CP B 

JP CO, XX メメ HH i 処理 1 へ 分 岐 

く 処 理 ク > 
A レ ジス タ ガ ら B レ ジス タ を 引い て みて 、 結 果 が 〇 より も 小さ ぐ 
な つた ら (繰り 下がり が あつ だ ら )※ メ メメ H へ 分 岐 す る 。 


⑨⑳B と A ガ が 等 し いか 、B より A が 大 きい と き 負 理 1 へ 
10 IF A>=B THEN GOTO ぐ く 処 理 1 へ > 
20 ぐ く 処 理 2> 
! 


CP_B 

JP _NC, メ メメ xxH : 負 理 1 へ 分 岐 

く 処 理 2> 
ムレ ジス タ ガ ら レジ スタ を 8 引い て みて 、 結 果 が 〇 O み 、O よ り 
も 大 きぐ な つ だ ら (〈 繰 り 下 が り が な お つた だ たら ) メ メメ メ H へ 分 岐 す 
る 。 


⑤B よ り A が 大 きい と き 処 理 1 へ 


10 IF A>B THEN GOTO ぐ く 負 理 1 へ > 
20 2 
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CP B 

JP Z, NEXT ji 処理 の へ 分 岐 

JP _NC, メ メメ ※H : 処理 1 へ 分 岐 
NEXT : < く 負 理 2> 
A レ ジス タ ガ ら ロレ ジス タ を 8I い て みて 、 結 果 が 〇 O で な ぐ 、 し か が 
も 〇 より 大 きく な つた だ ら (〈 繰 のり 下がり が な が つ だ ら ) メ メメ メ H へ 
分 岐 する 。 


BB と A が 等 し いか 、B より A ガ 小さ いと き 処 理 1 へ 
10 IF A<=B THEN GOTO < く 負 理 1 へ > 
20 Me 
CP B 
JP C, メメ メメ H : 処理 1 へ 分 岐 
JP ZZ,X メ メメ H : 処理 1 へ 分 岐 
く 処 理 の > 
A レ ジス タ ガ ら B レジ スタ を 8| い て みて 、 結 果 が 〇 より も 小さ い 
ガ (繰り 下がり が ある ガ )、O で あつ たら メメ メメ H へ 分 岐 する 。 


②⑦A が O の と き 興 理 1 へ 
10 IF A=O THEN GOTO ぐ く 処 理 1 へ > 
20 ぐ く 処 理 2> 
1 


9 過 : 人 

JP ZZ, メメ メメ 日 : 処理 1 へ 分 岐 

く 処 理 ク > 
A レジ スタ ガ ら O を 8I い て みて 、 結 果 が 〇 で あつ だ ら メ メメ メ H 
へ 分 岐 す る 。 
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A が O 〇 で な いと き 処 理 1 へ 
1O IF AS<>O THEN GOTO く 負 理 1 へ > 
20 く 処 理 2> 
! 
CP O 
JP NZ, メ メメ xH : 処理 1 へ 分 岐 
く 処 理 2> 
A レ ジス タ ガ ら O 〇 を 引い て みて 、 結 果 が 〇 で お が つ だ ら メ メメ X 
日 へ 分 岐 す る 。 


さて 、 こ れ ら を 見 て いる と 、 パ >” と “< く =” と いう 条件 だ け は 、 
その まま マシ ン 語 に する と 、 意 外 に 大 変 だ と いう こと が わが り ま す 。 
ご の よう な 条件 の 場合 は 次 の よう に 直し て し まつ だ 万 ガ が 、 プ ロブ ラ 
ム が 簡単 に な り ま す 。 

















A>3 ー・  A>=4 
A く =3 。 一 AS く 4 


な お 、 こ れ ら は CALL 命令 や RE T 命令 で も 、 ま つた だ ぐ 同 じ よ う 
に 行う こと が で きま す 。 


* 1 ビッツ ト デ ー タ を 比較 する に は 

8 ビ ツ ト デ ー タ の 場合 は 、 CP 命令 と いう 比較 専門 の 命令 が あり 
ます が 、16 ビッ ツ ッ ト デー タ の 場合 は その よう な お 便利 な 命令 は あり ま 
せん 。 そこ で 、 例 と し て HL レジ スタ に ある デー タ を 比較 する 法 
を 考え て み ま し よう 。 ご この か 法 に は 以下 の 2 つが あり ます 。 





④ 16 ビッ ト ま と め て 判定 する 
LD BC, 1234H … 比較 対象 デー タ 
CP A … CV を O に する だ め 
SBC _ HL, BC … 村 し に を ーーB6 


JP Z, メメ メメ H 


4.2 判定 し て みよ う 


16 ビッ トレ ジス タ に 対す る 命令 の うち Z フラ ブ が 変化 する も の 
は ADO 命令 と SB 命令 だ け で す 。 比較 を 行う に は 、 SBO 命令 
を 使い ます 。 こ ご こ で は 、 BC レジ スタ に 比較 対象 の デー ツタ を 入れ て 
お き 、HL レジ スタ が ガ ら それ を 引く こ と で 判定 し て み ま す 。 

*CP 、A" は 、Cy フラ ブ を リセ ツ ト す る だ め に あり ます 。 理 
由 は 、SBC 命令 実行 の と き 、Cy フラ ブ を いつ し よ に 5I い て し まわ 
な いよ うに する だ めで す 。A レジ スタ ガ ら A レジ スタ を 引 | ぐ の で 、 
結果 は ず 〇 に な り ま す 。 そ こ で Z フラ ブ は セッ ツ ト さ れ ま す が 、Oy 
フラ ブ は リセ ッ ト さ れ ま す 。 


@ 8 ビッ ト ず つ 分 け て 判定 する 


LD A, 12H 
CP H 

JP NZ, NEXT 
LD A, 34H 
CP L 


JP Z, メメ メメ HH 
NEXT : 


初め に レジ スタ を 判定 し 、 も し 12H で あれ ば し レジ スタ を 判 
定 し ます 。 ご の 万 法 は 、 ④ に 比べ る と 少し めん どう で す が 、 3 バイ 
ト 以 上 の デー タ に 対し て も 訪 用 が ガ きく の で 、 知 つ て お い だ 万 が いい 
で し よう 。 

で は 、 ④ の 万 法 を 例 に と つて 、 プロ ブラム を 作 つ て み ま す (リス 
ト 4-9 )。 

















リス ト 4-9 プロ グラ ム 例 


199 ” ェ ネネ ネ 本 パフ テイ (16D ふ も) 本 
119 ” 

129 ? ORG epgogH 
139 

149 " LD HL, GEOGOH 
159 * Lp BC, 9EoogH 
169 ? LD A,9 





105 


106 
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5 
189 " CP A 

199 " SBC HL, BC 
299 * JP 7Z。USAGI 
219 * 

229 ? LD A。9FFH 
239 "USAGI: 

249 * JP OoEBOOH 





HL レジ スタ か ガ ら BC レジ スタ を 引き 、 も し 〇 な ら ば (等 し けれ 
ば ) “USAGI“ と いう ラベ ル に 分 岐 し ます 。 そ う で な けれ ば 、A レ 
ジス タ に FFH が 代入 され ます 。 

この 同 で は 、 初 め に HL レジ スタ と BC レジ スタ を 同じ に し て あ 
る の で 、 め ゆず 分 岐 す る こと に な り ま す 。 


e 一 般 の IF 一 THENーELSE 文 
BASIC の IFーTHEN 文 の も つと も 典型 的 な 形 は 、 次 の 2 種類 
で す 。 


の ④IF ぐ 条 件 > TEHN べく 文 > 
@IF ぐ 条 件 > THEN ぐ く 文 > ELSE べく 文 > 


ご これ ら を 直接 マシ ン 語 に 直す の は 難し い の で 、 先 ま ど の "| ビーTHEN 
GOTO" と いう 形 に 直し 、 最終 的 に アセ ンプ ブリ 言語 に し て み ま し よ 
う 。 


④ 1000 IF A=B THEN ズ ベ 文 > 

1010 ぐ 次 の 文 > 

+ 
1000 IF AS<>B THEN GOTO 1010 
1002 べく 文 > 
1010 ぐ 次 の 文 > 

\ 

CP B 


L1010: 


@ 1000 
1010 


100O 
1002 
1004 
1006 
1010 


L1006 : 
L1010: 


4.2 判定 し て みよ う 


JP NZ, L101O 
く 命 令 > 
く 次 の 命令 > 


IF A=B THEN < 文 1> ELSE く 文 > 
ぐ 次 の 文 ン 
! 
IF A<>B THEN GOTO 1006 
く 文 1> 
GOTO 1010 
く 文 2> 
次 の 文 > 
! 
CP B 
JP NZ, L1006 
く 命 令 1> 
JP L101O 
ぐ 命 令 2> 
く 次 の 命令 > 


ぐ 文 > は 、 実際 に は 複数 の 文 で め つ て も が まい ませ ん 。 ラ ベル 
\LXXXX? は 、 わ か りや すぐ する だ め に 行 番号 と 同じ に し だ だ け 
な の で 、 他 の ラベ ル に し て も が まい ませ ん 。 

ここ で は 、 も と の 文 の 条件 (A= ニ B) と 、 直し た 文 の 条件 (へ A く > 
B) が まつ だ た ぐ 正 反対 の 条件 に な つて いる こと に 注意 し て くだ さい 。 
な お 、 正反対 の 条件 と は 、 次 の よう な 式 を いい ます 。 


正反対 の 条件 


10Z 
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e 複雑 な 条件 の IF 一 THEN 文 


条 件 文 の 中 が も つと 複雑 お 場合 を 考え て み ま す 。 ご これ も 、 よ り 単 





純 な BASIC に 書き が ひえ て が ら マ シン 語 に 直し ます 。 


④ AND に より 2 つ 以 上 の 条件 を 判定 し て いる |F 文 の 場合 


1000 
1010 


1000 
1002 
1004 
1010 


IF (A=B) AND (A=C) THEN べく 文 > 
く 次 の 文 > 

\ 
IF AS く <>B THEN GOTO 101O 
IF A く >C THEN GOTO 101O 
く 文 > 


く 次 の 文 > 
\ 
CP B 
JP NZ, L101O 
CP C 


JP _ NZ, L101O 
ぐ 命 令 > 


L1010: ご 次 の 命令 > 


OR に より 2 つ 以 上 の 条件 を 判定 し て いる |F 文 の 場合 


100O 
1010 


100O 
1002 
1004 
1010 


IF (AB) OR (A=C) THEN < 文 > 
く 次 の 文 > 

1 
IF A=B THEN GOTO 10O4 
IF AS く >C_ THEN GOTO 101O 
完 箕 テ 
く 次 の 文 > 

\ 

CP B 


4.3 ルー プ し て みよ う 


JP Z L1004 
CP C 
JP NZ, L1010 
L1004 : 。 ぐ 命令 > 
L1010: ぐ 次 の 命令 > 





43 ルー プ し て みよ う 


ある 条件 が 成立 する まで 、 同 じ 作業 を 繰り 返し 行う こと を 「 ル ー 
プ 」 と いい ます 。 BASIC で は 、 FORーNEXT 文 ガ が これ に あ だ り 
ます 。 し が し 、 マ シン 語 に は この よう な 、 繰り 返し 専門 の 命令 は あ 
り ま せん が ガ ら 判定 」 する 記法 を 太 用 し て 、 そ の が わり を させ る ご 
と に し ます 。 


1000 FOR _N=1 TO 10 
1010 < 文 > 

1020 NEXT_N 

103O ぐ 次 の 文 > 


FORNEXT 文 は 、 く 文 > を 1 回 実行 する ご と に 、 変 数 N に 1 
を 足し 、 その 回 数 を 数 えま す 。 そし て 、 変数 N の 内 容 が 1O に な っ 
だ と ころ で ルー プ ガ ら 抜 ける よう に な つて いま す 。 

これ を IFーTHEN 文 に 書き 直す と 次 の よう に な り ま す 。 





1000 _N=1 

1010 IF N=11 THEN GOTO 1050 
1020 く 文 > 

1030_N=N+1 

1040_GOTO 1010 

105O ぐ 次 の 文 > 

(N=1 、 つの 、3・・・・10 の と き に ぐ 文 > を 実行 ) 


109 
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ご の と き の 変 数 N の よう に 、 回 数 を 数 える だ め の も の を 「 カ ウン 
タダ 」 と いい ます 。 ご の 場合 は 、 カ ウン タ を どん どん 足し て いつ て 、 
ある 数 に な つた ら ル ー プ を 抜け る よう に し て いま す が 、 要 する に ル 
ー プ を 何 回 繰り 返し た 数 える だ け な ら ば 、 次 の よう に 書い て も 同 
じ で す 。 

1000_N=10 


101O IF _N=O THEN GOTO 105O 
1020 く 文 > 























1030_N=N-1 

1040 GOTO 1010 

1050 ぐ 次 の 文 > 

(N=10、 9、8・・・・1 の と き に ぐ 文 > を 実行 ) 


カウ ンタ に 10 を 設定 し て 、 そ こ ガ ら 実 行 す る ご と に 1 を 引い て 
いき 、 〇 に な つ だ ら 終 わり に な り ま す 。 ご の よう に 書き 変え だ 理由 
は 、1010 行 で 変数 N ガ 1 1 で ある こと を 判定 する より も 、O で 
ある こと を 判定 する 万 が 、 マ シン 語 に し た と き プ ロブ ラム が 簡単 に 
な る が ガ ら です 。 

で は 、 ご これ に 相当 する マシ ン 語 の プロ ブラ ム を 作 つ て み ま す 。 ま 
ず 、 カ ウン タ を メモ リ に する が ガ 、 レ ジス タ に する ガ を 決め ます 。 今 
回 は 、 あ つか い の 簡 単 な お レ ジス タ に し ます 。 カ ウン タ に は どの レジ 
スタ を 使っ て も ガ ひま いま せん が 、A レジ スタ を 選ん だ りす る と 、 8 
ピット の 計算 を し な けれ ば な ら な いと き 、 わ ざわ ざ カ ウン タ の 値 を 
PUSH し な けれ ば な り ま せん 。 

レジ スタ に は 、 あ る 程度 の 役割 と いう も の が あり ます 。 は つき り 
と 決ま つて いる わけ で は あり ませ ん が 、 カ ウン タ に は BC レジ スタ 
(2 ら 55 回 以内 の ルー プ で は 、 そ の どちら が ) が 使わ れる こと が 多い 
よう で す 。 ここ で は 、 B レ ジス タ に カウ ンタ の 役 を つと め て も らい 
まし よう 。 









































4.3 ルー プ し て みよ う 


LD B, 10 
L1O1O: JP Z L1O5O  …⑨ 
ぐ 命 令 > 
DEC B 
JP L101O 


L1O5O: べく 次 の 命令 > 


DEO 命令 で は 、B レジ スタ が ガ 〇 O に な つっ たと き に 限り 、Z フラ ブ 
を セツ ト し ます 。JP 命令 は フラ ブ を 変化 きせ な い の で 、 フ ラブ は DEC 
命令 の と き の 状 態 を 保ち つつ の ④ の JP 命令 を 実行 し 、Z フラ ブ が ガセ 
ツ ト さ れ て いれ ば 、 し 1050O と いう ラベ ル に 分 岐 し ます (だ だ し 、 
この ルー プ に 入る 前 に Z フラ ブ を リセ ッ ト し て お が な いと 、1 度 も 
ルー プ せ ざ ず に L 1050 に 分 岐 し て し まう こと が あり ます )。 

この ルー プ を さら に 簡単 に し て み ま し よう 。 


LD B, 40 
LOOP : 命令 > 

DEC B 

JP NZ, LOOP 

く 次 の 命令 > 


も うお わか り で きす ね 。 な お 、 当 然 の こと な が ら 、 ぐ 命令 > の 中 で 
レジ スタ の 値 を 変え て は いけ ませ ん 。 

例 と し て 1 ガ ら 10 まで 、 値 を 足す プロ ブラム を 作 つ て み ま す ( リ 
スト 4-10)。 














リス ト 4-10 ブロ グラ ム 例 


LD A, の 
169 LD C,1 


179 


1 の の! : ネ ネネ 訂 床 LUOP 1 玉林 玉 本 
119 " 
129 ? ORG の OD9 ら Oo9H 
139 ? 
149 " LD B,19 

テ 

テ 

r 
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189 
199 


219 
229 
239 


? LOOP : ADD 


INC 
DEC 
JP 


JP 





B レジ スタ が ガ カ ウン タマ です 。 C レ ジス タ の 値 は ルー プ す る ご と に 


1 増え て いき 、 そ の だ びに AA レジ スタ に C レ ジス タ の 値 が 足 さ れ ま 


す 。 そ れ を 1O 回 繰り 返す こと に より 、A レジ スタ に は 1 おら 10O 








回 








まで 足 さ れ だ 数 値 が 入る こと に な り ま す 。 


* も う 1 つの ルー プ 


ルー プ に は 、 あ る 一 定 回 

















数 だ け 繰 り 返 す ル ー プ の 他 に 、 あ る 条件 


が 成立 する まで 繰り 返す ルー プ が あり ます 。 こ の ルー プ に は 2 つの 
万 法 が あり 、BASIC で 書く と 次 の よう 


④ 条件 が 成立 し て いれ ば 、 ぐ 文 > を 1 回 


ルー プ ( 図 4-4 ) 








に な り ま す 。 








も 実行 し な は く て いい と き の 


1000 IF AB THEN GOTO 103O 
1010 べく 文 > 
1020_ GOTO 1000 
1030 ぐ 次 の 文 > 


国 4-4 フロ ー チ ャ ー ト 





状 中 





























4.3 ルー プ し て みよ う 





@ 条件 が 成立 し て いて も 、 尿 ざ ず 1 回 は ぐ く 文 > を 実行 し た いと き の ル 
ー プ ( 図 4-5 ) 














10OO < 文 > 
101O IF A<>B THEN GOTO 1OOO 
102O ご 次 の 文 > = 
Cm_@) 
| 移 理 | 
| 
し ー 独立 


L 
図 4-5 フロ ー チ ヤー ト (CAw 7) 


これ ら に 相当 する マシ ン 語 の プロ ブラ ム は 、 次 の よう に な り ま す 。 





④LOOP : CP B 
JP Z, EXIT 
命令 > 
JP LOOP 
EXIT : ぐ 次 の 命令 > 


@LOOP : ぐ 命 令 > 
CP B 
JP NZ, LOOP 


どちら も 、A と 日 ガ 等 し けれ ば 、 ループ を 抜け ます 。 ①④ で は ぐ 命 
令 > が 実行 され る 前 に 条件 が 判定 され る だ め 、1 回 も ぐ 命 令 > を 実 
行 し な いこ と が あり ます 。 そ れ に 対し @ の 場合 は ぐ 命 令 > を 下 ず 1 
回 は 実行 し ます 。 

④① は 、 災 の よう な お 書き 万 も で き 、 こ うす る と ②@ と の 条件 の 違い が 
よ ぐ わが り ま す 。 
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③ 条件 が 成立 し て いて も 、 ガ な ら ず 1 回 は ぐ 文 > を 実行 し た いと き 











の ルー プ そ の 2 ( 図 4-6 ) 


1000 _ GOTO 102O 
1O4O べく 文 ラ 
1O2O IF AS<>B THEN GOTO 1010 


ae うり 
| - 
| | 委 理 
図 4-6 フロ ー チ ャ ー ト | ト 
し で * > 
JP ENTER Ta 
LOOP: < 命令 > ーー で) 
ENTER : JP NZ, LOOP ューー デ ン 











① と ② の プロ グラム 例 を 示し ます 。 どちら も B レジ スタ の 内 容 が 
1O に な る まで ルー プ を 行う よう に な つて いま す 。 よ ぐ 見 比べ て み 





て ぐだ さい (リス ト 4-1 1 、 リ スト 4-12)。 


リス ト 4- 1 1 プログ ラム 例 


1 の 9 「 ネネ 本 末 LUDP 2 本 本 本 
119 ァ 

129 y ORG OD ら りら OH 
139 " 

149 * LD A。 19H 
159 * LD B, の OFFH 
169 ? 

179 "LOOP:CP B 

189 ? JP Z,。EXIT 
199 ? DEC B 

299 ? JP LOOP 
219 "EXIT 

229 * JP OEBOOH 


4.3 ルー プ し て みよ う 


リス ト 4- 12 ブロ グラ ム 例 


199 ” 』 ょ ネネ 訂 本 LUUP 3 ネ 玉 玉 * 


119 " 
129 
139 
149 
159 
169 
179 
189 
199 ! JP 
299 "EXITs 

219 ! JP 


貼 
ロ 


LOOP : DEC 


gD9 ら 99H 


Az 19H 
B, の OFFH 
B 

B 
NZ,LOOP 


CEBOOH 





暴走 は どう し て お こる の か 





マシ ン 語 の プ | 
だ ん に リセ ッ ト が : 
だ り し て 、 せ つか が 
す 。 ご この よう ね な 状 
り の 回 る わけ で は あ 
暴走 し た 状態 を 
プロ グラ ム が 暴走 
お ちい つて し まつ 





























④① プロ グラ ム が 氷 久 ルー プレ し て し まつ て いる 

永久 ルルー プ と は 、 い つま で も 同じ 部 分 を 実行 し て 、 ル ー プ か 
ら 抜け な いこ と を いい ます 。 フ ラグ ブ の 判定 な ど を 誤 つ て いる と 
お こし や すい の で 、 判 定 す る と き は よ ぐ 考え て がら 行い まし よ 


う 。 





| プラム を 作る 機会 が の 必 く な る と 、 実行 し た と 
か つた り 、 ウ ン と も スン と も いわ な ぐ な つ 
ぐ の プロ ブラ ム が 水の泡 と な る こと が あり の ま 
態 を 「 暴 走 , と いい ます (別に 足 が は えて 走 
り ま せん よ )。 

マシ ン 語 が ら み る と 、 例 えば 私 だ ち が 作 つ だ 
し て し まつ だ 場合 は 、 次 の どちら が の 状態 に 
て いる と 考え られ ます 。 























@ プロ グラ ム 以 外 の 場所 に 分 岐 し て し まつ だ 

コン ピュ ー タ は 、 PC レジ スタ の 指す メモ リ の 内 容 を マシ ン 
語 の 命令 だ こし て 、 ど ん どん 機械 的 に 実行 し て いる だ け で すか が 
ら 、 目的 以外 の アド レス に 分 岐 し て し まつ て も 、 実行 が 止ま る 
わけ で は おく 、 わ け の わからない デー タダ を も 命令 だ と し て 実行 
し 続け ます 。 暴 走 と は 、 本 来 こ の よう な 状態 を いい ます 。 ご これ 
は 、 プロ ブラ ム や スタ ッ ク を 破壊 する よう な プロ ブラ ム を 実行 
し だ 場合 に も お こり ます 。 















































な お 、 マ シン 語 を 実行 し た と き に 、 エ ラー メッ セー ジ が 出る 
こと が あり ます が 、 これ は 暴走 の 際 、 だ まだ ま BASIC の エラ 
ー ル ー チ ン を 実行 し て し まつ た 結果 で す 。 こ の メッ セー ジ を 信 
し て は いけ ませ ん 。 

MSX は 電源 を 入れ る と (リセ ッ ト す る と ) OOOOH 番地 か 
ら 実 行 し 始め ます 。OOOOH 番地 に は イン タプ リ ダ へ 分 岐 する 
命令 が 書 が れ て いる の で 、 そ の と き 暴 走 す る こと は あり ませ ん 。 
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9 MSX の 手足 、 入 出力 装置 


今 まで に 出 て きだ た 、 レ ジス タ や メモ リ と いつ だ もの は 、 人 に だ と 
える な ら 頭 の 中 の で き ご と に 過ぎ ませ ん 。 で すら 、 い ぐら すご い 
ご と を 考え よう と も 、 そ れ を 表現 する 手段 が なけ れ ば 、 そ の 考え は 
何 の 役 に も だ だ な いこ と に な り ま す 。 ま た だ 、 逆 に 外 ガ ら デ ー タ ガ 入 
つて こ な け れ ば 、 状 況 の 変化 な ど を 知り 、 そ れ に 応じ て 対処 する ご 
と も で きま せん 。 そ の だ め 、 人 に は 口 や 田 、 耳 、 目 、 足 、 と いつ 
だ 、 外 と の や り と り を する 部 分 びそ なわ つ て いま す 。 

MSX の 場合 も そこ は まつ だ ぐ 同 じ で 、 デ ー タ を 入力 する ため に 、 
キー ボー ド や ジョ イス ティ ツク な ど が 、 出 力 す る だ ため に 、 モ ニタ マテ 
レビ や プリ ンタ な どの 周辺 装置 が 使え る よう に な つて いま す 。 で す 
が ら 、 これら を コン トロ ー ル で き な ぐ て は 、 マ シン 語 ガ びわ が つ だ と 
は いえ な いわ け で す 。 

で は 、 そ れ ら 入出 力 装置 と や り と り を 行う 手始め と し て 、 み な さ 
ん が も つと も 興味 の ある と 思わ れる 、 画 面 表示 お ら 始 め て み ま し よ 
つ 。 





























e 画面 に 文字 を 表示 させ だ い 

文字 を 表示 する こと は 、 と て も 大 切な こと で す 。 こ れ が で き な い 
と 、 和 め 要 な メ ツ セー ジ を 表示 し た り 、 詩 算 結果 を 知る こと が で きま 
せん 。 い まま で 、 メ モリ の 中 ば が り 見 て きだ わけ で すら 、 こ こら 
で パ ア ッ と 自分 の 名 前 で も 、 マ シン 語 を 使 つて 画面 に 表示 させ だ い 
人 も いる こと で し よう 。 

さ つ そ ぐ 画 面 表 示 を 行う 、 PRINT 文 に 相当 する よう な お 命令 を 紹 
介 ……… と いき だ いと ころ な の で す が 、 困 つ だ こと に マシ ン 語 に そ 
の よう な 命令 は な おい の で す 。 さ ら に 言 つ て し まえ ば 、 キ ー ボ ー ド が 
ら 入 力 し な 文字 を 読み 取 つ だ り 、 絵 を 書い た り 、 音 を な らし た りな 
ど 、 特 定 の 入出 力 装置 と デー ツタ を や り と りす る よう な お 命令 は まつ だ 
く 存 在 し ませ ん 。 











5.1 MSX の ま 足 、 入 出力 装置 


で は 、 ど の よう に し た ら 、 こ ご の よう な こと が で きる の で し よう が 。 
それ に は 、 MSX の 中 身 と 、 その 和 構成 を 知る の が 一 番 で す 。 図 5- 1 
に それ を 示し た の で 見 て み ま し よう 。 
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図 5-1 MSX の 構成 
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e MSX の ハー ドウ エア を 探っ つて みよ う 

「 ハ ー ド ウエ ア 」 と は 、 コ ンピュータ を 構成 する 装置 を いい ます 。 
それ に 対し 、 プロ ブラ ム な どの デー を 「 ソ フト ウエ ア 」 と いい ま 
す 。 ご こ で は , MSX の 入出 力 装置 を コン トロ ー ル する だ め に 、 前 の 
國 を 見 な が ザ ら 少し だ け ハ ー ド ウエ ア に 触れ て み ま し よう 。 

MSX な どの コン ピュ ユー タ は 、CPU (シー ピー ユー)、 メ モリ 、 
|/O (アイ オー) の 3 つの 部 分 ひか ら でき て いま す 。 

CPU と は 「Central ProoeSsing Unit」 の 上 で 、 訳 す と 
「 中 央 演算 処理 装置 」 こ いい ます 。 CPU は コン ピコ ユー タ の 中 的 存 
在 で あり 、 マ シン 語 を 解読 し て 実際 の 処理 に 結び 付け 、 実 行 す る 所 
で す 。 さん ざん 使っ て きだ レジ スタ は 、 この 中 に 収め られ て いま す 。 

メモ リ は 、 い まま で に 言っ た よう に 、 マ シン 語 で あつ か う デ ー タ 
や マシ ン 語 の プロ ブラ ム な ど を 記憶 し て お ぐ 部 分 で す 。 メ モリ は CPU 
の 指令 に より 、 デー タ を CPU に 送 つ を り 、 CPU ガ ら 送ら れ て き 
だ デー タ を 記憶 し た り し ます 。 

|/O と は 「Input ノ Output Unit」 の 昭 で 、 お よそ すべ て の 入 
出力 装置 が つなが つて いる 部 分 で す 。 カ セッ ト 、 キ ー ボ ー ド 、 プ リ 
ンタ 、VDP( 画 面 を コン トロ ー ル する 部 分 )、PSG( 音 声 を コン ト 
一 ル す る 部 分 ) と いつ た も の は 、 ど れ も こ こ を 介し て 接続 され て 
いま す 。 

| ア O に は アド レス と 同じ よう な 「 ポ ー ト 番号 が 割り 当て られ て 
お り 、OOH ガ ら FFH まで の 256 バイ ト の 空間 を 持つ て いま す 。 
この 空間 を 「| プ 〇 ポー ト 」 と いい ます 。 そし て 、| プ 〇 ポー ト の いざ ず 
れ ガ が の と ころ に 名 入出 力 装置 が 割り 当て られ て お り 、 装 置 と この や り 
と り は 、 そ の ポー ト に 対し 、 デ ー タ を 読み 書き する こと で 行わ れ ま 
す 。 | ンプ 〇 ポー ト は マシ ン 語 で は IN (イン ) 命令 と OUT (アウ ト ) 
命令 で 読み 書き で きま す (この 命令 に つい て は 、 特 に 覚え る 和 め 要 は 
あり ませ ん )。 

|ZO ポー ト の 状態 は BASIC の INP 文 で も 見 る こと が で きる の 
で 、 少 し 実験 し て み ま し よう 。 カ セツ ト に デー タダ の 入 つ て いる テー 
プ を セッ ツ ト し て 、 ロ ー ド 状態 に し ます (リモ ー ト 端子 は 外し て お き 







































































5.2 画面 に 文字 を 出し て みよ う 





ます )。 そ れ か ら リ スト ら 5-1 の プロ ブラ ム を 実行 し て みて ぐだ さい 。 











リス ト 5- 1 BASIC の ブ プログラム 


199 「* ネ * ネ * 力 セト カラ ノ シフ コウ ヲ カフ ニ フ ネネ 

119 

129 CLEAR 199:CLS 

139 LOCATE の ,9 

149 A=&HA2 

159 D=INP(A) 

169 PRINT HEX$(AD:"H ニ 5 

179 PRINT RTeHTs く "999999"+B1NeD・ 8) 
189 PRINT RIGHT を ("の "+HEX 和 CD) 。2)35 7 う " 
199 GOTO 139 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 一 


カセ ッ ツ ト ガ ら デ ー タ 音 が 聞こ える と 、 ビ ピット / が 変化 し ます ね 。 
カセ ッ ツ ト の 信号 は 、 こ の AZH 番地 の ビッ ト 7 の ポー ト ガ ら 入 つて 
ぐる の で す 。 

他 の 装置 に し て も 、 こ れ ほ ど 簡 単 で は あり ませ ん が 、 や は り ポ ー 
ト を 介し て つなが つて いる わけ で す 。 そ の だ め 、 も し 入出 力 装 置 を 
直接 コン トロ ー ル し よう と 思 つ だら 、 マ シン 語 の 命令 を 覚え る 他 に 、 
その 装置 に つい て の し つか り し た だ 知識 も め 要 に な り ま す 。 











5 の 画面 に 文字 を 出し て みよ う 














入出 力 装置 を コン トロ ー ル する に は 、 本 来 な おら ば 1/ 〇 ポー ト を 介 
し て 、 デ ー タ の や り と り を し な けれ ば な り ま せん 。 し が し 、 こ れ に 
は MSX の ハー ドウ エア を 詳し ぐ 知 る 邊 要 が あり 、 ま だ MSX の 場 
合 、 機 種 や 目的 に よ つ て や り 万 が 少し 異な る 場合 も め る の で 、 ガ な 
り だ た い へ ん で す 。 その だ め MSX に は 、 ハー ドウ エア に 対し ある 程 
度 の 知識 が あれ ば コン トロ ー ル で き 、 さら に どの MSX で も め ござ 動 
作 す る よう な プロ ブラ ム が 作れ る よう に 「BIOS (バイ オス )」 と い 
う サ ブル ー チ ン 群 が 用 意 さ れ て いま す 。 そ し て 、 入 出力 を 行う と き 
に は 、 ほ と ん ご どの 場合 BIOS を 使う よう に 定め られ て いま 9。BASIC 
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イン タプ リタ も 、 入 出力 装置 を コン トロ ー ル する と き 、 BIOS を 合 
つて いま す 。 ち な み に 、BIOS と は 「Basic・Inout・Output・ 
SysStem」 を 略し た も の で す 。 

BIOS の 使い 万 は 簡単 で 、 一般 的 に は 和 め 要 な デー タ を 所 定 の レジ 
スタ に 設定 し 、 後 は 目的 に 褒 じ た BIOS を コー ル す れ ば いい こと に 
な つて いま す 。 で は 、 手始め に PRINT 文 の よう に 、 画面 の カー ソ 
ル 位 置 に 文字 を 表示 する BIOS を 紹介 し まし よう 。 











・ 画面 の カー ソル 位置 に 1 文字 表示 する BIOS の ルー チン 


ラベ ル 名 CHPUT 

アド レス OOA2H 

変化 する レジ スタ な し 

使い 方 A レジ スタ に 表示 し だ たい キャ ラフ タコ ー ド を 設 
定 レ コー ル す る 


「 ラ ベル は 、BIOS を 作 つ た 人 が 決め た 、BIOS ルー チン の 
名 前 で す 。 こ れ を EOU 命令 で 定義 し て 使用 する と 、 他 の 人 に も わ 
お りや すい プロ ブラム を 作る こと が で きま す 。「 ア ドレ ス 」 は 、 そ 
の ルー チン の 開始 番地 で す 。 「 変 化す る レジ スタ 」 は 、 そ の ルー チ 





リス ト 5-2 プロ ブラム お よび 実行 例 


199 「: ネ 本 1 モ シ ジー ヒョウ シー ネネ 本 玉 
119 ! 


129 CHPUT EQU ggA2H 
139 

149 ORG gpgggH 
15g 

1eg Ar 41H 


CALL CHPUT 


門 
ビ 








5.2 画 画 に 文字 を 出し て みよ う 


ン を コー ル し て 戻 つ て きた と き 、 内 容 が 変化 し て いる レジ スタ の 名 
前 で す 。 も し 、 内 容 を 壊し た こない レジ スタ が 変 化す る こと に な つ 
て い だ 場 合 は 、 あ ら ガ じ め 表 避 し て お きま し よう 。 

それ で は 、 例 と し て 文字 ^A” を 表示 する プロ プラム を 作 つ て み ま 
す (リス ト 5-2 )。 

















e 文字 の あつ か い 方 

マシ ン 語 で は 、 文 字 を 1 バイ ト の 数 値 に 変換 し て メモ リ に 記 悦 さ 
せ て いま す 。 つ まり 1 つの 数 値 は 、 ひ と つの 文字 (キャ ヤラ クタ ) に 
対 式 し て いる わけ で す 。 ご の 数 値 の こと を キヤ ラク タコ ー ド と 呼び 、 
MSX で は 表 ら - 1 の よう に 対 褒 し て いま す 。 MSX で は "と し だ 




















































































































3|1415 EBI3ESC3IEE Eo 

olelp p | 人 | ー| タ | ミ | た | み 

!|11A1O | q| 筐 | あ ァ | チ | ム | ち | む 
2|% "|zlmlmlslrlmlelr| ィ | ッ |x| っ | ぁ 
3|* 昌 slslclslclsle| ぅ |2|* モ | て |s 
4| 本 $|4|p|Tld|ltIO| ぇ ェ | ト | ャ | と | や 
内 還 回 回 回 回 還 品 首 同 回 回 捉 四 思 
IE 半 計 回 欄 
4|17| 日 7|eGIWIlglw| ぁ | き | ァ | キ | ヌ | ラ | ぬ | ら 
| ロ ( slmlxlplxlekl<|k|2l*|yls[ リ 

1 ・ 

k 過 司 民 91IIYIily 19 2| ケ | ノ | ル | の る 
Al 時 引 ま 1 び 1Z グ 本 12 EAT = ェ リコ トバ が 区 | は よれ 
Bl 分 :|KI[|k|l| ぉ | さ |4| サ | ヒ | ロ | ひ | ろ 
C 了 Ll\lIIII ゃ | し | ャ | シ | フ 17 | ふわ 
D 大 MI] |mllle| す | ュ | ス | ヘ | ン | へ | ん 
E 中 | . NlI^|ln|<| ょ | せ | ョ | も | ホ |*| ほ 
F 19 | 一 | 5 っ 1 そ | ッ ソン |1 マ 1 1 ま 








⑱ CHPUT ル ー チ ン で は 00H 一 1FH ま で が コン トロ ー ル キャ ラク タ と な っ て いま す . 


表 5-1 キャ ラフ マコ ー ド 表 
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の は 、 他 に も いろ いろ な 対 太 が ある だめ で 、 他 の コン ピ ユ ー タ を 使 
う 場 合 に 気 を 付け な けれ ば な ら な い 点 で も あり ます 。 

ご の 表 の OOH て 7FH まで の キヤ ラク タコ ー ド は 、 特 に 「 ア スキ 
ー コ ー ド 」 と 呼ん で いて 、 全 世界 共通 に 使わ れ て いま す (だ だ し レア 
スキ ー コ ー ド と いう つ 名 前 が あま り に も 有名 で ある た だめ 、 表 ら - 1 全 
体 の こと を アス キー コー ド と し て 表現 し て し まう 場合 も あり ます )。 

ご の 表 に よる と ^A” と いう 文字 の キャ ラフ タコ ー ド は 41H で 
ある こと が わか り ま す 。 まだ 逆 に キヤ ラク タコ ー ド 42H が 表す 文 
字 は “B” と な り ま す 。 こ の コー ド を VRAM に 書き 込む こと に よ 
り 、 対応 する 文字 が 画面 に 表示 され ます (だ だ し VRAM の どこ に 
書い て も 表示 され る わけ で は あり ませ ん )。 

BASIC で 、 特 定 の 文字 の キャ ラフ タコ ー ド や 、 キ ヤラ クタ コー 
ド に 対 功 する 文字 を 求め る とき は 、 次 の よう に し ます 。 











・ 文 字 YA” の アス キー コー ド を 16 進数 で 求め る 
PRINT HEX$ (ASC CA )) 

41 

Ok 


・ キ ャ ヤラ クタ コー ド の 43H が 表す 文字 を 求め る 
PRINT CHRS (&H43) 

C 

Ok 


マシ ン 語 で は 、 文 字 そ の も の を あつ お うこ と が で き な い の で 、 キ 

ヤラ クタ コー ド を 使う し ガ お あり ませ ん 。 し が し 、 ア セン ブリ 言語 で 
プロ プラ ム を 作る 場合 に は 、 も う 少 し 文字 が あつ が いや すい よう に 
ぐふ うさ れ て いま す 。 
だ と えば “A” の キヤ ラフ クタ コード で ある 41H を プロ ブラ ム 中 
に 書 こ うと し た と き に 、 そ の 代わ り と し で 'A' と 書 こ こと が で きる よ 
うに な つて いま す 。 これ も 、 アセ ン ブ ル し だ と き に は 結局 41H と 
いう キャ ラク タコ ー ド に な つて 、 マ シン 語 に 組み 込ま れ ます 。 
































5.2 画 画 に 文字 を 出し て みよ う 


アセ ンプ ブリ 言語 アセンブル マシ ン 語 


LD  A 41H 
LD AA 


SE 41 
SE 41 


e 長い 文字 列 を 表示 し て みよ う 

さき ほど は 、 と りあ えす 画面 に 1 文 だ け 表 示し て み ま し だ 。 レ 
が し 、 現実 に は 1 文字 だ け 表 示す る こと は まれ で す 。 そこ で 、1 文 
字 以 上 の 文字 列 を 表示 する 万 法 を 考え て み ま し よう 。 

1 番 わ か りや すい 記法 は 、 す な お に 全部 1 文字 出力 する こと で す 


(リス ト 5-3 )。 


リス ト 5-3 プロ グラ ム お よび 実行 例 


109 「 ネネ 本 モジ ー レ リヒ ョ ウシ ー 1 ネネ 玉 玉 
ァ 


119 

129 ?CHPUT EQGU 
139 ! 

149 * ORG 
159 ! 

169 " LD 
179 ヶ じ CALL 
189 " 

199 ? LD 
299 " CALL 
219 " 

229 * LD 
239 * CALL 
249 ! 

259 ? LD 
26g " CALL 
279 ? 

289 * LD 
299 " CALL 
399 * 

319 " RET 


99A2H 
OD ら 99H 


Ar KY 
CHPUT 


AEY 
CHPUT 


A。 7 17 
CHPUT 


Ar KY 
CHPUT 


Ar ロ P 
CHPUT 





DEF USR=&HDG9O 


A= ニ USR(9) 
KEIKO 
Ok 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 
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ご の 万 法 は 簡単 で いい の で す が 、 あ まり 文字 数 が ガ 多 いと 、 プロ ブ 
ラム が 大 きぐ な り 、 作る の が めん どう に な り ま す 。 そ ご こ で 一 股 に は 
リス ト 5-4 の よう お 万 法 が と られ ます 。 











リス ト 5-4 プロ グラ ム 例 


19 の 9 "ネネ 本 本 本 モジ シーレ リヒ ビョウ シー 2 玉林 本 
の 


119 

129 "CHPUT EQU の ら 9A2H 

139 ? 

149 ! DRG gDOg9H 

159 * 

169 LD HL , NAME 

179 ! 

189 "LOOP: LD、 Az (HL) 

199 " CALL CHPUT 

2go " INC HL 

219 ! CP 9 

229 * JP NZ,LOOP 

239 ! 

249 『 RET 

259 " 

269 ?NAHE: DEFR *KEIKO* 
5 


279 DEFB goH 





初め 、HL レジ スタ に 文字 列 の 先頭 アド レス を 設定 し て お き 、 文 字 
デー タ が ガ OOH に な る まで 、1 文字 出力 を 繰り 返し ます 。 ここ で で 
て きだ DEFM( デ ファ イン メモ ! リ ) 凍 令 は アセ ン ブ ラ の 宮 似 命令 で 、 
アセ ン ブ ル し だ と き に オペ ラン ド の 文字 列 を キヤ ラフ タコ ー ド に 変 
換 す る と いう 働き を し ます 。 


* デー タ を 設定 し て みよ う 

DEFM 命令 は 、 文 字 デ ー タ を 設定 する 命令 で す 。 こ ご の よう な デー 
設定 命 令 を 書い て お ぐ と 、 アセ ン ブ ル し た と き 、 この デー タ は 2 
進数 の 形 に 変換 され その まま メモ リ に 置 が れ ま す 。 

ご の 命令 は BASIC で いう と 、DATA 文 に 近い と いえ ます 。DATA 
文 を 使う こと 、 デ ー タ だ け ま と め て 管理 で きる の で 、 プ ロブ ラム が ス 
ツキ リ と し ます 。BASIC で は 、 ど ん な デー タ も DATA 文 で 書く 














5.2 画 軸 に 文字 を 出し て みよ う 


こと が で きま す が 、 ア セン ブラ で 書 ぐ 場合 は 、 データ の 形式 に よ つ 
て 異な り 、 DEFM 命令 も 含め 以下 の 4 種類 の 医 似 命令 ガ 用意 る され 
て いま す 。 





④①DEFB (デフ ァ イ ン バイ ト ) 命令 
DEFB _n, n, n… 
メモ リ に 8 ビッ ト の デー タ を 設定 し ます 。 カ ンマ で デー タ を 
切れ ば 、 複 数 個 の デー タ を 書く こと が で きま す 。 





図 


@ DEFM (デフ ァ イ ン メモ リ ) 命令 
DEFM 文字 列 ' 
メモ リ に 文字 列 の デー タ を 設定 し ます 、 オ ペラ ンド は 1 つ だ け 
で 、 カ ンマ で 区 切る よう な こと は で きま せん 。 


③DEFW (デフ ァ イ ン ワー ド ) 命令 
DEFW nn, nn, … 
メモ リ に 16 ピッ ト の デー タ を 設定 し ます 、 デ ー タ は 上 位 8 ビ 
ツ ト と 下位 8 ビット ガ が 逆 に メモ リ に 書 が れ ま す 。 お も に 、 ア 
レス と し て の デー タ を 設定 する 場合 に 使わ ね れ ます 。 カ ンマ で | 
切れ ば 複数 個 の デー を 書 こ こと が で きま す 。 


た 





図 


⑨@DEFS (デフ ァ イ ン スト レッ ツジ ) 命令 
DEFS n 
n バ イト 分 の メモ リ を 確保 し ます 。 


これ ら の 似 命令 を アセンブル し て み ま し よう (リス ト ら - ら 5 )。 





12Z 
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リス ト 5-5 アセ ン ブ ル リ スト (プリ ンタ 出力 〉 


199=: ェ ネ キネ DATA 玉森 

116: 

129s Do らら 9 ORG ら DO ら OH 

139* 

149: DO99 41424144 DAT1s DEFB 65,42H。?AY。68 
169s Do94 42414443 DAT2=: DEFM 4142H。? CDY 
189s DooB 41424344 DAT3=: DEFM "ABCD* 

299: D99C DAT4: DEFS 8 

229: DO14 FFFFFF DATSs DEFB OFFH, の OFFH, 255 
Doe99 DAT1 DO らら 4 DAT2 Do98 DAT3 

D9g9C DAT4 De14 DAT5 








5③ キー ボー ド か ら 入 力 し て みよ う 


BASIC の INPUT 文 に あ だ る BIOS に は 、 次 の よう な も の が あ 
り ま す 。 BASIC の INPUT 文 で は 、 長い 文字 を 入力 する こと が で 
きま す が 、 こ れ は CHPUT 同様 1 文字 し が 入力 する こと し が で き 
ませ ん 。 何 文字 ひま と め て 入力 させ だ い 場 合 は 、 ご の ルー チン を 何 
度 ガ コー ル す る 邊 要 が あり ます 。 


・ キ ー ボ ー ド ガ ら 1 文字 入力 する た め の BIOS の ルー チン 


ラベ ル 名 CHGET 

アド レス OOgFH 

変化 する レジ スタ AF 

使い 方 コー ル す る と キー 入力 待ち に な る 。 キ ー 入 力 す 
る と その 文字 の アス キー コー ド が A レジ スタ に 
入 つ て くぐる 


CHPUT の 場合 は 変化 する レジ スタ が あり ませ ん で し だ が 、 こ ご 
で は AF レジ スタ が 変化 し て し まい ます 。 よ ぐ ある 話 で す が 、 コー 
ル す る 前 に フラ ブ を 変化 きせ 、 コ ー ル し だ 後 そ の フラ ブ を みて 分 岐 
する よう な 場合 に 、 コー ル 先 で フラ ブ が 変わ つて し まつ て 、 正 常に 





動作 し な いこ と が あり 8 
スタ を 退避 し 、 堅 実 な プロ プラ ム を 作り まし よう 。 


5.4 カー ソル を 移動 させ て みよ う 


ます 。 ど ご どこ ご か を コー ル す る 前 に は 、 私 ず レ ジ 





























例 と し て 、 入 力 し だ 文字 を その まま 画面 に 出す プロ ブラ ム を 作っ 
て み ま す (リス ト 5-6 )。 





リス ト 5-6_ ブ プロ グラ ム 例 


199 ! : 玉林 モジ シー ニュ ウリ ョ フ 本 玉 玉 
119 " 
* CHPUT EQU 
7 CHGET EQU 


129 
139 
149 
159 
169 
179 
189 
199 
299 
219 
229 
239 
249 
259 
269 
279 


5 


LOOP: 


ORG 
LD 
PUSH 
CALL 
CALL 
POP 


DEC 
JP 


RET 


99A2H 
999FH 


9D999H 
A5 
AF 
CHGET 


CHPUT 
AF 


AA 
NZ,LOOP 








5. 4 カー ソル を 移動 させ て みよ う 





LOCATE 文 に 相当 する BIOS ルー チン で す 。 指 定 万 法 は それ と 


まつ だ ぐ 同 じ で 、 XX 座標 と Y 座標 で 行い ます 。 


・ カ ー ソ ル を 移動 する だ め の BIOS の ルー チン 
POSIT 
OOC6H 


ラベ ル 名 


アド レス 
変化 する レジ スタ AF 

H レジ スタ に X 座標 、L レジ スタ に Y 座標 を 入 
れ 、 コ ー ル する 。 


使い 方 


129 


130 
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P126 の 文字 列 を 出力 する プロ ブラ ム に 、 こ の POSIT ル ー チ ン 
を 組み 込ん いで み ま し ょ よう (リス ト 5- フ Z )。 





リス ト 5- フ 7 プロ グラ ム 例 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 一 


199 


129 
139 


319 
329 


3 ュ 玉 本 床 カ ー ソ ルイ ト ~ ウ 本 玉木 
7 


* CHPUT EQU 


POSIT 


PD 
P 
?LOOP: 
7 
ッ 
1 
PD 
1 
ッ 


NAME : 


5 


EQU 


ORG 


LD 
LD 
CALL 


LD 


LD 
CAL し 
INC 
CP 
JP 


RET 


DEFN 
DEFB 


99A2H 
goC6H 


geDg9gH 
H,29 』X 


19 3Y 
POSIT 


aa カー ソル 設定 


HL, NAME 


Ar て (HL) 
CHPUT 
HL 

9 
NZ,LOOP 


*KEIKOY 
99H 





実行 する と 、 画面 中 央 に 文字 列 が 表示 され ます 。 





5. Ctrl と ST リピ キー が 押さ れ て いる か 
調べ よう 


BAS 











は 


Ctrll と |S 








ん 。 














IC の プロ プラ ム は [Ctrll] と [STOP] キー ガ が 同時 に 押さ れる 
と 、 プロ ブラム の 実行 が 中 止 さ れ ま す 。 と ころ が 、 マ シン 語 実 行 中 
〇 OP] キー が 押さ れ て いて も 、BASIC に は 戻り ませ 








Ctrll| と [STOP] キー が 押さ れ だ と き に 、 マ シン 語 の 実行 を 中 止 





し 、BASIC に 戻す 場合 は 、 キー が 押さ れ て いる か どう が プロ ブラ 











5.5 Ctrl と STOP キ ー が 押さ れ て いる が 調べ よう 


ム 内 で 始終 みて や ら な けれ ば な り ま せん 。 そん な と き 、 ご の BIOS 
ルー チン を 使う と 便利 で す 。 


・Ctrl と STOP キー が 押さ れ て いる が 調べ る BIOS ルー チン 
ラベ ル 名 BREAKX 

アド レス OOB フ H 

変化 する レジ スタ AF 


使い 方 





コー ル し だ 後 、[Ctrl|] と [STOP] キー が 押さ れ 
て いれ ば 、Cy フラ ブ が セット さ れ 、 そ う で な け 
れ ば リセット され る 。 











BREAKX の プロ ブラ ム 例 を 示し ます (リス ト 5-8 )。 
結果 が Cy フラ ブ で わか る の で 、 次 に Cy フラ ブ で 分 岐 する 命令 
を 入れ て お け ば いい で すね 。 


1 ょ 99 
119 
129 
139 
149 
159 
169 
179 
189 
199 
2g9 





リス ト 5-8 ブロ グラ ム 例 


7 本 末 末 CTRL+STUP ネネ 
P 

*BREAKX EQU 9gB7H 

PD 

? ORG gDgggH 
2 CALL BREAKX 
JP NC,LOOP 


RET 














ご この プロ ブラム は 、 計 久 ルー プ す る プロ ブラム の 中 に 、BREAKX 


を 組み 込ん だ 例 で す 。 [Ctrl| と [STOP] キ ー を 押す こと に より プ 


























ブラ ム が 終了 し ます 。 
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5 ジョ イス ティ ッ ク と トリ ガ ボ タ ン の 
状態 を 調べ よう 

ゲー ム に な こく て は な ら な い の が 、 ジ ョ イス ティ ッ ク と トリ ガ ボ マ 
ン で すね 。 BASIC に は STICK 関数 と STRIG 関数 が ある の で 、 
ジョ イス ティ ッ ク が どの 万 向 に 押さ れ て いる が ガ 、 あ る い は トリ ガ ボ 
タン が 押さ れ て いる ガ が すぐ に わが り の ます 。 

あり が だ いこ と に 、 BIOS に は これ と まつ っ だく 同じ よう に 使え る 
(同じ 値 を 返す ) ルー チン が あり ます 。 


・ ジ ョ イス ティ ッ ク の 状態 を 調べ る BIOS ルー チン 


ラベ ル る る GTSTCK 

アド レス OOD5H 

変化 する レジ スタ ぜん 

使い 亡 A レジスタ に 知り だ い ジ ョ イス ティ ツノ 番号 (O ニ 


カー ソル 、1 ニ ジ ョ イス ティ ッ ク 1 、 ク ニー ジョイ 
ステ ィ イッ ク 2) を 設定 し て か ら コ ー ル する 。 戻 
つて きだ と き A レジ スタ に は 、 押 され て いる 万 
向 が BASIC の STICK 関数 と 同じ 値 (O こ 8) 


で 入 つ て ぐる 。 
・ ト リガ ボタ ン の 状態 を 調べ る BIOS ルー チン 
ラベ ル 名 GTTRIG 
アド レス OOD8H 
変化 する レジ スタ AF 
使い 方 A レジ スタ に 知り だ い ト リガ ボタ ン 番 号 (O ニ 


スペ ベー スキ ー、1 ニトリ ガ ボ タ ン 1 、 ク ニトリ ガ 
ボタ ン 2) を 設定 し て が ら コ ー ル する 。 戻 つて 
きた だ とき 、 も し A レジ スタ が 〇 O な ら ば 、 ト リガ 
ボタ ン は 押さ れ て いな い 、 O 以外 な ら ば 押さ れ 
て いる 。 
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5.6 ジョ イス ティ ッ フ と トリ ガ ボ タ マン の 状態 を 調べ よう 


両 ルー チン を 使っ て 、 画 面 の 上 に ジョ イス ティ ッ ク の 万 向 と ト 


リガ ボタ ン の 状態 を 表示 し て み ま す (リス ト 5-9 )。 





リス ト 5-9 ブロ グラ ム 例 





199 
119 
129 
139 
149 
159 
169 
179 
189 
139 


219 
229 
239 
249 
259 
269 
279 
289 
299 
399 
319 
329 
339 
349 


369 
379@ 
1 に 12】 
399 
499 
419 
429 
439 
449 


す : 本 本 本 シー ョ イス ティ ッ ブ ネネ 

5 

*CHPUT EQU 99A2H 
YPUSIT EQU ら 9C6H 

* GTSTCK EQU 9g9DS5H 
* GTTKI ら EQU 99DBH 
7 BREAKX EQU 99B7H 
5 

ORG gpgggH 
LOOP: 

吉 CALL BREAKX 
人 JP CEXIT 
リュ カーソル や セット 

LD HL,9191H 
『 CALL POSIT 
リョ ジー ョ イズ ス ティッ フ ノ ニュ ウリ ョ フ 

* LD A,9 

ル CALL GTSTCK 
* ADD A, 39H 
時 CALL CHPUT 
Y ェ カ ガー ソル セッ ト 

LD HL , 9192H 
す CALL POSIT 
* ュ トリ カ " 本 ~ ダン ノ ニュ ウリ ョ フ 

LD A,9 

4 CALL GTTRIG 
時 CP 9 

JP Z,OFF 

。 RB に 」 に os ポタ ン が 押さ れ て いな いと き 
?OFF: 。 LD Ar 7 
PUT: CALL CHPUT 
, 

JP LooP 
YEXIT: 

天 RET 





ADD 命令 で 、GTSTCK ルー チン が ガ ら 戻 つ て きだ 数 値 に 3OH 
を 足し て いま す が 、 ご これ は 〇 8 の 値 に 3OH を 足す こと で 、 キヤ 
ラク タコ ー ド の “O” “8” に 対 褒 させ る だ た め の も の で す 。 数 値 を 
画面 に 表示 する た め に は 、 数値 に 対応 する キヤ ラフ クタ コー ド に 変換 
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し な けれ ば な り ま せん 。 

同じ よう に GTTRIG ルー チン の 万 も 、 押 され だ ら 文 字 の “1? 
を 、 そ う で な けれ ば 文字 の ^ 〇 "を 画面 研 上 に 表示 する よう に し て み 
まし た 。 





5. ア CAP ラ ンプ を つけ た り 、 
消し た り し て みよ う 
MSX の キー ボー ド な ら 、 どれ に で も 付い て いる CAP キー の ラ 
ンプ を 点滅 させ て み ま す 。 何気なく 付い て いる この ラン プ で すら 入 
出力 装置 で ある こと を 知 つ て お いて くだ さい 。CAP ラン プ を コン ト 
ー ル する BIOS を 紹介 し ます 。 

















・CAP ラン プ を つけ だ り 消 し た りす る BIOS ルー チン 


ラベ ル 洗 CHGCAP 

アド レス 0132H 

変化 する レジ スタ AF 

使い 方 A レジ スタ に O を 入れ て コー ル す る と ラン ブ が 
消え 、 O 以外 を 入れ て コー ル す る と ラン プ が つ 
く 


例 と し て 、CAP ラン プ を 周期 8 的 に 点滅 人 せる プロ ブラ ム を 作 つ て 
み ま す (リス ト ら 5-1O)。 な お お 、 CAP ラン プ が 変化 し て も 、 文字 の 
入力 モー ド は 変化 し ませ ん (モー ド の 切り 換え と 、 ラ ンプ は 全然 別 
の も の で きす)。 














リス ト 5- 1O0_ ブ プログラム 例 


199 "ij* 玉 末 床 じ AP ラ ン フ * 玉林 本 
119 " 


129 ? ORG の ODo99H 
139 * 

149 ?CHGCAP EQU 9132H 
159 ? BREAKX EQU 99B7H 


169 ? 





5.7 CAP ラ ンプ を つけ だ た り 、 消 し た り し て みよ う 





179 


199 
299 
219 
229 
239 
249 
259 
269 
279 
289 
299 
399 
319 
329 
339 
349 
359 
369 
379 
389 
399 
499 
41 の 9 
429 
439 
449 
459 
469 
479 
489 
439 
S99 
519 
529 


時 間 待 ち ル し ルー チン で は 、16 ビ ッ ト の 判定 の 記法 を 誰 ) 
1OOOH 


LOOP : 
CALL 
r CAP ラン フ * ON 
LD 
CALL 
CALL 
CAP ラン フ * OFF 
LD 
CALL 
jiCTRL+STOP 
CALL 
JP 


RET 


ジー カン マチ ルー チン 
MAITs 
PUSH 
PUSH 
PUSH 


LD 
LD 
DEC 
CP 
SBC 
JP 


LOOP1: 


POP 
PoP 
POP 


の 
5 
テ 
5 
テ 
の 
の 
テ 
5 
の 
テ 
r 
r 
r 
5 
ァ 
ァ 
ァ 
, 
5 
ァ 
了 
5 
ァ 
テ 
ァ 
ァ 
ァ 
ァ 
テ 
テ 
の 
の 
r 
の 


RET 





回 (16384 








品 








MAIT 
A, OFFH 
CHGCAP 
MAIT 
A, の 
CHGCAP 


BREAKX 
NC,LOOP 


AF 
BC 


BC, 4999H 
HL , 9999H 
BC 


HL, BC 
NZ ,LOOP1 




















と 





) の 無駄 ルー プ を させ て いま す 。 
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第 5 章 入出 力 装置 を ] ノ トロール し て みよ う 





5 VPOKE、VPEEK し て みよ う 


VRAM の 上 の デー タ を 読み だ し た り 、VRAM に デー を 書き 込 
ん だ りす る ルー チン で 、 要する に VPOKE、 VPEEK と まつ た だ ぐ 
同じ 個 き を する も の で す 。 画面 関係 は 複雑 な の で 、 樽 造 を 知ら な い 
と な が な が 難し い の で す が 、 こ れ を 使う と CHPUT より も 高速 に 文 
字 を 表示 させ だ り で きる の で 、 やりがい は あり ます 。 ま だ た 、 ス プラ 
イト の コン トロ ー ル な ども 行う こと が で きま す (今回 は 専門 的 な 説 
明 は し ませ ん )。 ご こ で は 、SCREENOー3 の モー ド で 使用 で きる 
ルー チン を 紹介 し て お きま す 。 















































VRAM の デー タ を 読み だ す BIOS ルー チン 


ラベ ル 名 RDVRM 

アド レス O004AH 

変化 する レジ スタ AF 

使い 方 HL レジ スタ に 読み 出し た い VRAM の アド レ 


ス を 入れ 、 コ ー ル する 。 戻 つ て きだ と き 、A レ 
ジス タ に 読み 出し た デー タ が 入 つ て いる 。 


・VRAM に デー タ を 書き 込む BIOS ルー チン 


ラベ ル 名 WRTVRM 

アド レス OO4DH 

変化 する レジ スタ AF 

使い 方 HL レジ スタ に 書き 込み た い VRAM の アド レ 
ス 、 A レジ スタ に 書き 込み たい デー タ を 入れ て 
コー ル す る 。 











画面 全体 に キヤ ラノ タ を 表示 する プロ ブラ ム を あげ て お きま す 。 
SCREENO : WIDTH40 の 状態 で 実行 し て くだ さい (リス ト 5 
113。 
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5.8 VPOKE、VPEEK し て みよ う 


リス ト 5- 1 1 プロ グラ ム 例 


199 ' : ネネ ネネ VPDKE 玉林 本 玉 
タ 


129 *MRTVRN EGU 
139 ? 


149 * DRG 
159 * 

169 LD 
179 ? LD 
189 * 

199 ?LOOP1: LD 
299 ! 

219 "LOOP2: DEC 
229 " LD 
239 " CALL 
249 ? SBC 
259 ? JP 
269 ! 

279 * INC 
289 * JP 
299 " 

399 ? RET 


9g94DH 
DO ら 99H 


B, goH 
DE,9 


HL。93CgH 


HL 

A, B 
MRTVRN 
HL,DE 

NZ ,LOOP2 


B 
NZ,LOOP 1 





この プロ ブラム は 2 つの ルー プ で で き て いま す 。 1 つ は 画面 に 対 
庫 す る VRAM に キヤ ラク タコ ー ド を 書き 込む も の で 、 HL レジ ス 
タダ が ガ カ ウン ト し て いま す 。 も う 1 つ は FFH ガ ら OOH まで キヤ ラ 
クタ を 設定 する だ を め の も の で 、 レジ スタ が ガ カ ウン ト し て いま す 。 

1 画面 が 一 瞬 に 表示 され る の で 、 非常 に 高速 で す 。 これ と 企 ぐ 同 
じ こ と を する 、BASIC の プロ プラ ム を 載せ て お きま す ガ が ら 、 比 較 
し て みて ぐだ さい (リス ト ら 5-12)。 





リス ト 5- 12_ BASIC の プロ グラ ム 


1 の "ネネ 本 林 VRAM チョ フ セ リ 力 キ コ ミニ ネネ 本 ネ 本 


119 ? 


129 FOR B=&HO TO &HFF 
139 FOUR A=&H3CO TO &H9 STEP 1 


149 VPOKE A,B 
159 NEXT 
169 NEXT 


13Z 


138 


第 5 章 入出 力 装 置 を ] コ ント ロー ル し て みよ う 


BIOS に は 、 他 に 音 を 出す SOUIND 文 の よう な ルー チン 、 カセ 
ツ ト の デー タ を 読む だ め の ル ー チ ン な ど ご まだ まだ あり ます 。 本 シリ 


ー ズ で も 後々 に まとめ だ いと 思い ます が 、 も し BIOS に 興味 が 





HB て 


今 す ぐ 知 り だ た く な つ だ 場合 は 、 ア スキ ー 出 版 発行 の 「MSX2 テクニ 
カル ハン ドブ プッ ク 」 に すべ て 掲載 きれ て いる の で 、 そ ちら を 見 て こ 


だ さい ね 。 


付録 





則 





1 
1! 
さ 
y 





1 



































エエ moO ら op>| ヒ ビエ ェ m ら oo>| ビ エビ ウロ Op>| ヒ ェ m ら Op>| ヒ エロ ら op>l= っ っ っ っ っ っ 


A 
B. 
C, 
D. 
H, 
し . 
A, 
A, 
A。 
A. 
A 
A. 
A. 
B. 
B. 
B. 
B. 
B. 
B. 
B. 
@ 
C 
c 
c 
c 
て 
て 
p 
D 
D 
D 
D 
p 
p 
13 
E 
E 
E 
E. 
E。 
革 











つづ く 


マシ ン 舌 命令 表 







































































四条 coop ト フ ラグ 
ニー モニ ッ ク マシ ンコ ー ド [テラ 1oy 内 。 容 
LD H.A 67 ローr 
LD H.B 60 
LO H.C 61 
LD H.D 62 ー| - 
LD H.E 63 
LD H.H 64 
LO H.L 65 
LD L.A 6F ヒーr 
LD L.B 68 
LD し .C 69 
LO L.O 6A ー- | - 
LOD し LE 6B 
LD UL.H 6C 
LDL.LL 6D 
LO (nn).A 32 と ー CO 
し D (BC),A 02 _-|_| eo-A 
し D (OE).A 12 
LO A.(nn) 3A -|- | ^ーmm) 
LD A.(BC) OA 還 A 一 (rr) 
LD A.(DE) 1A 
LD (HL).A 77 (HL)ーr 
LO (HL).B 70 
LO (HL).C 7 
LO (HL).D 72 ー 
LD (HL).E 73 
LO (HL).H 74 
LO (HL).L 75 
LD A.(HL) 7E r『ー(HL) 
LD B.(HL) 46 
LD C.(HL) 4E 
LD D.(HL) 56 ー| - 
LD E,(HL) 5E 
H.(HL) 
し .(HL) 
田 16 ビ ピッ ト LD( ロ ー ド ) 命 令 
.(n) rr の 下 仁 バ イト (nn) 
LD DE.(nn) Ep 品 呈 | 一 rr の 上 位 バ イト (nn+1) 
LD HL.(mn) 2A 
LD (nn).BC (nn)ー rr の 下位 バイ ト 
(nn).DE ー| 一 | (mm+1)ーrr の 上 仁 バ イト 
(nn).HL 
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142 


付 














録 

画 PUSH( プ ッシュ ),POP( ポ ボップ) 命令 
ニー モニ ッ シン ショ ー ド ヒン ラグ 
ニー モニ ッ ク マシ ンコ ー ド 導 吹 内 容 引 
PUSH AF F5 (SP-1)ー rr の 上 位 バ イト 
PUSH BC C5 _ | | (SP-2ー rr の 下位 バイ ト 
PUSH DE p5 SP ーSP-2 

PUSH HL E5 
POP AF Fi rr の 下位 バイ トー (SP) 
POP Bc 1 ー | rr の 上 仁 バ イト 一 (SP+1) 
POP DE D1 SPー SP+2 


POP HL 















































フラ グ 

> loy 内 。 容 
ADD A.n c6 貞 Add( ア ド ) 
ADD AA 87 8 ビット 加算 
ADD AB 8o AーATn 
ADD A.C 81 AーA+r 
ADD A.D 82 ee AA+(HL) 
ADD A.E 83 
ADD A.H 84 
ADD A.L 85 
ADD A.(HL) 86 
SUB n p6 Subtract( サ プ ト ラ クト ) 
SUB A 97 8 ピッ ト 減 算 
SUB B 90 AーAーn 
SUB C 91 AーAーr 
SuB D 92 ee AーAー(HL) 
SUB E 93 
SUB H 94 
SUB し 95 
SUB (HL) 96 
ADC Arn CE m Add with Cy 
ADC A.A 8F (アド ・ ウ ィ ズ ・ キ ャ リ ) 
ADC A.B 88 8 ピッ トキ ャ リ 付 加算 
ADC A,C 89 AーA+n+Cy 
ADC A.D 8A oe AーA+r キ Cy 
ADC A.E 8B AーA+(HL)+Cy 
ADC A.H 8c 
ADC A. し 8D 
ADC A.(HL) 8E 
SBC An pE Subtract with Cy 
SBC A.A 9F (サブ プ ト ラク ト ・ ウ ィ ズ ・ キ ャ リ ) 
SBC A.B 98 8 ビッ トキ ャ リ 付 減算 
SBC A,.C 99 AーAーnーCy 
SBC A,D 9A oe AーAーrーCy 
SBC A.E 98 AーAー(HL) 一 Cy 
SBC A.H 9C 
SBC A.L 90 
SBc A.(HL) 9E 





つづ く 


















































ニー モニ ッ ク | マシ ンコ ー ド る 内 。 容 
INC A 3C Increment( イ ンク リ メ ン ト ) 
INC B 04 8 ビッ トイ ンク リ メ ン ト 
INC C 0C ィ ーr キ 1 
INC D 14 ea (HL) 一 (HU)+1 
INC E 1C 
INC H 24 
INC し 2C 
INC (HL) 34 
DEC A 3D Decrement( デ クリ メン ト ) 
DEC B 05 8 ピット デ ク リ メン ト 
DEC C op rー ィ ー ュ 1 
DEc D 15 電 Me (HL) 一 (HL)-1 
DEC E 1p 
DEC H 25 
DEC L 20 
DEC (HL) 35 
CP n FE 品 Compare( コ ン ペ ベア ) 
CP A BF 比較 
CP B B8 An 
CP C B9 Aーr 
CcP D BA e Aー(HL) 
CP E BB 
CP H BC 
CP し BO 
CP (HL) BE 
田 16 ピ ッ ト 演 算命 令 
ADD HL.BC 09 Add( ア ド ) 
ADD HL.DE 19 ー | | 16 ビ ッ ト 加 算 
ADD HL.HL 29 HL 一 HL+rr 
ADC HL.BC ED 4A Add with Cy 
ADC HL.DE ED 5A | RE あり 0 
ADC HL.HL ED 6A 16 ビ ッ ト キ ャ リ 付 施 算 
HL HL+rr+ キ Cy 
SBC HL.BC ED 42 Subtract with Cy 
SBC HL.DE ED 42 。 | 。| (サブ トラ クト ・ ウ ィ ズ ・ キ ャ リ ) 
SBC HL.HL ED 62 16 ピ ビッ トキ ャ リ 付 減算 
HL 一 HL 一 Cy 
INC BC 03 Increment( イ ンク リ メ ン ト ) 
ー | - | 16 ビ ピッ トイ ンク リ メ ン ト 
rr+1 
Decrement( デ クリ メン ト ) 
ー | | 16 ビ ピッ ト デ ク リ メ ン ト 
rr*-rr 一 1 














143 





ニー モニ ッ ク 


JP nn 


フラ グ 





内 。 容 


Jump( ジ ャ ンプ ) 

















ー | 一 | 無 条 件 ジャ ンプ 

PC 一 nn 
JP NZ.nn Jump( ジ ャ ンプ ) 
JP Z.nn 条件 付 ジ ャ ンプ 
JP NC.nn ー | - | ・ 成 立 nn 番地 へ ジ ャ ンプ 
JP C.nn PC 一 nn 

・ 不 成立 命令 無視 
JR e EK Jump relative 


(ジャ ンプ ・ リ ラテ ィ ブ ) 

無 条 件 相対 ジャ ンプ 
e バ イト 先 へ ジャ ンプ 
PC 一 PC+e 

































Jump relative 

(ジャ ンプ ・ リ ラテ ィ ブ ) 

条件 付 相 対 ジ ャ ンプ 

・ 成 立 e バ イト 先 へ ジャ ンプ 
PC 一 PC+e 

・ 不 成立 命令 無視 


内 。 容 











Call( コ ー ル ) 
無 条 件 サ プ ル レー チン コール 
PUSH PC.PCーnn 





CALL NZ.nn 
CALL Z.nn 
CALL NC.nn 
CALL C.nn 





Call( コ ー ル ) 
条件 付 サ プル ー チ ンコ ー ル 
・ 成 立 PUSH PC.PCnn 
・ 不 成立 命令 無視 





RET 


Return( リ ター ン ) 
無 条 件 リタ ー ン 
POP PC 





























Return( リ ター ン ) 
条件 付 リ ター ン 
・ 成 立 POP PC 
・ 不 成立 命令 無視 











PPn は 1 バイ ト の デー タ を 表し ます . nn は 2 バイ ト の デー タ を 表し ます . 
フラ グ の 印 に は 次 の 意味 が あり ます . 








結果 に 従い 空 化す る ー : 変化 し な い 
使 令 に は , 他 に この よう な も の が あり ます .。 ラベ ル 名 を 付け る と き な ど に は 。 
意 し て 下さ い . 





ADC ADD AND BIT CALL CCF CP  CPD CPDR CPI 

CPIR CPL DAA DEC DI DJNZ EI EX EXX HALT 
IM IN INC IND INDR INI INIR JP JR LD 

LDD  LDDR LDI  LDIR NEG NOP OR OTDR OTIR OUT 
OUTD OUTI POP PUSH RES RET RETI RETN RL  RLA 
RLC  RLCA RLD RR 。 RRA RRC  RRCA RRD RST SBC 
SCF SET SLA SRA SRL SUB XOR 








AU やっ 


7/ い で 
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14G 


付 録 


e マシ ン 語 モニ タプ ログ ラム 
ーー ニー 
1999 『 
1919 " 
1929 『 MSX_ MONITOR REV 1.9 
1939 " 
1949 "(MSX1,2 16KRAR 16KVRAH TAPE) 
1959 "== テモ 
1969 CLEAR 29,&HEBOO: SCREEN IDTH 49 
197 の 9 DEF USR= を HEB93 
198O FOR A=&HEBOO TO &HF2BF STEP 8 
1999 CS=@9 
1199 FUR B=A TO A+ ア 
1119 READ D を :D ニ VAL("&H"+D を う 
1129 CS=CS+D 
1139 POKE B,D 
1149 NEXT 
1159 し =PEEK( て &HF6A4 ) ネ 256+PEEK(&HF 6A3) 
1169 LOCATE 9,3 
1179 PRINT"READING LINE NO し 
1189 READ S* 
1199 CS*=RIGHT も ("9"+HEX 和 を (CS) , 3) 
1299 IF CS*<>S ま THEN GOTO 1239 
1219 NEXT 
1229 A=USR(9) : END 
1239 『 = ERROR = 
124 の 9 PRINT し j』" キ ~ ョ ウフ キ : ュ ウ リョ フミ スカ ~ アリ マズ" 
1259 BEEP:END 
1259 se 
1279 DATA C3,22,EB,F3。91 , 95, 99。 1 1 , 2DA 
1289 DATA 9OD,FE,21,17,EB,ED, BO, 21 , 3EC 
1299 DATA FF,EA,22。FA。F2。 18, OB。F 1 ,59B 



















1399. DATA C3,1C,EB, 9 の ,E5, CD, 22,EB, 4B9 


1439 
1449 


1469 
1479 
1489 
1439 
1599 
1519 


DATA E1,C9,F3。ED, 73。 BE。F2,31,SAE 
DATA BE,F2,FD,E5,DD,E5,E5, DS, 6DE 
DATA C5,F5,21,99,EB,22。 99,F2, 46A 
DATA 3A,9A,F 1,B7,C2。ED, EE , 32, 54B 
DATA 9D,F1,3D,32,9A。F1, 2A, BE。 449 
DATA F2, 22。9B,F1,FB。21,56,EB,4FD 
DATA CD,7D,F9,F3,18。17, 9D, 9A, 373 
DATA 4D,53,5B, 29, 4D 。 6F , 6E, 69, 2AB 
DATA 74,6F,72。20, 29,52, 65, 76, 2C2 
DATA 29,31, 2E, 31 , 99。 2A, BB,F2。 254 
DATA 22,CA,F1。91,95, 99。 1 1 , DD, 2D1 
DATA F1,21,E4,FE。ED, B9, 3E, C3。 592 
DATA 21,9C,EE,32,E4。FE, 22,E5。 4C6 
DATA FE,31,82,F2。AF,。32。9D。F1,512 
DATA 32,C9。F1,3E,DF , 32。 DZ,F 1,593 
DATA 32,DA,F1,FB,CD。74,FO。CD,SF6 
DATA 2C,EC。7B,B7, 28。E3。 7E, 23。 3F 3 
DATA FE, 4C,29, OB, 3E。FF , 32。 9D, 3B1 
DATA F1,7E, 23。FE, 44。29。 4C。FE。 43E 
DATA 44, 29。 11,7E,FE,53, 29, 96, 26A 
DATA 23,3E,FF ,32,C9。F1, 22。 9F 。 49D 





マシ ン 語 モニ タブ ログ ラム 





1529 
1539 
1549 
1559 
1569 
1579 
1589 
1599 
1699 
1619 
1629 
1639 
1649 
1659 
1669g 
1679 
1689 
1699 
179 ら 
1719 
172 の 
1739 
1749 
1759 
1769 
1779 
1789 
1799 
1899 
1819 
1829 
1839 
1849 
1859 
1869 
1879 
1889 
1899 
1999 
1919 
1929 
1939 
194 ら 
195@ 
1369 
1979 
1389 
1999 
2999 
2919 
2929 
2939 
2949 


2969 


DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 


F1,C3,FA。EC, 22, 9F 。F1,FE, 64A 
53,CA,EB,ED,FE, SB, CA。 25, 537 
EF ,FE, 47,CA。 34, EE。FE,42, 569 
2B, OB,FE, 52, CA,B1,FO, 2B,419 
22,9F,F1。 18。 16,F3, の 1 , 95, 2D9 
99,11,E4,FE,21,DD。F1,ED, 4CF 
Bo, AF , 32。 9A,F1,ED, 7B, 9B,51F 
F1,FB,C9。AF , 32。 9D。F1,CD,SF1 
74,FO, 3E, 3F , CD。 A2。 99, CD, 41D 
6A,F9, 2A。 9F ,F1。7E。B7, 2B, 471 
9A,FE, 2C, 2B, 6 , CD , A2, 9 の , 2D1 
23, 18,F2, CD CO, 9O, C3, 89。 496 
EB, AF , 18,97, 3E, 2A。 CD。 A2, 399 
99,3E,FF, 32。 9E。F 1 CD。56, 421 
の 91, 96, 0,21,A1。F1。22。9F , 27B 
F1,CD, 9F , 99。FE,61 , 38, 96,3FA 
FE, 7B, 39, 92,E6, SF ,FE,9D,3FB 
2B, 6B,FE。 1B, 2B。94,FE, 93。 2D9 
29, 9D, 7B, B7, 2B,E3, 3E 7F, 324 
CD, A2, 99,19,FB, 18,D2,FE, 462 
9B, 29, D, 7B, B7, 2B, D2, 3E, 29C 
7F , CD , A2, 99, 5 2B。 18, C9。 2FF 
FE, 9C, 29, 9D , 3A。 9E ,F 1 , B7, 3B7 
28, Bf , 3E , C。 CD, A2, OO 18, 2BB 
A3,FE, の 1 , 29, 15, CD, 9F , 99, 343 
FE, 41, 3B。OE,FE, 69。 3B, A9, 3C4 
FE, 61, 38,A5,FE, 7B, 39,92, 3EZ 
E6, SF , FE, 29, 3B, 9B。FE,7F , 4B3 
28, 97, 4F , 77。23, 94, 78,FE,322 
28, 3B, 94 , 2B。 95, OE , 7 , 79。 1 22 
CD, A2, 99, 1B, B4, 36, 99,21, 262 
A1,F1,C9。 DD。 2A, 9F ,F 1 , GE, 599 
99, 61,69,DD, 7E, OO, B7, 2B, 394 
23,FE, 2C。 2B, 1D。 D6, 39,FE, 396 
9A, 38, 9C。 D6, 97。FE。 9A。 DA, 39D 
93,EC,FE, 19, D2。 93。 EC 29, 3EZ 
29, 29。 29, BS5, 6F , 9C。 DD, 23。 2AB 
18, D9, DD 23, 47, DD, 22。 9F , 3D6 
F1,C9。 CD,C3。EC, 79。 B7 , 2B, 5BE 
93,22,CA,F1,7B, B7, 2B。 OF , 346 
CD,C3, EC。 79, B7, CA, 93。EC, 565 
78,B7,C2。 93。EC。 18, の 7 , 2A, 329 
CArF1, 11。7F,99。 19。22。CC, 352 
F1,3A。 9D。F1。B7,C4。74,FO, 59B 
96, 99。 78, B7, 29, 13, DD, 21 , 266 
CE,F1。DD。36, 99, 9, CD。 74, 413 
Fo, 2A, CA。F1, CD。B6,FO, GE, 526 
99, CD, 6A,FO, 2A, CA。F1。 7E。 4BA 
CD, BB,F9。 7E,B1, 4F。7E。FE, 512 
29, 3B。 98。FE, 7F , 2B。 の 4,FE, 39 フ 
FF , 29, 92。 3E , 2E。 DD, 77。 99, 2E1 
DD, 23, DD。 36 , 9O, OO。 23。 22, 258 
CA,F1,2B, の 4,ED。 5B。CC。F1,4EF 
B7,ED, 52。 39, 2A。 7B。FE。 OB, 3CE 
29, CZ, CD。B4,ED, CD, 9C, 9, 4BE 





14Z 
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2979 
2989 
2999 
2199 
-2119 
ー マ 129 
2139 
っ 214@ 
2159 
2169 
2179 
2189 
2199 
っ 299 
2219 
2229 
2239 
2249 
22S5@ 
っ 269 
2279 
2289 
2299 
23g9 
2319 
2329 
2339 
2349 
23S59 
っ 2369 
2379 
2389 
2399 
24g9 
2419 
2429 
2439 
2449 
2459 
2469 
2479 
2489 
2439 
2S59g9 
2519 
2S29 
2539 
2549 
25S59 
2S5e9 
2579 
2589 
2599 
2699 
2619 


DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 


28,A6, CD, 9F , 69,FE, OD , CA 49F 
89,EB, CD。 56, 91 , CD 9C, 99, 491 
2B,FB, CD。 9F , 99,FE, OD。 CA, 464 
89,EB, CD, 56, 91 , 18, 89。 7B, 3B1 
FE,9B, 28, 9A, CS, 96 , 93, CD, 2D3 
6E,F9,C1, の 4,18,F1。CD,B4, 4AD 
ED,C3, 89,EB, 3A,C9,F 1,B7,SCF 
28, 9F , CD,6A,FO, 3E , 3A, CD, 3A3 
9E,FO,。 CD,。 6A,F9, 79, じ 3。 BB, 57 ビ 
F ら , 3A, 9D,F 1, B7, 29, 19。 3A, 3D9 
Bo,F3,FE, 25, DB, 29, 8。 CD, 493 
DF , ED, 3E , 9B。C3, A2, 99, CD, 444 
6A,F9, 21。CE,F1,C3, 7D。FO, 56A 
CD,C3, EC,79, B7, CA, 93,EC, 565 
7B, B7,C2。 93, EC, 22, CC,F 1 , 4BF 
CD,74,FO,CD,B6,F9,CD, 6A, 5AB 
F9, 7E, CD,BB,FO, CD, 6A,FO, SDD 
CD, 29, EC, 78, B7, 2B。 19,3D, 3BF 
29, 9A, 7E,FE, 2E。CA, 89。EB,412 
FE, SE。 2B。 12, CD。C3。 EC, B7, 4C9 
C2, 93, EC,7D,2A, CC,F1。77。 4BC 
2A,CC,F1, 23。 18,C7, 2A。 CC。 3DF 
F1,2B, 18,C1,CD,C3,EC,ED,55E 
5B, 99,F2,79,B7, 29, の 1 ,EB,419 
22, CC,F1,7B, B7。 2B。 2F , CD, 432 
C3, EC, 79, B7, CA。 93。EC,E5, 57D 
78,B7, 2B, 18。CD,C3, EC。 79 464 
B7, CA, 93, EC,E5, 7B, B7, C2。 546 
93, EC,E1 , 22。 DB。F 1, 7E,32。 46E 
DA,F1,36,DF ,E1,22。 DB。F 1 ,5AC 
フ 7E, 32,D7,F 1。36, DF , 2A, CC, 483 
F1, 22, 99,F2。F3。31 。 2。F2, 52D 
ED , 5B, 99。F2, 2A, BE,F ス 。 2B, 49F 
72, 2B, 73。 22。 BE。F2。F 1 C1,464 
D1,E1,DD,E1,FD,E1,ED。7B,6B6 
BE,F2,FB。C9, ES5, DS。 1 , 9B, 52Z 
99, 39, 5E, 23, 56, 1B。 3A, D7, 23C 
F1,FE,DF ,2B, 17, 2A。 DB,F 1 , 599 
B7, ED, 52。 2B, 14。3A。 DA。F1, 437 
FE, DF , 28, OB, 2A, DB。F 1 。 B7, 4BA 
ED, 52, 28, 95, D1 ,E1 , C3。 DD, 4BE 
F1,F3,D1,。E1,F1。F1。ED。73, 6D8 
BE,F2,31,BE,F2。FD。E5, DD, SFG 
ES5,E5, DS, CS5,F5, 2A。 BE,F2, 693 
SE, 23, 56 , 23。 22, BE。F2。 1B, 2B7 
ED, 53, 99,F2,FB, 3A。 D7。F 1,5BF 
FE, DF , 2B, OF , 2A, DB。F1。77, 47E 
3A, DA,F1,FE。 DF , 2B, 94 。 2A, 438 
DB,F1,77。AF,32。 9D。F 1。21,4D3 
1C。EF , CD,7D,FO, 2A, 99,F, 4F 1 
22,CA,F1。CD,B6,F9。 CD,74,561 
FO, C3, B4。EF 。 9D, A。 42。 72, 421 
65,61,6B, 29, 9 の , 2A。 9F 。F 1 , 39B 
7E, BZ7, CA, B4。EF , 1E, 2。57, 437 
23, 7E, B7, 2B, 97, 5F 。 23。 7E, 2B7 














マシ ン 語 モニ タブ ログ ラム 





2629 
2639 
2649 
26S ら 9 
っ 2669 
2679 
2689 
2699 
279@ 
2719 
2729 
273@ 
2749 
2759 
2769 
2779 
2789 
2799 
2899 
2819 
2829 
2839 
2849 
2859 
<869 
2879 
2889 
2899 
2399 
2919 
<329 
2939 
2949 
2959 
2369 
2979 
2989 
2999 
3999 
3919 
3929 
3939 
3949 
39S59 
3969 
3979 
39g89 
3939 
3199 
3119 
3129 
3139 
3149 
3159 
3169 


DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 


B7,C2, 93,EC, 91, 99。 19, 21, 29A 
3A,F9, 7E, BA, 23, 29, 94 。 7E, 32 フ 
BB, 28, 9B, 23, 23, 9C, 19。F ス , 23F 
C3, 93, EC, 2B。 CD, 74,F9。 CD, 4DB 
7D,F@, 3E, 3D, CD, A2。 99, 96, 35D 
9, 79,FE, 9B, 3 の 。 21 1 , 82, 273 
F2, 99, 7E, CD, BB,FO,E5。 CD, 573 
6A,F9, CD。29,EC。 7B, B7。CA, 535 
B9,EB, CD, 3 EC, BZ, ビ 2。 93。 56C 
EC,7D,E1。77,C3,B9。EB。D6, 5CE 
9B, 87, 4F ,21 , 82。F2。 99。 23, 29F 
7E, CD,BB,FO, 2B。E5, 7E, CD, 521 
BB,F9, CD, 6A,F9。 CD, 29, EC, 5B4 
7B, B7,CA,B9,EB, CD ,C3, EC, SE9 
B7,C2, 93,EC,EB, 1 , 73, 23。 4CA 
72,C3, 89。EB, CD, 74,FO。 96, 4E9 
9E, CD,6E,F9, 21,31,FO, CD, 448 
フ D,F9,CD,74,F9。 11。3D。F9, 4DC 
CD, 9E,F9, 2A, 2,F ス 。E5, 7C, 4CA 
CD, BB,F9, 96, 93。 CD。 6E,F9, 47C 
11,3A,FO,CD,9E,FO,E1,7D, 464 
CD, 8B,F9。 3E, 2B, CD, A2。 99, 41D 
96, 98, 26, 18。 29。 7C, CD , A2, 269 
99, 19,F7,3E, 29, CD, A2。 99, 2DD 
CD, 74,F の 。 11, 55,F。 フ 1 ,B4, 42C 
F2, 96, 93。 CD, 19,F9, 96, 94, 2DB 
CD, 19,F9, C3, 89,EB,EB, CD, SCS 
7D,F9,EB, 13。 3E, 3D, C3。 A2, 44B 
99, CD, OE,FO, DS, 5E, 23, 56, 37Z 
23,EB, CD, B6,F9,EB,D1 ,19,51D 
93,C3, 74。FO, CD, 6A,F9, 18, 469 
EB, 53, 5A, 29, 4 日 29, 59, 4E, 2BB 
43, 99, 46, 29, 99, 41 , 29。 99。 16A 
43, 29, 99, 42, 2 の , 9 の , 45, 29, 1 2A 
99, 44, 29, 99, 4C, 29, 99, 4B, 1 18 
29, の 9, 41 , 46, 9 の , 42。 43, 9 の 。 12C 
44, 45, 99, 4B。 4C。 9, 49, 5B。1BE 
99, 49, 59, 99, 53, 59, 99, 59, 1 95 
43, 99。 3E , 29, 18, 39。 CD , 6A, 229 
F9, 19,FB,C9, 3E, OD, CD, 9E, 47A 
Fg, 3E, 9A, 18, 21 。 7E, BZ , CB, 36E 
CD, 9E,F9, 23, 1B,F7, 7C。 CD, 4D6 
BB。F9, 7D,FS, gF , OF , OF , OF , 329 
CD, 94。F9,F1,E6,OF,FE, 9A, 53F 
38, 92, C6, 7, C6, 39,F5, 3A, 32C 
9D,F1,B7。29, 94。F1。C3。A2, 4BF 
99,F 1 , CD, A5, 9 の , DA, 日 9, EB, 4B1 
C9, CD,C3。EC, 7B。 B7, C2, 93, 539 
EC,E5,FD,E1, 3A,AF ,FC, BZ7。64B 
29, 32。21,EA。FO。CD, 7D,FO。 4B7 
2A, 4A。FC。 CD, B6,F9, 3E , 2D, 41E 
CD, 9E,F9, 2A,FA,F2。 CD, B6, 5C4 
F9, CD,6A,FO, 3E, 29, CD, 9E, 4E 
F9,CD, 74,F9。 CD, 1A,F1,C3, 5BC 
B9,EB, 9D, 9A, 46, 72, 65, 65, 39D 
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15O 





3179 
3189 
3199 
3299 
3219 
3229 
3239 
3249 
32S59 
3269 
3279 
3289 
3299 
3399 
3319 
3329 
3339 
3349 
335@ 
3369 
3379 
3389 
3399 
3499 
3419 
3429 
3439 
3449 
34S5@ 
3469 
3479 
3489 
3439 
3599 
3519 
3529 
3539@ 
354 ら 
35S9 
3569 
3579 
3589 
3539 
3699 
3619 
3629 
3639 
3649 
3659 
3669 
3679 
3689 


DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 


29, 28, 29, 99, 21,FD。FO, CD,343 
7D,F の ,C3, 89,EB。 9D, 9A, 53, 49E 
63, 72, 65,65, 6E, 29, 6E,6F , 39A 
74, 26, 34, 39, 58, 32。 34, 29, 1D6 
74,65, 7B。 74, 29。 6D。6F , 64, 325 
65, 99, 21 , 99, 29, 18。 9A, EB, 1 B3 
3E, 2D, CD, 9E,F9, CD, B6,FO, 599 
EB, CD, 4A, 99, 23, 5F , CD, 4A, 39B 
OO, 23, 57, CD, 4A, の の, 23。 4F , 293 
CD, 4A, の 9, 23, 47。 B1 。 B2。 B3, 397 
CB。E5,FD, ES5,E1 , 19,EB,21,595 
75,F1,CD,7D,F9,EB。 CD, 86, 5DE 
Fg,EB,E1,7B, B1 , 28, CB,E5, 5BA 
2A, 4A,FC。 2B, B7。 ED 。 52,E1, 472 
39, 1B,E5, 2A,FA,F2。 B7 , ED , 4EA 
52,E1, 3B, 11,CD, 4A, 99。 12, 2A5 
13, 23, OB, 18。 DE, OD, 9A, 4C, 19A 
6F,61,64, 29, 99, CD,。74。FO, 3B5 
EB,CD,B6,FO, 21 ,BD,F 1 ,CD, 59A 
7D,Fo,C3, 89,EB, 29, 29。 4C, 439 
6F,61,64,20,65, 72。 72。6F , 39C 
72, 99, 99, 9, 9O。 9O, OO , OO, 972 


99, 99, 99, の O, GO, 9, OO , GO, 9 の 
99, 99, 99, 99, 99, の 9, 99 , 9 , 99 の 
99, 99, 99, 99, OO, の, 99, 9 , 99O 
gg, 99, 99, 99, 99, 9, OO , OO , 9 の 
99, 99, 99, の の, 99, 9 の 。 99 , OO, 9G9 
go, 99, 99, 99, 99, 99, 99, 9 , 999 
99, 9g, Oo, 99, 99 , OO, 9 , 99, 999 
99, 99, 9, 99, OO, 99, の 9 , 99。 999 
99, 99。 99, の 9。 99, 99, 9 , 9 の, 999 
99, go, OO , 9 の , O9 , の, 99 , の , 999 
99, 99, 9 の , OO, 99, OO, 99, O9, 999 
go, 99, 99, 9 の , OO, OO, 99 , 9, 999 
99, 9, OO, 99, OO, 99, OO 。 99, 9 の 
りら 9, 99, 99, の 9, 99 , 9 , 99 , 99 , 9 の 9 
99, 9, 99, OO, OO , 99 , 99 , 9 , 999 
ら go, 99, OO , 9 の , 99 , OO, 99, 96, 999 
99, 99, 99, GO , OO , の 9, の 9 , OO , 9 の 
99, 99, 99 , 99, Oo, 99, 9 の , 99, OOO 
99, 99, 99, 9O, の , 99, 9, 99 , 99O 
99, 99, 99, 99, OO, 9, 9 , 9 , 99O 
99, 99。 9 , 9 の , 9 の, 9, の 9 , 99, OOO 
99, 99, 99, 99, 99, OO, 99 99, 9 の の 
99, 99, 99 , OO, OO , OO, 99 , OO, の GO 
9, 99, 99, 9 の , 9, OO 99 。 の 9, OO 
99, 9, 9 の, OO, OO, 9, OO , 9 OOO 
99, 99, OO, 9, 9, 99 , の 9 99 , 9OO 
99, 99, 99, 9, OO, OO, O9, 9 , 9OO 
g9, 99, OO , 99, OO, OO, 9, OO, 9GO 
gg, gg, 99, 99, OO OO, 9 , 9, 999 
9 の, 9g, 9, 99, O9, OO, 99 , 99, 9O 


アセ ン ブ ラ ・ ダ ンプ リス ト 


アセンブラ ・ ダ ンプ リス ト 





D4gg C3 2B D4 C3 18 D4 C3 DSDo FE 3A CB FE 29 CO 18F4 : EA 
Dag8 DS C3 2E De C3 36 DB8 DSDB 32 FDF2 78 32FEF2 79:i 34 
D419 BC DB C3 25 D4 C3 25 DSE9 32 FF F2 AF @1 3E 91 32 : 44 
D418 F3 91 95 99 11 9D FE DSEB FC F2 ED 73 76 EA 31 F@ sz CF 
D42g 26 D4 ED BOFB C9C3 DSFe F2 21 78 EA @1 25 99 36 : D1 
D42B D4 99 99 7EFE 4D 28 DSFB gg 23 9B 78 B1 29FB8 3D : AC 
D43O FE 41 28B 1C FE 53 CA Dege 3D 32 Bo EA 3A AF FC BZ : 75 
D438 D4 C9 23 7E"FE 395 C9 De9B8 C2 DE D7 21 @ ら 9 19 91 9 の : 29 


D449 CC DS CO9F1 ES 21 FF De19 


D44B 22 FAF2 CD 99 EB E1 De18 
D459 23 7E FE 5S3 C9 23 7E De2e 
D4S8 4D C9 16 91 42 4A CD De28 





D469 DS 28 28 FE 22 CO CD 93 : 6S De39 
D468 D4 39 17 57 CD 33 D4 39 : D6  D638 
D479 11 47 CD 93 D4 39 9B 4F : 16  D649 CD FB DA 21 39 D7 CD 91 』 95 
D478 23 7E B7 28 9E FE 22 C9 : 6E | D648 DB 11 8B3 EA 2A AC EA CD : E6 
D489 18 95 7E FE 22 29 94 CD : AC | D6S9G FB E AF 12 21 B3 EA CD : F7 
D48B CC DS CO F1 7A ES CD DB : S6 | De6SB 9@1 DB 21 3F DZ7 CD 91 DB : BC 
D499 DS E1 C9 23 7E B7 CB FE : 9D | D669 11 B3 EA 2A 99 EA CD C2 : BA 
D498 3A CB FE 22 CB CD AC DC : 3F | De668 E@ AF 12 21 83 EA CD 91 : FD 
D4AO 1E 99O FE 58 28 9C 1C FE : C2 | D679 DB 21 42 D7 CD 91 DB CD : BB 
D4AB 43 28 97 1C FE 5S9 28 92 : 96 | D67B FB DA 3A BO EA B7 28 @C : 61 
D4Bg F1 C9 7B 37 C9 CD CC DS : A3 | D6B9G 3C 3C 28 98 3E 9C CD AS : 64 
D4BB FE 22 Cg 23 22 74 EA G6 : 89 | D6BB 99 DA 96 D7 CD FB DA 3A : 29 
D4Cg 99 7E B7 28 9F FE 22 28 : B4 | D6939 
DCB 97 23 94 CB 78B 28F2 C9 : 54 | De98 
D4DO CD CC DS CO 78 32 73 EA : 35 | D6A9 


D4DB F1 ES 2A 76 F6 22 7E EA : F6| DeA8 
D4E9 21 5D DS CD BD DS @E 99 : C9 | DeB9 
D4EB CD B7 99 38 6B CS 21 54 : 61 | DeBB8 
D4F9 DS ES5 ED 73 76 EA CD 1C : 63| D6C9 
D4FB DB C1 Ci 38 SB CS 22 71 』 42 | DeC8 
DSoo EA 6 99 7E BZ 28 94 23 』 74| Depg 
DSOB 94 18 FB 78 32 79 EA DS : ED | D6D8 
DS19 CD Bo DS D1 C1 B7 28 DO : 63| De6EG 
DS18 79 E6 93 CC B4 DS CS EB : 67 | DeE8 





DS29 11 B3 EA CD C2 E9 AF 12 : AE | DeFg 

DS28 21 B3 EA CD BD DS 21 C6 : D4 | D6FB F2 ED 7B 76 EA C9 9D gA 』 9A 
DS39 DS CD BD DS C1 9C CD 9C : 6A| D7gg 4D 53 58 29 53 6S 6C 66 : A2 
DS538 99 28 AD CD 9F GOFE 29 : SF | D798 29 41 73 73 6S 6D 62 6C :』 EZ 
DS49 29 A6 CD S6 @1 CD B7 GO : 6E | DZ7io 65 72 2g 29 52 65 76 29 : 64 
DS48 3B 9gE CD 9C 99 2B F6 CD : 9A | D718 31 2E 31 ら 9 ら D @A 9A 59 : 91 
DSS5o S6 91 1B 94 E1 CD B4 DS : 3A| D729 61 73 73 29 31 ら 9 GD 9A : AF 
DSS8 CD B4 DS E1 C9 9D 9A 41 S8 | D72B 9A 59 61 73 73 29 32 99 : F3 
DSe9 73 73 65S 6D 62 6C 65 72 : SD | p73e ep 


DSe8 2g 73 6F 75 72 63 65 29 
DS79 73 74 72 69 6E 67 29 73 
DS578 65 61 72 63 68 @D @A 99 
DS589 3A 73 EA BZ7 CB 2A 74 EA 
DSBB 4F 3A 79 EA BZ CB ED SB 
DS99 71 EA 91 47 3E GO DB 94 
DS98 3C FS CS DS ES 1A BE 29 
DSA9 9A 13 23 9D 29F7 E1 D1 
DSAB C1 F1 C9 E1 D1 Ci F1 13 
DSB9o 19 E6 AF C9 ES 21 C9 DS 
DSBB CD BD DS E1 C9 7E BZ7 CB8 
DSC9 CD A2 9o 23 18F7 29 29 
DSC8 go 9D @A @g 23 7E B7 CB 


D1 | p738 64 
2A | DZ49 2C 
1A | D748 28 
9E | D75g gt 
AA | D758 CD 
4D | D7e9 EA 
AB | D768B FB 
16 | D779 Eg 
F2 | p778 21 
12 | D789 D7 
ee | p78g pg 
E1 | pZ9e 6eF 
37 | DZ98 DZ 
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D7A9 
D7A8 
D7B9 
D7BB 
D7cCg 
D7C8 
Dp7Dg 
p7D8 
D7E@ 
D7EB 
p7F@e 
D7FB 
pgeo 
Dgg8 
DB819 
D818 
pg2g 
D828 
pg3g 
D838 
D849 
D848 
D8So 
D8S8 
D8e9 
D8e8 
D879 
D878 
D889 
pgg8 
D839 
D898 


DBAB 
D8B@ 
pgB8 
D8C9 
pec8 
D8De 
DB8D8 
DBE の 
D8EB 
DBFG 
Def 8 
D9g9 
D3o8 
D919 
D918 
D929 
D328 
D93e 
p938 
D949 
D948 
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OF て 
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メ ミ < の 


索 引 


ADD 命 令 
B コ マン ド 
BASIC イ ンタ プリ マタ 
BREAKXCBIOS) ・ 
CALL 命 令 …… 
CHGCAPCBIOS) 
CHGE TBIOS〉 
で CHPUTCBIOS〉 
CP 命 令 
CPU… 
D コ マン ド 
DEC 命 令 
DEFS 命 令 
DEFB 命 令 
DEFM 命 令 
DEFW 命 令 
EOU 命 令 … 
END 命 令 
ご コマンド 
GTSTOCKCBIOS) 

GTTRIGCBIOS) ・ 



































POSIT(BIOS) ・ 
PUSH 病 令 ・ 


FRDVRMCBIOS〉 
RET 命 令 ・ 
FROM 
SS コマンド 
SU り 選 命令 
VRAM … 
WRTVRMCBIOS) 
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アセ ジ シダ プラ 
アセ ンプ リ 言 
アセ ン ブ ル … 
アセ ン ブ ル エ 




























キャ ラク タコ ー ド 
主命 令 ・ 
16 進 数 ・ 
ズ タ ッ ツ :…・ 
スタ ッ ク エ リ テ 
絶対 ジ ヤ ン 
ツー スプ ログ ラム 
相対 ジャ ンプ ・ 
ソン フト ウエ ブ の: 


SE の ! 朱 63 
ニー 宝 2 





ハン ドア セン ブル ・ 
ビッツ ト 。 


メイ ン RAM・ 
メモ リ …・ 
メモ リマ ッ プ - 
モニ タ ア セ シ プ ブラ ・ 
ラベ ル 
レジ スタ 
レジ スタ 間接 ・ 
レジ スタ ベア ・ 
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スー- バ ー-AV 活 用 法 
ー パ ンコ ン て で 食 る 映像 音楽 一 
ら 攻 ゲー ム に 勝る 


@ 十 価 | 2(( 由 
@ AB 版 0208 ペ ー ジ 











0 究極 の 活用 法 を 今 ここ に 公開 ノ 
4 MC 
4 /4SXI3 単 る ゲー と マシン で は ぜ い 。 規 格 が 定め ら 穫 
EN れ た 唯一 の パソ フン と し て , 今 も っ と も 発展 性 の ある で 2x2> 


マシ ン と いえ る だ ろう 。 そ の 一 端 を 示す の が 本 書 

の テー マ で も ある AV ん (5X と デオ シン セ SN 和 
サイ ザ な どの AV 機器 ほ 組 み 合 わせ る こと - 

に よっ て これ ま で 高価 な 機材 を 待つ プ 
/ 放 ロ に し か で き ば か っ た クリ エイ ティ イブ な 
95 っ ご 妥 入 集 作業 が いと も 簡単 に で き て し ま 
ーー 本 ん パ う の だ 。 本 書 は , AVC の ノウ ハ 
か 、 ウツ ほ 初め て 紹介 し た ハイ テク 


マー ニア 必読 の 書 で ある 。 
6 Rs さま と _* の 3 
nn oo マタ < 










ゆ 示 7 


( 2 / 








シン 

(Visual World〉 と タテ ュ (Music World〉 
@ MSX だ け で で きる グラ フィ ックス キキ み @ MSX だ け で で きる ミュ ー ジ ッ ク 
@ VTH, ビ デオ カメ ラ と の 組合 せ O SS FM 音源 を 組み 込む 
e 編 集 VTH と の 組合 せ な と  @MSX に よる 日 動 深 奏 / 編 曲 ツ ステ ム 
@ TV フト. 一眼 し フカ メラ と の 組合 せ ゅ シンセサイザ の 接続 
ゃ ビデ オデ ィ ス ク と の 組合 せ @ リ ズム マシ ン の 追加 
@ プロ グラ ム で 作る 本 格 的 C.G. @ 究極 の コソ ピュ ー タ ミュ ー ジ ッ ク ツ ステ / 


較 問 い 合 わせ 先 
〒107 東 京都 港 区 南青山 6-11-1 スリ ー エ フ 南 青山 ビル (株 ) ア スキ ー 出版 営業 部 TEL 03(486)1977 


1986 Autumn 


860820 

































































< 直接 注文 の 場合 > 
* 小 社 接 ご 注文 の 際 は 、 定 価 と 送料 (ボケ ッ ト バ ンク シリ ー ズ は 200 円 ) を 加え 額 を 現金 書留 か 郵便 振 
符 ( 東 京 4-161144) で 、 注 文書 名 、 注 文 冊 数 、 住 所 、 氏 名 、 電 話 番号 を 明記 の 上 、 お 送り く 
込み か ら 商品 が お 手元 に 届く まで お よそ 1 一 2 週間 か か り ま す 。 な お 、 総 額 200.000 円 以上 の 
現金 半 留 で は 送金 が で きま せん の で ご 注意 くだ さい 。 
< 書店 注文 の 場合 > 
し ご 注文 の 際 は 、 下 の 注文 書 に 書名 と 定価 を ご 記入 の 上 お 近く の 書店 に お 渡し くだ さい 。 一 枚 の 注文 
吾 に 何 タ イト ル ご 記入 くだ さっ て も けっ こう で す 。 
注文 書 
の 部 分 の み ご 記入 くだ さい 。 
ご 記入 の 際 は 、 上 記 の 注文 方 法 (書店 注文 の 場合 ) を よく お 読み くだ さい 。 
書店 印 注文 数 | 発行 所 を 社 アス キー 
書名 定価 円 
書店 様 へ 
お 手 衣 で す が 数 タイ トル ご 注文 の 座 は 、 各 クイ トル ご と に 別府 に ご 記 入 くだ きい ます まう お 願い た 
負 | 日 月 日 | 文 ま 
・ 総 合図 書 目録 を ご 希望 の 方 は 、 小 社 出版 営業 部 まで ご 


連絡 くだ さい 。 


この カタ ログ に 記載 され て いる 価格 、 発 行 子 定 な ど は 1986 


年 8 月 20 日 現在 の も の で す 。 万 一 、 


まし た 節 は ご 了承 くだ さい 。 


記載 事項 に 変更 が あり 


株 式 多 アス キー 


〒107 東京 都 港 区 南青山 6-!!-! 
出版 営業 部 


スリ ー エ フ 南 青山 ビル 
TEL : 





3-486-1977 


MSX ボ ケッ トバ ンク シリ ー ズ < 新刊 > 


これ だ け で わか っ ちゃ う 
@ 新 ・MSX の 基礎 知識 
浅井 敬太 郎 著 定価 580 円 





いま まで 、 な か っ た こと が 不思議 な くら い 。MSX の すべ て 
が わか る ポケ ッ ト バ ンク 遂に 登場 。 普段 か ら 疑問 に 思い 
な が ら も 、 雰囲気 で わか っ た つも り で いる こと ば や 、 ホ 
ント に むず か し くっ て わか ら な い 専 門 用 語 ・ 基 奉 知 識 な 
ど 、MSX の キー ワー ド を 理解 で きま す 。 


す が や みつ る の に 
すぐ で きる パソ コン 通信 
す が や みつ る ・ オ レン ジ 企 画 著 定価 580 円 
ゲー ム ・ フ リー クス の キミ も か な り 気 に な る 話題 沸騰 / の 
バ ソ コン 通信 。 ア クセ ス し た く て ウズ ウズ し て た ? で 
も 、 ど う や っ た ら つ な が る の か わか ら な いっ て ? ご 安 
心 あ れ 。 こ の 一 冊 が どん な 質問 に も 答え て し まう 。 キ ミ 
の MSX が ます ます お も し ろく な っ て きた 。 


MSX2 テ クニ カル ハン ドブ ッ ク 

アス キー マイ クロ ソフ ト FE 監 修 定価 3500 円 (送料 300 円 ) 
MSX グ ラフ ィ ッ ク ・ ワ ー ク ブック 
桜田 幸 嗣 ・ 養 島 聡 共著 定価 500 円 (送料 300 円 ) 
MSX ス ー パ ーAV 活 用 法 

久生 本 語り 1 定価 1200 円 (送料 300 円 ) 




















くじ けち ゃ いけ な い 
@ マ シン 語 入門 
平塚 寺 晴 著 





定価 680 











これ か ら 、 ひ と つ マ シン 語 で も モノ に する か 、 な ど と 大 
志 を 抱い て いる 方 に 朗報 で す 。 い まま で た くわ えて きた 
(ちょ っ と カジ っ た ? ) BASIC の 基礎 が あれ ば 、 身 に つく 
マシ ン 語 が 学べ ます 。 そ し て 、 や る 気 は ある けれ ど ギ ブ 
アッ プ し て し まっ た 人 も 、 も う 大 丈夫 で す 。 








BASIC か ら マ シン 語 を 打ち 込む 
@ お も し ろ ゲ ー ム プ ブック 
BASIC か ら マ シン 語 を 打ち 込む 
BITS 著 定価 580 円 


ちょ っ と 長い ブロ グラ ム だ と 、 め げ て し まう 人 。MSX を 買 
っ た ば か り で 、 と りあ え ず 、 な ん か お も し ろ い プロ グラ 
ム を 打ち 込ん で みた いな 、 な ん て 思っ て いる 人 。 そ ん な 
あな た に 贈り ます 。 す ぐに た の し め る ゲー ム が 約 20 本 も 
入っ て 580 円 / の ショ ー ト プロ グラ ム 集 。 


MSX マ シン 語 入 門 講座 


定価 !600 円 (送料 300 円 ) 
MSX ビ ギ ナ ー ズ BASIC 


定価 1500 円 (送料 300 円 ) 








MSX2 大 研究 


MSX マ ガ ジ ン 纏 集 部 編著 





定価 680 円 (送料 250 円 ) 


MSX ポ ケッ トバ ンク シリ ー ズ < 既刊 > 


@ アニ メ C. G. に 挑戦 / 


@ グラ フィ ックス ぴ 伝 


























川野 名 勇 ノ 牧山 慶 士 共 著 定価 480 円 安田 吾郎 著 定価 480 円 
@ マイ コン ・ ジ ュー クボ ックス マイ コン 野球 中 継 84 
森田 信 や ノ 伊 者 高 志 共 著 定価 480 円 永谷 居 著 定価 480 円 
@BASIC ゲ ー ム 教室 @ と に か く 〈 く 速い マシ ン 語 ゲー ム 集 
安田 香 朗 著 定価 480 円 ポケ ッ ト バ ンク 編集 部 編著 定価 480 円 
@$ マイ コン ・ サ ウン ド パ ッ ク @ ア クシ ョ ン ゲ ー ム 38 
工藤 賢司 著 定価 480 円 ぐる 一 ぶ ・ ア レフ 著 定価 480 円 
@ ゲ ー ム キャ ラク タ 操 縦 法 @ 知能 ゲー ム 38 
横溝 和宏 者 定価 480 円 ぐる アレ フ 著 定価 480 円 
@ ト ラン プ ゲ ー ム 集 @ 必殺 ・ ビ デオ 活用 法 
ポケ ッ ト バ ンク 編集 部 編著 定価 480 円 ポケ ッ ト バ ンク 貫 集 部 編著 定価 480 円 
@ 面白 パズル ブッ ク @ 占 つっ ちゃ うか ら ノ 
藤沢 幸隆 桜田 幸 負 共著 定価 480 円 ポケッ トバ ンク 交 集 部 編著 定価 480 円 
@ プロ グラ ム D. J. @ エラ ー 酸 退 ミニ 事典 
アス キー 南国 放送 局 編 著 定価 480 円 ポケ ッ ト バ ンク 編集 部 意 著 定価 480 円 





EGPKET BANK 
IMSX ボ ケッ トバ ンク 


び な ンー 
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